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は
じ
め
に

（
制
上
）

梅
田
敏
郎
氏
著
ご
ｇ
目
角
の
種
痘
法
の
発
見
を
め
ぐ
っ
て
』
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
戦
前
の
小
学
校
修
身
課
の
国
定
教
科
書
に
ヨ
９
国
日

は
、
ま
ず
自
分
の
子
に
牛
痘
接
種
実
験
を
し
た
。
」
と
い
う
、
史
実
と
異
な
っ
た
内
容
の
記
載
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
誤
り
は
、
明
治
二
十

（
２
）

九
年
『
善
那
氏
種
痘
発
明
百
年
記
念
会
』
発
行
の
小
冊
子
に
由
来
し
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
小
冊
子
の
記
事
は
、
殴
日
巨
の
』
ｍ
日
芹
、
著
一
《
闇
Ｆ
詞

（
。
ｕ
）
（
刈
呈
）

国
国
Ｆ
固
》
の
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
の
記
事
に
よ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
私
は
、
英
国
人
で
あ
る
留
日
目
の
罠
、
目
爾

二
八
一
二
年
’
一
九
○
四
年
、
呼
。
馬
且
の
国
脚
＆
旨
四
。
国
生
れ
の
著
述
家
、
昌
冒
響
胃
答
大
学
で
医
学
を
学
び
、
外
科
医
と
な
っ
た
が
、
後
新
聞
記
者

に
転
向
）
が
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
誤
ま
っ
た
記
載
を
し
た
の
か
が
気
に
な
り
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
藤
野
恒
三
郎
先
生
ご
所
蔵
の
『
西
国

立
志
編
』
と
、
そ
の
英
文
原
書
↑
碗
国
Ｆ
軍
国
国
Ｆ
勺
》
を
お
借
り
し
て
、
二
つ
の
文
章
を
比
較
す
る
機
会
を
得
た
。
さ
ら
に
、
版
を
異
に
す
る
国

会
図
書
館
お
よ
び
英
国
国
冒
巳
大
学
図
書
館
蔵
の
《
碗
固
Ｆ
切
国
国
伊
勺
．
に
つ
い
て
も
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
版
の
英
文
原

書
に
も
、
少
く
と
も
「
ま
ず
」
に
相
当
す
る
語
も
文
意
も
無
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
報
告
す
る
。
ま
た
、
一
九
七
一
年
と
一
九
七
八
年
の
二

度
に
わ
た
っ
て
、
英
国
の
厚
冒
○
］
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室
の
富
・
諺
．
与
吻
風
目
教
授
に
招
か
れ
、
同
大
学
を
訪
れ
た
が
、
‐
そ
の
機
会
に
同

わ
が
国
に
お
け
る
］
ｇ
扁
局
の
わ
が
子
牛
痘
接
種

物
語
り
の
由
来
に
つ
い
て

溌
轤
蕊
惑
毒
率
溌
昭
和
五
十
四
年
八
月
六
日
受
付

加

藤
四

郎
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医
学
部
図
書
館
に
あ
る
多
数
の
汗
回
国
胃
関
係
資
料
に
接
す
る
と
と
も
に
、
Ｑ
２
。
の
“
§
州
の
團
埼
置
皇
や
ｇ
ｏ
員
。
の
“
胃
な
ど
の
い
く
つ
か

の
号
ご
ロ
日
に
関
す
る
史
蹟
を
訪
ね
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、
帝
国
冒
日
の
最
初
の
牛
痘
接
種
実
験
に
関
連
す
る
史
実
に
つ
い
て
も

い
く
つ
か
の
資
料
に
よ
り
、
自
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
併
せ
て
報
告
す
る
。

国
警
之
鼬
ａ
〕
ｇ
冒
図
が
、
一
七
九
八
年
に
震
シ
目
旨
名
耳
目
。
ｓ
ｏ
８
目
の
⑦
唖
四
目
①
印
。
扇
９
号
⑦
ぐ
胃
巨
篇
ぐ
四
８
日
脚
の
）
幽
島
“
３
の
①
島
“
８
‐

く
日
①
Ｑ
旨
い
○
日
①
昌
号
①
ミ
の
異
９
口
。
○
口
目
耐
ｍ
９
国
昌
哩
回
旨
具
も
脚
鼻
甘
昌
日
々
の
言
巨
。
①
鼻
①
凰
巨
昂
〕
画
目
旦
弄
口
○
ぎ
『
口
す
ぐ
号
①
昌
閏
唇
①
呉
吾
①
Ｃ
Ｏ
弓

（
５
）

ｇ
ｘ
》
〕
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
て
、
牛
痘
接
種
に
よ
る
痘
瘡
予
防
法
の
有
効
性
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
有
名
な
事
実
で
あ
る
。

私
自
身
、
英
国
卑
冒
。
］
大
学
医
学
部
図
書
館
に
お
い
て
、
こ
の
論
文
の
第
一
版
か
ら
第
三
版
ま
で
も
、
直
接
手
に
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
詩
ロ
ロ
の
局
は
、
痘
瘡
予
防
に
お
け
る
牛
痘
接
種
法
の
有
効
性
を
、
二
十
三
例
に
わ
け
て
、
各
種
の
観
察
例
、
人

体
実
験
例
を
挙
げ
て
、
論
証
し
て
い
る
が
、
、
最
初
の
牛
痘
接
種
実
験
例
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
第
十
七
例
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
一
七
九
六
年
五
月
十
四
日
に
、
八
歳
ぐ
ら
い
の
健
康
な
少
年
に
、
第
十
六
例
に
紹
介
し
て
い
る
搾
乳
婦
留
局
農
ｚ
の
旨
の
、
の
手
に
で
き
た
牛

痘
病
巣
の
材
料
を
接
種
し
た
こ
と
、
そ
の
接
種
部
位
に
は
、
痘
瘡
材
料
を
接
種
し
た
時
と
類
似
し
た
経
過
で
病
巣
が
出
現
し
、
や
が
て
痂
皮
を

つ
く
っ
て
治
癒
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
痘
瘡
に
対
す
る
抵
抗
性
を
獲
得
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
め
る
た
め
、
そ
の
年
の
七
月
一
日
と
数
ヵ
月

後
の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
痘
瘡
材
料
を
接
種
し
た
が
、
発
痘
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
最
初
の
牛
痘
接
種
に
よ
る
痘

瘡
予
防
効
果
の
確
認
の
例
が
、
欧
米
の
各
種
の
嵜
昌
目
ｑ
伝
記
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
詩
目
昌
国
の
こ
の
論

文
に
は
、
少
年
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

瀞
ロ
ロ
閂
に
は
三
人
の
子
供
が
あ
っ
た
。
長
男
園
ミ
働
己
（
自
分
と
同
名
）
、
長
女
９
号
の
§
①
こ
の
目
①
周
の
妻
と
同
名
）
及
び
次
男
閃
。
胃
目
で

一
、
瀞
邑
旨
図
が
最
初
に
牛
痘
接
種
を
試
み
た
少
年
に
つ
い
て

（2） 2



あ
る
。
私
が
陣
冒
○
一
大
学
医
学
部
の
図
書
館
で
接
し
た
］
ｇ
昌
曾
伝
記
の
最
も
古
い
も
の
は
、
嵜
冒
口
日
と
同
時
代
に
生
き
た
医
師
旨
目
①

（
６
）

爵
３
口
に
よ
っ
て
、
著
わ
さ
れ
た
《
《
目
胃
匡
浄
９
国
Ｑ
乏
凹
ａ
帯
同
ロ
９
．
旨
・
己
．
》
》
（
一
八
三
八
年
版
、
初
版
は
一
八
二
七
年
）
全
二
巻
で
あ
る
が
、
長

男
固
旦
乏
四
ａ
の
生
年
月
日
が
一
七
八
九
年
一
月
二
十
四
日
で
あ
る
こ
と
が
、
第
一
巻
八
十
七
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
。
少
く
と
も
一
七
八
九
年

に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の
他
の
汗
昌
冒
９
伝
記
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
こ
の
子
の
墓
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
死
亡
年
齢

（
二
十
一
歳
）
と
死
亡
年
月
日
（
一
八
一
○
年
一
月
三
十
一
日
）
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
七
八
九
年
の
一
月
に
、
帯
ロ
ロ
日
の
恩
師

（
７
）

旨
冒
国
目
目
が
、
嵜
目
の
局
に
長
男
の
生
れ
た
こ
と
へ
の
祝
意
を
述
べ
、
そ
の
子
の
《
両
＆
毎
号
の
儲
雲
．
に
な
る
こ
と
を
承
諾
し
た
手
紙
か
ら
も

推
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
第
十
七
例
の
実
験
一
七
九
六
年
五
月
十
四
日
の
時
点
で
は
、
長
男
團
乏
煙
己
は
、
七
歳
四
カ
月
余
り
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
自
分
の
子
供
の
年
齢
を
述
べ
る
の
に
、
《
↑
：
・
騨
胃
農
ご
ｇ
ざ
：
ｏ
具
の
狩
胃
胃
；
・
匡
》
…
）
・
な
ど
と
い
う
か
ど
う
か
は
別
と
し
て

も
、
長
男
が
第
十
七
例
の
少
年
と
、
ほ
ぼ
同
年
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
偶
然
の
一
致
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
牛
痘
接
種

実
験
の
最
初
の
被
験
者
が
わ
が
子
で
あ
る
と
す
る
わ
が
国
の
物
語
り
の
遠
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
こ
の
第
十
七
例
の
少
年
の
名
前
が
忌
日
①
唖
里
甘
湧
で
あ
る
こ
と
は
、
私
が
接
し
た
英
米
の
多
く
の
嵜
旨
昌
胃
伝
記
や
。
ハ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
一
致
し
た
記
載
で
あ
り
、
上
述
の
最
も
古
い
］
２
口
９
伝
記
で
あ
る
留
曙
○
口
の
著
書
の
第
一
巻
一
三
七
頁
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
も
、

引
続
く
一
三
八
頁
に
か
け
て
汗
自
己
ｇ
が
、
第
十
七
例
と
見
な
さ
れ
る
少
年
に
対
し
て
、
七
月
一
日
に
痘
瘡
材
料
を
接
種
し
て
そ
れ
が
発
痘
し

な
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
七
月
十
九
日
の
日
付
で
、
最
初
の
実
験
の
成
功
の
喜
び
を
友
人
の
胃
曾
の
局
に
伝
え
た
〕
８
国
。
葛
自
身
の
手
紙
の
全

文
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
《
シ
ヶ
ミ
ｏ
胃
胃
昌
秒
冒
。
９
国
号
冨
乏
圏
切
目
ｏ
２
胃
＆
旨
昏
の
閏
日
…
》
と
あ
り
、
苛
日
の
唖
の
名
こ
そ
見

え
な
い
が
、
少
年
厚
昔
湧
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
の
な
い
史
実
で
あ
ろ
う
。
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一
方
、
わ
が
国
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
前
の
国
定
教
科
書
に
口
９
画
①
時
は
、
ま
ず
自
分
の
子
に
牛
痘
接
種
実
験
を
し
た
」
と
い

う
誤
っ
た
文
章
が
記
載
さ
れ
、
現
代
に
も
続
く
日
本
人
の
嵜
旨
旨
閂
観
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
誤
り
が
、
西
国
立
志
編
に
由
来
す
る
こ
と

を
、
梅
田
敏
郎
氏
は
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
氏
の
引
用
さ
れ
た
西
国
立
志
編
は
、
や
は
り
藤
野
恒
三
郎
先
生
の
ご
所
蔵
の
も
の
で

あ
る
。
私
が
お
借
り
し
た
『
西
国
立
志
編
』
は
、
第
一
冊
と
第
三
冊
で
あ
る
が
、
第
一
冊
の
表
紙
の
裏
頁
に
は
「
明
治
四
年
辛
未
七
月
新
刻
、

西
国
立
志
編
原
名
自
助
論
駿
河
静
岡
中
村
敬
太
郎
訳
木
平
謙
一
郎
板
」
と
あ
り
、
次
の
頁
に
「
官
許
明
治
庚
午
初
冬
新
刻
中
村

正
直
訳
、
の
国
伊
田
国
国
伊
弔
辱
留
日
目
①
］
、
日
岸
い
，
弓
鈎
昌
吻
冒
＆
ご
〆
．
ｚ
画
百
日
目
国
》
英
国
斯
逼
爾
斯
著
西
国
立
志
編
原
名
自
助
論
一
千
八
百

六
十
七
年
倫
敦
出
版
、
駿
河
国
静
岡
藩
木
平
謙
一
郎
蔵
版
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
《
《
闇
停
蜀
国
国
闇
、
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
庚

午
す
な
わ
ち
明
治
三
年
の
初
冬
に
最
初
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
、
私
が
手
に
し
た
も
の
は
、
そ
の
明
治
四
年
の
版
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

も
っ
と
も
、
平
凡
社
『
世
界
大
百
科
事
典
』
（
一
九
六
七
年
初
版
第
四
刷
発
行
）
に
よ
る
と
、
『
西
国
立
志
編
』
の
初
版
は
、
一
八
七
一
年
（
明

治
四
年
）
と
な
っ
て
い
る
。
中
村
正
直
に
つ
い
て
、
大
阪
大
学
梅
渓
昇
教
授
よ
り
、
正
直
は
、
セ
イ
チ
ョ
ク
と
発
音
す
べ
き
こ
と
と
共
に
、

「
中
村
正
直
は
幼
名
釧
太
郎
、
の
ち
敬
輔
と
改
名
す
。
諄
は
正
直
、
号
は
敬
宇
、
静
岡
に
在
る
間
、
一
時
敬
太
郎
と
称
す
（
石
井
民
司
『
自
助
的

人
物
之
典
型
中
村
正
直
伝
」
明
治
四
十
年
刊
に
よ
る
）
」
と
教
え
て
戴
い
た
。
す
な
わ
ち
、
中
村
敬
太
郎
が
正
直
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
第
一
冊
中
の
「
自
助
論
目
録
」
に
は
、
第
一
編
に
始
ま
り
第
十
三
編
に
お
よ
ぶ
通
計
三
百
二
十
四
章
の
題
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、

ジ
エ
ン
ネ
ル

嵜
旨
邑
閏
に
関
す
る
も
の
は
第
五
編
零
助
即
チ
機
会
ヲ
論
ズ
及
ビ
学
術
ヲ
勉
修
ス
ル
コ
ト
ヲ
論
ズ
の
第
三
十
一
章
と
し
て
、
日
納
爾
牛
痘
ヲ
発

明
セ
シ
事
と
題
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
私
が
最
初
に
手
に
し
た
留
日
月
』
、
目
胃
”
著
の
《
《
闇
偏
軍
国
園
Ｆ
勺
》
の
方
は
、
一
九
一
○
年
版
と
な
っ

て
い
る
の
で
翻
訳
の
原
書
（
一
八
六
七
年
）
よ
り
は
か
な
り
新
し
い
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
《
箇
冒
。
旨
き
冒
巳
冒
厚
冒
昌
８
・
〉
一
九
六
二
年
版

に
よ
る
と
、
《
碗
国
Ｆ
詞
国
固
隈
で
》
の
初
版
発
行
が
一
八
五
九
年
（
安
政
六
年
）
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
の
昌
爾
は
、
一
九
○
四
年
（
明
治
三

二
、
『
西
国
立
志
編
』
と
そ
の
原
書
《
碗
固
尉
軍
国
同
伊
ロ
ゞ
に
お
け
る
帝
国
冒
閏
伝
の
対
比
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十
七
年
）
に
死
亡
し
て
い
る
の
で
、
私
の
手
に
し
た
版
は
、
彼
の
没
後
の
版
で
あ
る
。
さ
て
、
］
８
月
鳧
の
事
項
は
、
ｏ
冨
冒
９
ぐ
の
一
六
三

頁
よ
り
一
六
五
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
西
国
立
志
編
』
の
よ
う
に
章
と
し
て
、
小
分
け
は
し
て
い
な
い
。
詩
ロ
ロ
胃
の
事
項
に
つ
い
て
、

全
般
的
に
原
書
の
英
文
と
訳
文
を
対
比
す
る
と
、
ほ
ぼ
直
訳
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
問
題
の
箇
所
の
英
文
は
、
そ
の
前
に

涛
固
昌
日
の
師
旨
冒
畠
巨
昌
①
儲
の
有
名
な
教
訓
の
言
葉
も
あ
る
の
で
、
そ
の
部
分
か
ら
を
紹
介
す
る
。

胃
Ｆ
ｏ
目
合
口
胃
葛
閑
、
ｏ
旨
・
日
自
画
蔚
創
、
８
ｍ
目
号
巨
冒
号
門
』
○
ず
冒
国
目
員
９
〕
８
葛
冒
○
日
胃
８
日
目
目
日
。
輿
＆
｝
］
扇
ぐ
扇
署
、
．
目
胃

●

ぬ
旦
昌
８
負
号
⑦
回
国
四
ｓ
昌
巨
鴛
乏
畠
曽
○
日
目
、
匡
国
ｎ
面
胃
ｐ
ｏ
蔚
凰
農
Ｑ
《
《
己
○
旨
璽
斤
吾
冒
〆
宮
昇
口
語
す
①
ｂ
具
５
日
）
ず
⑦
口
８
胃
閏
①
．
》
》
〃
〕
①
目
目
９
）
ｍ

ｏ
Ｏ
巨
忌
功
函
①
一
之
四
ｍ
ｍ
巨
も
で
○
風
⑦
ｇ
び
く
骨
ぽ
①
四
ｇ
ぐ
旨
⑦
》
二
言
月
面
○
○
口
ぐ
⑦
く
①
Ｑ
骨
○
ケ
冒
巨
庁
昏
①
弓
巨
①
囚
員
○
雨
も
弓
』
］
○
ｍ
○
で
ず
甘
昌
芦
冒
ぐ
の
禺
侭
回
言
○
口
．
甲
閂
①
ミ
の
ロ
《

？
■

ら

ず
抄
。
丙
８
号
①
Ｃ
Ｏ
色
目
貫
く
８
℃
国
Ｃ
註
開
匡
晩
も
８
瀞
唖
昌
○
国
四
目
Ｑ
日
四
斤
①
○
房
９
ぐ
由
言
○
旨
い
皿
目
ｇ
①
ｘ
℃
の
目
日
の
目
岳
．
名
匡
○
ず
毒
①
Ｃ
Ｏ
目
宮
口
目
①
ｑ
８

Ｑ

、

己
胃
呂
①
昏
門
ｐ
胃
凰
○
口
具
冒
『
命
日
ぐ
く
３
愚
．
吊
出
い
ず
肖
昏
冒
巨
、
烏
切
８
ぐ
ｇ
く
君
四
ｍ
ｍ
ｏ
』
日
巨
旨
詳
筈
胃
胃
ぐ
四
８
日
異
乱
匡
、
ｏ
ミ
ロ
唾
Ｏ
ｐ
Ｏ
ご

Ｃ

匙
、

、

さ
て
、
問
題
の
文
章
は
、
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
原
書
の
英
文
に
は
「
先
ず
」
に
相
当
す
る
語
も
な
い
し
、
文
意
と
し
て

も
、
最
初
に
し
た
と
い
う
表
現
と
は
思
い
難
い
。
む
し
ろ
、
わ
が
子
に
す
ら
行
な
っ
た
、
と
も
と
れ
る
文
章
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
村
正
直
が
翻
訳
し
た
《
《
闇
Ｆ
詞
出
国
Ｆ
勺
〕
は
、
そ
の
一
八
六
七
年
版
で
あ
る
の
で
、
私
の
最
初
に
手
に
し
た
一
九

次
に
こ
れ
に
対
応
す
る
『
西
国
立
志
編
」
の
訳
文
を
記
載
す
る
。

ヂ
ョ
ソ
ハ
ソ
ク
ー

「
其
後
倫
敦
一
一
至
り
幸
二
戎
翰
他
ノ
弟
子
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
テ
、
ソ
ノ
牛
痘
ノ
説
ヲ
語
リ
ヶ
レ
ゞ
ハ
、
コ
ノ
解
剖
ノ
大
家
ノ
言
、
大
二
尋
常
ノ

イ
タ
ズ
ラ

外
一
一
蹴
エ
タ
リ
。
日
ク
徒
一
一
思
う
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
、
実
一
ヨ
レ
ヲ
試
ミ
ヨ
、
久
シ
キ
ニ
耐
エ
ル
ベ
シ
、
又
精
細
ナ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ト
ゾ
答
ヘ
ヶ

ル
。
日
納
爾
コ
レ
ニ
由
リ
テ
、
勇
気
益
々
奮
上
、
遂
ニ
コ
ノ
事
ヲ
講
求
セ
ン
ガ
為
二
、
故
郷
二
帰
り
、
二
十
年
ノ
間
経
験
ノ
功
ヲ
積
メ
リ
。
既

ジ
エ
ソ
ネ
ル

マ
オ
ノ

ハ
シ
テ
、
一
云
為
Ｏ
」

ニ
シ
テ
日
納
爾
牛
痘
ヲ
種
ル
コ
ト
ノ
益
ヲ
確
然
ト
シ
テ
疑
ガ
ハ
ザ
ル
ニ
至
リ
ヶ
レ
バ
、
先
ヅ
己
レ
ガ
子
二
牛
痘
ヲ
種
試
ロ
ミ
、
其
ノ
後
書
ヲ
著

号
蔚
①
罵
ぐ
国
昌
○
８
農
５
目
．
少
計
庁
昌
函
忌

ぽ
①
で
ロ
ゥ
］
』
い
ぼ
の
９
ヶ
〕
い
く
尉
乏
、
・
・
・
．

〃
〃
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一
○
年
版
と
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
先
ず
国
会
図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
て
、
一
八
八
三
年
版
お
よ
び
一
八
六
六
年
版
（
こ
れ

（
８
）

は
、
《
《
闇
Ｆ
軍
国
固
層
勺
》
の
初
版
と
ゑ
な
さ
れ
る
一
八
五
九
年
版
を
、
ど
坤
巴
弓
旦
③
且
胃
が
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
し
た
も
の
）
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
少
く
と
も
問
題
の
個
所
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
全
く
同
一
の
文
章
で
あ
り
、
後
者
（
フ
ラ
ン
ス
語
訳
）
も
、
ほ
と

ん
ど
一
九
一
○
年
版
の
文
章
の
直
訳
と
象
な
さ
れ
る
同
意
義
の
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
英
国
印
買
巳
大
学
医
学
部
図
書
館
蔵
の
一
八
六

四
年
版
の
コ
ピ
ー
も
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
］
ｇ
ｐ
９
に
関
す
る
項
目
が
Ｏ
冨
冒
．
弓
（
一
九
一
○
年
版
は
。
冨
宮
．
ｓ
に
入
っ
て
い
る
と
い

う
差
こ
そ
あ
っ
た
が
、
同
一
の
文
章
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
六
七
年
版
こ
そ
入
手
で
き
な
か
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
語

訳
の
も
と
と
な
っ
た
一
八
五
九
年
版
に
は
じ
ま
り
、
一
八
六
四
年
版
、
一
八
八
三
年
版
を
経
て
一
九
一
○
年
版
に
至
る
ま
で
、
問
題
の
箇
所
に

つ
い
て
は
、
少
く
と
も
英
文
は
同
一
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
訳
に
つ
い
て
も
「
先
ず
」
に
相
当
す
る
文
字
も
文
意
も
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

、
目
］
の
、
の
い
う
目
・
ミ
ロ
ｍ
ｏ
唇
に
対
す
る
接
種
実
験
は
、
誰
に
対
す
る
い
ず
れ
の
実
験
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
の
目
］
の
唖
は
、
こ
の
後
で

涛
旨
目
の
圃
の
論
文
《
夢
ロ
冒
骨
葛
：
．
》
“
（
一
七
九
八
年
初
版
出
版
）
（
５
）
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
、
目
冨
は
医
師
で
も
あ
り
、
当
然
こ
の

論
文
を
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
］
９
国
閏
の
論
文
の
中
に
は
、
第
二
十
二
例
と
し
て
、
一
七
九
八
年
四
月
二
十
一
日
に
次
男
”
・
胃
貝
十
一
カ

月
に
牛
痘
材
料
を
接
種
し
た
こ
と
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
切
目
］
①
の
の
い
う
匡
酌
ｏ
弓
冒
吻
。
旨
と
は
閃
。
Ｆ
貝
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
閃
。
胃
風
に
つ
い
て
は
、
こ
の
日
の
接
種
の
こ
と
し
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
し
か
も
つ
か
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
長
男
の

画
巳
言
卿
己
に
、
い
わ
ゆ
る
豚
痘
材
料
を
接
種
し
た
こ
と
は
、
涛
冒
国
①
曙
自
身
の
論
文
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
既
に
一
八
三
八
年
発
行
の
爵
尉
○
目

の
滞
冒
目
国
伝
に
は
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
明
瞭
に
、
葛
旨
ｇ
ｏ
渓
と
な
っ
て
い
る
し
、
そ
の
材
料
は
一
回
し
か
接
種
し
て
い
な
い
。

結
局
、
切
目
］
の
唖
の
記
し
た
《
曇
冨
・
ミ
ロ
唖
。
ｐ
》
》
と
↑
《
・
ロ
昏
吊
の
“
の
ぐ
①
且
ｏ
８
愚
○
員
）
が
、
い
ず
れ
の
実
験
を
意
味
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
由

来
が
何
か
は
、
今
と
な
っ
て
は
謎
と
し
か
言
い
難
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
、
日
号
吻
が
牛
痘
接
種
実
験
の
く
だ
り
一
に
、
］
ｇ
目
①
筍
の
息
子
の
こ
と

を
引
用
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
ま
ぎ
ら
わ
し
い
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
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現
在
な
お
わ
が
国
の
多
く
の
人
々
の
通
念
に
な
っ
て
い
る
国
目
回
国
は
、
先
ず
わ
が
子
に
牛
痘
接
種
実
験
を
し
た
」
と
い
う
先
談
（
現
在
、

書
店
の
店
頭
に
あ
る
少
年
少
女
の
読
物
に
も
見
ら
れ
る
）
は
、
中
村
正
直
氏
が
《
萌
国
Ｆ
両
国
固
闇
勺
・
の
翻
訳
に
際
し
て
、
原
文
に
は
な
い
「
先
ず
」

と
い
う
語
を
入
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
る
。
《
《
闇
Ｆ
田
，
国
ぽ
ぽ
弓
〉
の
著
者
留
日
巨
堅
の
目
冨
が
、
牛
痘
接
種
実
験
を
紹
介
す
る
く
だ
り

に
、
「
わ
が
子
」
の
こ
と
を
も
ち
だ
し
た
こ
と
も
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
の
冒
胃
、
の
文
意
は
、
汗
ロ
ロ
ｑ
は
、
こ
の
牛

痘
接
種
に
よ
る
痘
瘡
予
防
効
果
を
確
信
し
て
い
た
の
で
、
「
わ
が
子
に
す
ら
」
や
っ
た
と
と
れ
こ
そ
す
れ
、
「
先
ず
わ
が
子
に
試
承
、
そ
の
安

全
性
を
確
め
て
」
と
い
っ
た
道
徳
認
を
思
わ
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
中
村
正
直
氏
も
、
『
西
国
立
志
編
』
で
「
先
ず
」

と
は
入
れ
た
も
の
の
、
そ
こ
ま
で
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
道
徳
謹
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
の
は
、
梅
田
敏
郎
氏
も
指
摘
す
る

弓
ｇ
旨
①
馬
の
種
痘
法
発
明
百
年
記
念
」
と
し
て
、
明
治
二
九
年
に
発
刊
さ
れ
た
小
冊
子
『
種
痘
法
発
明
者
善
那
氏
頌
徳
之
記
』
（
編
集
兼
発
行

者
、
善
那
氏
種
痘
発
明
紀
念
会
）
で
あ
る
と
象
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

瀞
目
自
国
が
牛
痘
材
料
の
最
初
の
人
体
接
種
実
験
と
し
て
、
一
七
九
六
年
五
月
十
四
日
に
憲
日
の
“
厚
菅
冨
少
年
に
接
種
し
た
こ
と
は
、
ひ

と
し
く
英
米
の
帯
ロ
旨
の
誌
伝
記
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
帯
目
目
の
局
が
一
七
九
八
年
に
発
表
し
た
論
文
《
《
シ
ロ
冒
名
葛
…
》
》
を
は

じ
め
、
学
術
論
文
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
嵜
旨
昌
凰
の
晨
諺
昌
冒
名
葛
…
》
》
の
中
に
は
、
「
八
歳
ば
か
り
の
少
年
」
と

あ
る
だ
け
で
、
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
墓
碑
な
ど
、
い
く
つ
か
の
資
料
か
ら
］
９
国
①
園
の
長
男
臣
乏
画
ａ
も
、
そ
の
時
犀
甘
冨
少

年
と
同
年
齢
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
偶
然
の
一
致
も
、
「
わ
が
子
論
」
の
登
場
を
許
す
背
景
の
一
つ
と
な
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

私
は
］
９
国
①
局
が
、
長
男
毘
葛
画
ａ
に
対
し
て
、
生
後
十
カ
月
の
時
以
来
、
数
回
に
わ
た
っ
て
、
痘
瘡
材
料
の
接
種
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と

（
ｎ
コ
）
ワ
ｆ

を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
芹
冒
昌
国
の
牛
痘
接
種
実
験
の
被
験
者
が
長
男
臣
弓
回
己
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
詩
昌
冒
胃

お
わ
り
に
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英
国
国
●
寓
巳
大
学
医
学
部
図
書
館
蔵
の
多
数
の
」
ｇ
昌
①
周
関
係
資
料
を
入
手
で
き
た
の
は
、
同
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室
旨
．
少
．
辱
い
蔚
冒
教

授
お
よ
び
同
図
書
館
員
宕
口
の
唖
氏
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
藤
野
恒
三
郎
先
生
に
は
、
終
始
こ
の
研
究

に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
温
い
激
励
の
言
葉
を
賜
わ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
『
西
国
立
志
編
』
、
《
《
牙
扁
胃
ざ
》
〕
な
ど
、
貴
重
な
秘
蔵
の
書
を
心
よ

く
見
せ
て
戴
い
た
。
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
『
西
国
立
志
編
』
の
著
者
中
村
正
直
に
関
す
る
資
料
を
戴
い
た
大
阪
大
学
文
学
部

梅
渓
昇
教
授
、
多
数
の
資
料
の
整
理
、
論
文
の
作
製
に
協
力
し
て
戴
い
た
生
田
ま
す
子
さ
ん
、
わ
が
国
に
あ
る
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
に
関
し
て
調

査
し
て
戴
い
た
大
阪
大
学
図
書
館
員
毛
利
令
子
さ
ん
ら
に
対
し
て
深
謝
し
ま
す
。

（
く
り
）

と
同
時
代
を
生
き
た
医
師
層
『
○
口
に
よ
る
嵜
旨
目
９
伝
記
は
、
い
わ
ゆ
る
伝
記
物
語
り
と
い
う
よ
り
は
、
書
簡
な
ど
の
資
料
集
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
最
も
真
実
を
伝
え
る
も
の
と
思
う
が
、
最
初
の
被
験
者
が
瀞
冒
の
吻
醇
甘
湧
少
年
で
あ
る
と
い
う
こ
の
著
者
の
記
載
と
と
も

に
、
た
ま
た
ま
、
同
著
に
引
用
さ
れ
て
い
る
］
３
月
崎
自
身
の
手
紙
の
中
に
弓
冨
層
唖
少
年
に
接
種
し
た
」
と
い
う
文
を
見
出
し
、
史
実
と

し
て
私
自
身
を
納
得
さ
せ
る
最
も
有
力
な
資
料
と
な
っ
た
。

印
画
伊
蜀
‐
西
国
Ｆ
も
の
版
を
追
求
し
て
、
こ
の
書
が
一
八
五
九
年
の
初
版
以
来
、
多
く
の
版
を
重
ね
て
、
欧
米
人
に
広
く
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
邦
語
訳
で
あ
る
『
西
国
立
志
編
』
も
、
明
治
三
年
の
初
版
以
来
、
大
正
に
至
る
ま
で
版
を
重
ね
、
当
時
の
青

少
年
の
独
立
心
と
向
学
心
の
酒
養
に
著
し
く
貢
献
し
、
「
明
治
の
聖
書
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
強
い
影
響
力
を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
大

き
な
功
績
は
、
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

文
献

（
１
）
梅
田
敏
郎
、
詩
ｐ
ｐ
ｑ
の
種
痘
法
の
発
見
を
め
ぐ
っ
て
。
「
医
学
史
研
究
」
第
八
号
、
四
五
四
’
四
五
六
、
一
九
六
三
。

謝
辞
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弓
胃
鷺
Ｏ
ご
号
昌
国
２
国
ａ
］
①
毎
旨
胃
易
巳
互
い
ｇ
之
旨
い
○
回
昏
再
号
①
守
男
蔚
鷺
○
口
８
三
壱
○
×
曽
胃
《
国
．
８
８
鐸
穿
日
号
⑦
閻
瀞
ご
具
ぐ
四
ｇ
旨
い
旨
○
口

９

品
函
閏
局
圖
二
ぐ
ず
①
犀
①
ぐ
①
ｇ
旨
］
い
も
口
目
．
診
ぬ
も
○
旨
《
ａ
ｏ
員
ず
望
二
号
．
弓
○
唾
厩
３
国
目
＆
ぬ
昌
昏
⑦
諺
箇
置
弔
蔚
訟
（
こ
＄
）
夢
①
鴛
○
昌
穿
騨
創
も
固
の
閏
①
９

（
２
）
『
種
痘
法
発
見
者
善
那
氏
頌
徳
の
記
附
日
本
種
痘
の
沿
革
』
明
治
二
九
年
五
月
十
三
日
印
刷
、
同
年
同
月
十
四
日
出
版
、
編
集
兼
発
行
者
善
那
氏
種

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
戸
Ｏ
）

（
”
ｊ
）

（
○
Ｏ
）

（
Ｑ
〉
）

、
閏
回
国
巴
切
目
廷
①
い
い
停
め
国
Ｆ
蜀
申
出
国
Ｆ
勺
》
ｗ
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
昌
辿
樫
、
①
吟
犀
②
、
鉾
呂
④
程
Ｐ

中
村
敬
太
郎
（
訳
）
、
『
西
国
立
志
編
原
名
自
助
論
』
木
平
謙
一
郎
板
、
駿
河
静
岡
、
一
八
七
一
・

国
ら
自
己
詩
目
目
ｑ
〕
《
饒
ｚ
閂
ｚ
ｐ
〔
胃
弱
瞳
旨
８
自
国
国
ｏ
Ｐ
ｑ
、
固
い
Ｐ
ｚ
Ｕ
園
田
蜀
固
○
月
ｍ
９
月
西
固
く
シ
両
胃
○
閉
シ
画
く
シ
○
○
胃
ｚ
シ
Ｐ
シ
ロ
閉
園
シ
、
因

島
い
８
ぐ
ｑ
の
。
旨
い
○
日
の
９
号
①
乏
搦
５
３
８
口
目
昌
搦
島
国
侭
冨
昌
具
も
胃
胃
昌
胃
ご
ｏ
Ｆ
Ｏ
ｐ
ｏ
固
め
門
固
戸
幣
肖
閃
瞬
回
回
生
涛
巨
Ｏ
夛
目
ず
く
昏
○
目
ｐ
日
①

負
目
園
国
○
○
葛
弔
○
×
・
〉
〕
Ｆ
ｏ
吾
Ｑ
ｏ
Ｐ
弓
麗
．

］
○
寄
再
国
閏
○
Ｐ
《
弓
毒
①
属
嚴
呉
国
号
函
己
』
①
昌
口
胃
当
冒
・
己
・
・
）
・
国
①
口
暑
○
○
浄
員
ご
〉
伊
○
口
ｇ
ｏ
回
）
馬
路
．

国
昏
昏
旨
①
島
８
畠
。
巨
曽
匙
》
届
器
捕
、
。
隠
皿
叩
届
合
刈
．

留
日
巨
①
』
普
邑
の
“
・
《
鹸
国
Ｆ
軍
国
国
毎
勺
、
Ｓ
岸
＆
目
色
両
目
胃
が
、
一
八
五
九
年
版
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
し
た
も
の
）
・
國
島
）
旨
且
。
糧
》
岳
ｇ
・

加
藤
四
郎
、
嵜
旨
昌
国
の
わ
が
子
豚
痘
接
種
実
験
物
語
り
の
史
実
に
つ
い
て
。
日
本
医
史
学
雑
誌
、
投
稿
中
。

痘
発
明
百
年
紀
念
会
。

Ｃ

Ｏ
ロ
津
扁
の
８
門
琶
旦
］
①
自
国
①
爲
雪
の
Ｃ
Ｏ
言
壱
○
ｘ
①
浜
℃
①
ロ
日
の
ご
庁
日
］

壷
厨
の
○
口
－
ご
声
』
○
底
激
す
の
昌
一
①
ぐ
①
包
営
〕
］
四
壱
四
旨
．

、
ご
８
展
シ
弓
○

び
く

（9）



inaiamousbookonethicsentitled"SAIGOKU-RISSHIHEN",publishedintheMeUi-era.ThisbookistheJapanese

translationbySeichokuNakamuraofabookentitled"SELF-HELP"writtenbySamuelSmiles(1867edition)．Inthe

Japanesebooklibundthefbllowirlgsentence:"Hisfaithinhisdiscoverywassoimplicitthathevaccinatedhisownsonfirst.''

IcomparedthisJapanesesentencewiththecorrespondingEnglishoncinthel864,1884andl910editionsof"SELF-RFT'P".

Inall3editionstheEnglishsentencewasthesame,readingasfbllows:GCHisfaithinhisdiscoverywassoimplicitthathe

vaccinatedhisownsononthreeseveraloccasiong'.Thereisnowordimplymgfirstin:@this''sentence・IIaterfbundoutth卸f

thenameoftheboywhomJennervaccinatedfirstwiththecowpoxmatterwasJamesPhipps;thislfbundin"TheLifb

ofEdwardJenner,M.D."writtenbyJohnBaron,whichalsocontainsacollectionofhistoricalmaterial,suchasmanyletters
toandiromJenner.

ThusitseemsthattheprevailingstoryinJapanaboutthenoblevirtueofJennerisnottrueandarosebecauseofa

mistranslationbyS.Nakamura.
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官
人
の
診
療
に
つ
い
て
は
医
疾
令
（
職
員
令
集
解
典
薬
条
所
引
）
に

（
Ａ
）
医
針
師
、
典
薬
量
二
其
所
能
》
、
有
し
病
之
処
、
遣
為
二
救
療
一
、
毎
し
年
宮
内
省
試
‐
二
験
其
識
解
優
劣
、
差
し
病
多
少
一
、
以
定
二
考
第
一

と
あ
り
、
医
針
師
は
典
薬
そ
の
所
能
を
量
り
て
、
病
あ
る
の
処
に
は
遣
り
て
救
療
す
る
こ
と
を
せ
よ
、
年
ご
と
に
宮
内
省
は
そ
の
識
解
の
優

劣
、
病
を
療
す
の
多
少
を
試
験
し
て
以
っ
て
考
第
を
定
め
よ
と
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
医
針
師
に
よ
る
往
診
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た

そ
の
治
療
状
況
が
記
録
（
勤
務
評
価
）
さ
れ
、
医
針
師
の
昇
進
審
査
に
際
し
て
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
治
療
状
況
の
記
録
の

方
法
に
つ
い
て
は
同
令
（
政
事
要
略
、
九
五
所
引
）
に

医
針
師
等
、
巡
二
患
之
家
一
、
所
し
療
損
与
二
不
損
一
、
患
家
録
二
医
人
姓
名
一
、
申
二
宮
内
省
一
、
拠
為
二
朏
畦
一
、
諸
国
医
師
亦
准
レ
此

と
あ
り
、
医
針
師
等
が
往
診
し
た
患
家
に
お
い
て
医
針
師
等
の
療
す
る
と
こ
ろ
の
損
と
不
損
、
即
ち
治
療
の
良
悪
と
医
人
の
姓
名
を
記
録
し
、

そ
れ
を
宮
内
省
に
申
し
、
省
で
は
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
医
人
の
瓢
捗
を
行
う
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
諸
国
の
国
医
師
も
こ
れ
に
准
じ

そ
れ
を
宮
内
省
に
申
し
、
省
で
は
う

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
同
令
（
職
員
令
集
解

（
Ｂ
）
凡
五
位
以
上
病
患
者
、
坐

古
代
国
家
の
医
師
の
診
療
形
態
に
つ
い
て

，
ｌ
往
診
と
宅
診
Ｉ

（
職
員
令
集
解
典
薬
条
所
引
）
に
よ
れ
ば

一
病
患
者
、
並
奏
聞
遣
レ
医
為
し
療
、
価
量
し
病
給
レ
薬
、
致
仕
者
亦
准
レ
此

郡
碑
牽
極
毒
轆
燕
罎
一
一
計
誌
暗
鈴
病
昭
和
五
十
四
年
五
月
十
六
日
受
付

新

村
拓
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と
あ
り
、
五
位
以
上
の
場
合
、
奏
聞
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
義
解
に
は
五
位
以
上
の
場
合
は
宮
内
省
に
申
牒
し
、
軽
症
な
ら
ば
そ

こ
で
処
置
し
、
重
症
な
ら
ば
宮
内
省
か
ら
太
政
官
へ
申
達
奏
聞
の
後
、
医
薬
を
給
せ
よ
と
あ
る
。
延
喜
典
薬
式
に
は

凡
五
位
已
上
有
し
須
二
草
薬
一
者
、
就
レ
寮
請
之

と
糸
え
、
五
位
以
上
な
ら
ば
必
要
に
応
じ
て
典
薬
寮
に
草
薬
を
直
接
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
条
文
に
よ
っ
て
五
位

と
六
位
と
の
間
に
診
療
請
薬
の
上
で
大
き
な
落
差
の
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
職
員
令
集
解
医
師
条
に
は

此
則
広
包
二
六
位
以
下
一
文
也
、
彼
令
義
解
云
、
遣
為
二
救
療
一
、
謂
、
此
拠
二
五
位
以
上
『
、
不
し
及
二
六
位
以
下
↓
也
、
加
以
外
国
造
二
医
師
一
広

療
、
豈
何
京
内
六
位
以
下
不
二
救
療
一
者
、
未
し
明
、
後
度
不
二
決
一
也

と
あ
り
、
Ａ
と
Ｂ
の
医
疾
令
条
文
か
ら
官
医
の
診
療
対
象
を
五
位
以
上
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
、
六
位
以
下
も
診

療
対
象
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
「
未
明
、
後
度
不
一
決
也
」
と
し
て
明
法
家
の
見
解
が
一
決
し
て
い
な
い
旨
を
記
し
て
い

又
云
、
療
医
針
師
、
典
薬
量
二
其
所
能
一
、
有
し
患
之
処
、
遣
為
二
救
療
一
者
、
然
則
京
中
庶
人
以
上
、
皆
合
二
救
療
一
也

と
あ
り
、
京
中
庶
人
以
上
も
官
医
の
診
療
対
象
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
の
明
法
家
の
一
決
せ
ざ
る
と
こ
ろ
の
問
題
に
つ
い
て
結
論
を
先
に
の
べ
る
な
ら
ば
、
第
一
に
山
崎
佐
氏
が
言
わ
れ
る
如
く
Ｂ
の
条
文
は
五

位
以
上
に
病
患
が
出
た
場
合
に
は
奏
聞
す
る
義
務
の
あ
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
六
位
以
下
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
要
し
な
い
旨
を

の
べ
た
に
す
ぎ
ず
、
六
位
以
下
の
診
療
を
拒
否
し
た
内
容
に
は
な
ら
な
い
こ
と
（
「
江
戸
期
前
日
本
医
事
法
制
の
研
究
」
七
二
’
七
三
頁
）
。
第

二
に
典
薬
医
の
診
療
対
象
は
京
中
庶
人
以
上
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
庶
人
と
い
っ
た
場
合
、
典
薬
生
任
用
条
に
お
い
て
明
法
家

の
示
し
た
見
解
に
従
っ
て
、
八
位
以
上
の
子
弟
ま
で
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
下
の
者
に
つ
い
て
も
受
診
を
あ
え
て
拒
む
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
第
三
に
往
診
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
五
位
以
上
で
あ
り
、
ゞ
六
位
以
下
は
原
則
と
し
て
往
診
が
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
な
史
料
に
あ
た
っ
て
考
え
て
ゑ
た
い
。

る
。
他
方
、
同
令
典
薬
頭
条
に
は
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年
令
）
に
は

わ
が
国
の
官
制
が
唐
制
に
な
ら
い
、
唐
令
に
依
拠
し
た
大
宝
養
老
令
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
唐
令
に
お
い
て
わ
が
国
の
不
備
な
医

疾
令
の
欠
を
補
う
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
仁
井
田
氏
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
医
疾
令
第
十
条
（
開
元
廿
五

百
姓
亦
准
二
医
疾
令
一
、
合
‐
二
和
薬
物
一
、
‐
極
二
救
貧
民
一

と
象
え
る
（
唐
令
拾
遺
）
。
こ
の
条
文
が
伝
え
る
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
医
疾
令
が
規
定
す
る
医
療
対
象
は
官
人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
、
第
二
に
医
療
対
象
を
百
姓
に
ま
で
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
し
て
医
疾
令
が
規
定
す
る
診
療
対
象
は
官
人
全
般
に
及
ぶ
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
唐
令
を
参
考
に
し
て
わ
が
国
の
医
疾
令
該
条
文
を
考
え
て
み
る
と
、
前
に
の
べ
た
よ
う
な
こ
と
、
す
な

わ
ち
五
位
と
六
位
の
区
別
は
、
前
者
に
は
奏
聞
の
必
要
が
あ
り
、
か
つ
往
診
と
い
う
診
療
形
態
が
と
れ
る
が
、
後
者
に
は
そ
れ
ら
が
な
か
っ
た

と
い
う
違
い
の
象
で
あ
っ
て
、
官
人
で
あ
る
な
ら
ば
全
員
診
療
対
象
に
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
百
姓
に
つ
い
て
も
あ
え
て
受
診
を
拒
む
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
令
が
成
立
し
た
こ
ろ
の
具
体
的
な
史
料
が
欠
け
て
い
て
他
に
確
か
め
る
も
の
が
な
い
が
、
時
代
は
下
っ
て

平
安
期
の
諸
史
料
に
つ
い
て
そ
の
点
を
確
か
め
て
象
る
こ
と
に
し
よ
う
。

物
語
類
や
古
記
録
、
た
と
え
ば
春
記
、
長
暦
三
年
十
月
九
日
条
、
台
記
、
康
治
三
年
五
月
廿
三
日
条
な
ど
典
薬
医
に
よ
る
往
診
の
例
は
多

く
、
な
か
に
は
伊
勢
国
斎
宮
（
本
朝
世
紀
、
久
安
元
年
三
月
廿
三
日
条
）
や
紀
伊
国
国
守
（
吉
記
、
承
安
四
年
九
月
廿
三
日
条
）
や
丹
波
国
国
守
（
今

昔
物
語
集
、
巻
廿
九
第
廿
五
話
）
と
い
っ
た
京
か
ら
離
れ
た
地
方
の
場
合
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
往
診
に
よ
る
診
療
対
象
は
五
位
以
上

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
宅
診
に
よ
る
治
療
の
場
合
、
対
象
は
様
食
で
あ
る
。
右
近
大
夫
将
監
狛
光
末
は
風
病
の
た
め
医
師
に
逢
お
う
と
し
て

京
に
上
り
（
中
右
記
、
康
和
五
年
十
二
月
廿
日
条
）
、
宇
佐
大
宮
司
某
も
癩
病
の
疑
が
あ
る
の
で
京
に
上
り
、
和
気
、
丹
波
の
主
だ
っ
た
医
師
に
診

療
を
求
め
（
古
今
著
聞
集
、
巻
七
）
、
同
じ
く
八
幡
検
校
僧
都
成
清
は
寸
白
治
療
の
た
め
京
に
上
り
、
典
薬
頭
丹
波
重
基
に
診
療
を
求
め
た
と
象

え
（
古
事
談
、
巻
五
）
、
ま
た
常
陸
介
実
宗
は
丹
波
雅
忠
の
許
に
尋
ね
る
べ
き
こ
と
が
あ
っ
て
行
っ
た
際
、
雅
忠
の
所
へ
病
を
問
い
に
来
る
人
々

の
多
い
状
態
を
伝
え
て
い
る
（
今
鏡
、
第
九
、
賢
き
道
６
。
円
珍
は
病
の
た
め
下
山
し
医
家
を
求
め
た
と
あ
る
（
扶
桑
略
記
、
寛
平
二
年
十
二
月
廿
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と
こ
ろ
で
、
典
薬
医
の
私
宅
に
お
け
る
診
療
と
い
う
形
態
は
律
令
国
家
の
本
来
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
み
と
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
国
家

医
療
は
原
則
と
し
て
官
人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
五
位
以
上
で
あ
る
な
ら
ば
典
薬
寮
に
お
い
て
診
察
を
受
け
る
建
前
で
あ
り
、
典
薬
医

に
対
す
る
医
療
報
酬
（
治
療
代
）
は
勿
論
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
建
前
が
次
第
に
崩
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
別
に
詳
述
し
た
の
で
（
「
令
制
医
療
体
制

の
展
開
と
変
質
（
２
）
」
医
学
史
研
究
、
第
五
十
号
）
、
こ
こ
で
は
再
説
し
な
い
が
、
典
薬
医
の
私
宅
に
お
け
る
医
療
と
い
っ
て
も
、
医
薬
品
や
医
療

あ
る
。

六
日
条
）
．
典
薬
医
か
ど
聖
か
不
明
で
あ
る
が
円
珍
ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
典
薬
医
に
診
療
を
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
沙
門
念
照

は
受
病
の
と
き
山
門
を
辞
し
て
典
薬
頭
和
気
正
世
の
家
に
寄
宿
し
《
治
療
を
う
け
る
と
と
も
に
そ
こ
で
命
終
し
て
い
る
（
三
外
往
生
記
、
第
十
）
。

滝
口
の
従
者
は
竜
を
み
て
人
事
不
省
に
陥
り
、
丹
波
忠
明
の
家
に
運
び
込
ま
れ
て
治
療
を
受
け
て
い
る
（
今
昔
物
語
集
、
巻
廿
四
第
十
一
話
）
。
ま

た
典
薬
頭
某
は
「
世
二
並
無
キ
者
也
ケ
レ
バ
、
人
皆
此
人
ヲ
用
タ
リ
ヶ
リ
」
と
あ
る
名
医
で
あ
り
、
こ
の
頭
の
家
に
陰
部
の
治
療
を
求
め
に
女

が
来
て
い
る
（
同
、
巻
廿
四
第
八
話
）
。
同
じ
く
医
師
采
女
正
安
倍
盛
親
の
も
と
に
十
七
、
八
歳
の
女
が
陰
部
の
治
療
に
来
て
い
る
（
続
古
事
談
、

第
五
、
諸
道
）
。
以
上
は
医
師
の
私
宅
に
て
診
療
し
た
例
で
あ
る
が
、
今
昔
物
語
集
巻
廿
四
第
七
話
は
典
薬
寮
に
て
診
療
し
た
例
で
あ
る
。
典
薬

寮
に
お
い
て
医
師
共
が
七
月
七
日
の
宴
を
は
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
寸
白
に
苦
し
む
老
女
が
来
て
治
療
を
求
め
、
治
癒
し
た
話
で
、
老
女
の
賢
明

さ
と
医
師
の
腕
の
よ
さ
を
賛
え
る
こ
と
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
典
薬
頭
は
名
医
で
あ
る
た
め
「
公
私
」
に
用
い
ら
れ
た
と
あ
る
。

老
女
は
典
薬
寮
に
来
た
理
由
を
、
ひ
と
つ
は
自
分
は
片
田
舎
に
住
ん
で
い
る
の
で
往
診
を
お
願
い
し
て
も
来
て
も
ら
え
な
い
た
め
。
も
う
ひ
と

つ
は
宴
の
と
き
な
ら
ば
医
師
た
ち
に
よ
る
合
同
診
療
が
受
け
ら
れ
好
都
合
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
例
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ひ
と
つ
は
典
薬
医
の
診
療
対
象
が
ほ
と
ん
ど
の
階
層
に
及
び
、
い
わ
ゆ
る
公
私
に
用
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
。
た
だ
し
、
宅
診
を
う
け
た
な
か
で
人
物
の
確
定
で
き
る
者
の
な
か
に
は
農
民
以
下
の
階
層
は
な
い
。
身
分
の
特
定
で
き
な

い
女
性
の
場
合
に
し
て
も
、
女
童
を
連
れ
て
い
た
り
、
女
車
に
乗
っ
て
い
た
り
「
無
下
ノ
下
衆
」
に
も
あ
ら
ざ
る
階
層
の
者
で
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
往
診
は
五
位
以
上
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
六
位
以
下
の
者
は
す
べ
て
宅
診
で
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最
後
に
、
典
薬
医
の
私
宅
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
本
朝
世
紀
、
久
安
三
年
十
月
十
八
日
条
に
よ
れ
ば

今
月
未
剋
、
大
風
、
五
条
京
極
辺
有
二
失
火
一
、
四
条
以
南
、
五
条
以
北
、
東
洞
院
以
東
、
川
原
以
西
併
焼
失
、
民
部
卿
顕
頼
卿
家
（
中
略
）

故
主
税
頭
重
忠
家
（
中
略
）
皆
在
二
其
中
一

と
み
え
、
故
丹
波
重
忠
宅
が
四
条
以
南
、
五
条
以
北
、
東
洞
院
以
東
、
川
原
以
西
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
彼
は
医
博
士
、
侍
医
等
を

歴
任
し
、
日
本
扁
鵲
と
い
わ
れ
た
雅
忠
の
孫
に
あ
た
る
。
丹
波
氏
代
食
の
嫡
流
の
京
宅
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
今
昔
物
語
集
、
巻
廿
四
第
十
一

話
に
よ
れ
ば
、
名
医
丹
波
忠
明
の
家
が
滝
口
所
の
侍
の
家
の
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
美
福
門
の
南
、
神
泉
苑
の
西
の
地
か
ら
そ

う
遠
く
な
い
所
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
巻
廿
四
第
八
話
で
は
典
薬
頭
の
家
の
様
子
を
少
し
で
は
あ
る
が
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
長
く
な
る
の
で
省
略
す
る
。

以
上
、
古
代
国
家
の
官
医
の
診
療
範
囲
と
そ
の
形
態
に
つ
い
て
考
え
て
ゑ
た
。

器
具
の
ほ
と
ん
ど
が
国
家
の
支
給
品
に
依
存
し
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
私
有
物
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
宅
に
お
け
る
診

療
を
も
っ
て
開
業
医
を
兼
ね
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
開
業
医
と
よ
ぶ
こ
と
の
で
き
る
の
は
自
己
の
財
を
も
っ
て
薬
種
お
よ
び
医
療
器
具

等
を
市
易
、
あ
る
い
は
注
文
生
産
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
た
ち
を
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
国
家
の
支
給
品
に
依
存
し
て
い
る
状
態
に
あ
る

も
の
を
開
業
医
と
よ
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
従
っ
て
、
商
品
経
済
社
会
が
一
般
化
す
る
段
階
に
お
い
て
は
じ
め
て
開
業
医
成
立
の
基
盤
で
き

た
と
承
な
さ
れ
よ
う
。
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①
［

OntheSphereandFormofMedicalExamination

andTreatmentofPublicDoctorsinAncient

CountriesinJapan

by

TakuSHINMURA

IhaveconsideredthemannerinwhichpublicdoctorsexaminedpatientsinancientdistrictsofJapan.Thefbllowing

wasmadeclear.

Publicdoctors,asarule,examinedhighrankingo伍cialsonly.Ofcoursetheysawotherpatientsiftheywereaskedto.

Therewasagreatdifftrencebetweenthosewhowerehigherthanthefifihrankandthosewhowerelowerthanthe

sixth.Thepublicdoctorsmadehousecallstothefbrmer,andtheyhadtoreportthediseasetotheemperor・Whilethe

latterrgenerallywenttoseedoctors,andtherewasnoneedfbrdoctorstoreportthedisease.

（
①
『
）



「
明
治
の
医
学
発
達
史
総
論
・
・
・
明
治
二
年
英
国
医
家
ウ
イ
リ
ス
の
北
越
よ
り
帰
京
し
た
る
を
挙
げ
て
、
大
病
院
及
び
医
学
校
の
教
師
と

し
、
医
学
校
兼
病
院
と
改
称
し
、
ウ
イ
リ
ス
は
英
語
で
外
科
を
講
じ
、
助
教
は
英
国
及
び
米
国
の
医
書
に
よ
り
て
講
義
を
し
た
。
解
剖
器
械
か

三
条
太
政
大
臣
や
山
内
大
学
別
当
（
文
部
大
臣
相
当
官
）
が
英
医
ウ
イ
リ
ス
を
東
京
大
病
院
の
長
に
す
る
こ
と
を
確
約
し
て
い
た
の
に
、
時
の

（
１
）
（
２
）

廟
議
に
よ
り
岩
佐
純
・
相
良
知
安
を
医
学
校
取
調
御
用
係
に
採
用
し
、
こ
の
二
人
が
独
逸
医
学
の
採
用
を
主
張
し
認
め
ら
れ
た
と
多
く
の
史
家

が
記
載
し
て
い
る
が
、
本
論
文
で
は
ド
イ
ツ
医
学
採
用
に
あ
た
っ
て
そ
の
理
由
を
別
の
面
か
ら
追
求
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
重
大
問
題
に
注
目
し

（
３
×
４
）

た
学
者
は
稀
で
あ
る
。

二
、
医
学
上
の
ク
ー
デ
タ
ー

、

緒

＝
F．

１
、
公
文
書
の
引
用
は
「
公
」
の
符
号
で
示
す
。
２
、
引
用
文
中
の
省
略
部
分
は
そ
の
長
短
に
拘
ら
ず
「
．
：
」
の
符
号
で
示
す
。
３
、
引
用

文
中
傍
線
は
筆
者
の
責
で
あ
る
。
４
、
横
文
字
の
写
記
及
び
翻
訳
の
責
は
筆
者
に
あ
る
。

ド
ィ
ヅ
医
学
採
用
前
の
別
な
事
情
二
一

ｌ
主
に
太
政
官
公
文
書
よ
り
の
引
例
Ｉ

唖
癖
垂
極
華
罐
鋪
罐
一
垂
錯
鐸
瘤
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
四
日
受
付

原
口
忠
男

マワ
ュイ （17）



学
教
育
を
止
め
て
、
独
逸
式
に
す
る
こ
と
に
努
力
し
、
百
難
を
排
し
て
、
英
医
ウ
イ
リ
ス
を
排
斥
し
、
・
・
・
さ
れ
ば
と
て
縦
横
無
尽
に
意
見

（
５
）

ら
外
科
器
械
ま
で
、
こ
れ
を
英
国
に
仰
ぐ
と
い
ふ
始
末
で
．
：
こ
上
に
又
一
大
変
動
が
起
っ
た
。
即
ち
岩
佐
・
相
良
の
両
氏
は
英
国
式
の
医

８１

十
九
世
紀
に
は
、
医
療
器
械
・
医
薬
品
の
販
売
先
及
び
医
師
の
就
職
先
を
得
る
競
争
は
帝
国
主
義
的
で
あ
っ
て
、
相
良
知
安
が
「
・
・
・
鼓

（
８
）

二
又
英
藺
従
軍
ノ
医
ヲ
競
上
英
医
ウ
リ
ー
ス
強
ヒ
テ
従
軍
シ
・
・
・
」
と
述
べ
、
又
ポ
ン
ペ
も
「
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
す
で
に
そ
の
こ
ろ
か
ら
病

院
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
病
院
（
筆
者
註
、
長
崎
医
学
校
）
も
か
ろ
う
じ
て
わ
れ
わ
れ
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
免

（
９
）

れ
た
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
の
も
、
こ
う
い
う
風
潮
を
示
す
。
一
方
医
師
の
教
育
・
医
学
の
研
究
発
表
に
は
国
境
の
障
壁
を
感
じ
な
い
。

曰
○
日
“
醇
駕
①
目
（
仏
）
の
発
酵
と
腐
敗
に
関
す
る
研
究
に
刺
戟
さ
れ
た
』
．
巨
唖
目
（
英
）
は
一
八
六
七
年
石
炭
酸
に
よ
る
消
毒
外
科
手
術

二
症
例
を
発
表
し
た
所
、
同
年
目
冨
①
扇
呂
（
独
）
教
授
も
追
試
し
、
一
八
七
○
年
に
は
普
嵐
。
嵩
嘗
（
丁
）
く
。
房
日
画
自
国
（
独
）
も
同
一
方
法

を
用
い
た
」
と
い
う
し
、
「
葛
．
目
①
、
旨
。
胃
。
哲
（
米
）
が
エ
ー
テ
ル
麻
酔
を
一
八
四
六
年
十
月
十
六
日
ボ
ス
ト
ン
で
成
功
さ
せ
、
同
十
一
月
十

（
蛆
）

八
日
発
表
さ
れ
る
と
、
同
十
二
月
十
五
日
パ
リ
で
同
十
八
日
ロ
ン
ド
ン
で
も
採
用
さ
れ
た
」
と
い
う
。
又
．
八
五
一
年
パ
リ
で
、
一
八
五
七

（
、
）

年
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
国
際
衛
生
会
議
が
開
か
れ
た
」
と
い
う
の
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
医
学
が
一
体
と
な
っ
て
発
展
し
て
き
た

事
を
示
す
。
松
本
良
順
氏
も
「
日
本
の
医
生
未
だ
其
学
ぶ
処
に
熟
す
る
こ
と
な
く
も
動
も
す
れ
ば
党
派
を
分
ち
論
議
を
な
し
或
は
独
乙
を
称
し

或
は
英
或
は
米
終
に
其
真
面
目
を
失
ふ
の
慮
り
あ
れ
ば
予
め
一
係
を
以
て
専
ら
実
用
に
適
せ
ん
こ
と
を
企
望
す
る
か
故
に
ポ
ー
ド
ィ
ン
・
マ

（
胆
）

ソ
ス
ヘ
ル
ト
等
皆
此
時
に
於
て
ボ
ン
。
ヘ
に
依
頼
し
て
定
る
所
也
」
と
あ
り
、
又
池
田
謙
斉
氏
も
「
其
当
時
は
一
般
に
英
吉
利
流
に
傾
い
て
居
た

ら
れ
て
い
た
。

を
吐
露
す
る
と
い
ふ
訳
に
も
い
か
ぬ
事
情
も
あ
り
て
・
・
・
」
と
い
う
記
事
は
政
治
的
ク
ー
デ
タ
ー
へ
の
批
判
の
圧
迫
と
も
と
れ
る
。
し
か
も

（
句
、
）
，
（
虞
Ｕ
）

ウ
イ
リ
ス
の
採
用
は
山
内
容
堂
と
の
私
約
で
は
な
く
外
国
官
副
知
事
東
久
世
通
禧
よ
り
。
〈
－
ク
ス
卿
へ
の
公
式
の
依
頼
状
（
次
回
詳
記
）
が
送

（
７
）

三
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
と
帝
国
主
義
的
な
も
の
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（
皿
）

医
制
五
十
年
史
に
相
良
知
安
の
意
見
と
し
て
伝
う
る
所
に
拠
れ
ば
「
医
学
を
独
逸
学
に
為
し
た
る
は
固
よ
り
時
の
政
府
当
事
者
の
意
思
に
出

（
蝿
）

で
た
る
も
の
・
・
・
」
明
治
二
年
九
月
の
官
員
録
に
よ
れ
ば
当
事
者
の
位
階
は
三
条
実
美
従
一
位
、
岩
倉
具
視
正
二
位
、
鍋
島
閑
里
・
松
平
春

嶽
等
の
有
力
大
名
は
従
二
位
、
沢
外
務
卿
は
従
三
位
、
小
松
・
後
藤
・
大
久
保
・
寺
島
等
は
従
四
位
で
、
大
学
に
関
係
し
た
洋
方
医
師
と
し
て

は
緒
方
惟
準
従
六
位
で
、
岩
佐
・
相
良
両
名
は
無
位
で
あ
り
、
廟
議
で
諮
問
さ
れ
て
も
お
庭
先
で
お
答
え
申
上
げ
た
程
度
で
あ
ろ
う
。
又
独
逸

（
妬
）

医
学
を
採
用
し
た
理
由
の
多
く
は
後
世
に
握
造
さ
れ
た
感
じ
だ
。
「
独
は
国
体
梢
や
吾
に
似
て
」
と
あ
る
が
、
立
憲
政
体
署
に
よ
れ
ば
当
時
欧

州
諸
国
は
既
に
三
権
分
立
体
制
に
あ
り
「
両
院
ヲ
設
ク
ル
ノ
法
各
国
此
ノ
如
ク
相
殊
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
皆
天
下
億
兆
一
一
代
テ
君
主
ト
共
一
一
憲
法

ヲ
制
立
シ
大
事
ヲ
議
定
ス
ル
ノ
権
ア
ル
ハ
大
抵
相
同
ジ
惟
独
リ
仏
国
ノ
加
キ
ハ
皇
帝
ノ
威
権
頗
ル
熾
ニ
シ
テ
立
法
府
ノ
権
大
二
抑
制
セ
ラ
ル
」

（
灯
）

と
あ
り
、
御
雇
外
人
名
鑑
よ
り
筆
者
が
抽
出
集
計
し
た
国
籍
別
人
数
は
、
③
明
治
元
年
よ
り
同
五
年
ま
で
に
雇
わ
れ
て
い
た
、
医
師
は

蘭
八
仏
五
米
五
独
四
英
三
人
、
⑥
法
律
家
は
米
四
仏
三
英
二
丁
一
人
、
⑧
明
治
六
年
よ
り
同
十
年
ま
で
に
新
に
雇
わ
れ
た
＠
医
師
は

藺
五
独
五
英
五
仏
二
米
一
填
二
人
、
⑥
法
律
家
は
英
五
米
四
仏
四
蘭
一
人
で
あ
る
。
即
ち
明
治
十
年
ま
で
に
独
逸
人
の
法
律
家
は
一
人
も
雇

わ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
日
本
の
為
政
者
は
独
逸
の
法
体
系
に
は
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
と
見
る
。
又
医
師
の
雇
傭
で
は
国
別
の
行
政
的
差
別
処

分
は
一
般
社
会
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
え
る
。
「
医
は
異
な
り
」
と
は
凡
そ
不
分
明
な
表
現
で
あ
る
が
当
時
東
洋
に
有
力
な
市
場
や
植
民

地
を
持
た
な
か
っ
た
独
逸
と
親
し
く
す
る
こ
と
の
損
得
は
夙
に
福
沢
氏
が
「
医
学
の
範
を
独
逸
に
採
る
が
如
き
は
人
の
子
を
毒
す
る
も
の
で
あ

（
焔
）る

」
と
い
う
言
を
引
用
す
る
に
止
め
る
。
「
仏
方
の
著
侈
」
に
就
て
は
、
当
時
、
仏
藺
西
革
命
後
同
国
民
衆
の
生
活
水
準
が
高
い
と
い
う
見
解

が
ま
だ
日
本
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
此
時
蘭
は
已
に
国
勢
弱
く
し
て
」
学
問
の
発
達
は
そ
の
国
力
と
平
行
す
る
と
い
わ
れ
、
福

（
蝿
）

様
で
、
・
・
・
組
織
学
と
い
ふ
や
う
な
極
精
密
な
も
の
に
な
る
と
、
英
書
も
矢
張
り
独
逸
書
か
ら
取
っ
て

各
国
の
医
学
水
準
は
平
均
し
て
い
る
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
医
事
は
二
次
的

。
」
と
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
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沢
氏
は
「
千
八
百
十
年
・
・
・
・
荷
蘭
ノ
土
地
ヲ
全
ク
仏
蘭
西
帝
国
ノ
版
図
二
入
レ
タ
リ
此
時
一
一
当
テ
荷
蘭
ノ
貿
易
〈
全
ク
地
二
落
チ
海
外
所
領

ノ
地
ヲ
尽
ク
英
国
二
奪
却
サ
レ
タ
リ
（
此
時
荷
藺
ノ
国
旗
ヲ
雛
セ
ル
地
ノ
世
界
中
唯
長
崎
ノ
出
島
ノ
ミ
ト
云
う
今
二
至
テ
荷
蘭
人
ノ
忘
レ
サ
ル

（
通
）

所
ナ
リ
）
」
と
あ
り
医
学
の
国
際
的
指
導
力
も
低
下
し
た
。
相
良
・
岩
佐
両
名
の
経
歴
よ
り
推
し
て
各
国
の
医
学
を
比
較
検
討
す
る
材
料
識
見

あ
り
と
は
思
わ
れ
ず
、
又
素
人
の
フ
ル
ベ
ッ
キ
（
大
隈
・
副
島
も
も
と
鍋
島
の
家
臣
）
に
公
平
な
判
断
力
を
求
め
る
の
は
無
理
な
上
に
明
治
元

（
鋤
）

年
に
は
鍋
島
藩
内
で
岩
倉
具
視
の
四
人
の
子
供
を
教
育
し
て
い
る
か
ら
、
岩
倉
・
鍋
島
と
の
間
に
意
思
の
疎
通
が
あ
っ
た
と
思
え
る
。

「
十
九
世
紀
初
期
を
過
ぎ
れ
ば
・
・
・
物
理
学
的
探
究
法
を
医
学
に
と
り
入
れ
た
・
・
・
こ
の
新
学
派
の
発
展
が
最
初
欧
羅
巴
の
二
国
に
現

れ
た
。
即
ち
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
で
あ
る
。
独
逸
は
一
と
足
後
れ
て
登
場
し
た
・
・
・
十
九
世
紀
後
半
に
於
て
の
各
国
医
学
の
進
歩
は
ま
さ
に
百

（
別
）

花
練
燗
の
光
景
を
見
せ
」
明
治
二
年
頃
活
躍
中
の
医
学
に
関
係
あ
る
超
有
名
な
学
者
と
し
て
は
英
国
ｏ
冨
号
唖
己
日
ぞ
自
（
畠
ｓ
，
く
届
圏
進
化
論
）

言
い
８
毒
匡
ｍ
§
（
扁
埼
１
く
こ
届
消
毒
外
科
）
、
仏
国
伊
○
昌
唖
顧
降
⑦
貝
（
届
隠
１
１
昂
器
発
酵
及
び
腐
敗
、
後
に
狂
犬
病
予
防
注
射
）
、
Ｑ
色
目
ｎ
国
①
冒
画
己

（
岳
届
，
く
届
認
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
及
血
管
収
縮
神
経
後
に
糖
尿
病
）
、
独
国
詞
且
○
馬
ぐ
胃
冒
葛
（
扇
閏
，
く
ら
ｓ
細
胞
病
理
）
、
国
の
目
同
国
ぐ
○
口
国
①
冒
冒
旨

（
勗
匿
１
１
房
程
エ
ネ
ル
ギ
ー
恒
存
則
及
検
眼
鏡
）
等
あ
っ
て
、
ど
の
国
の
医
学
を
範
に
と
っ
て
も
遜
色
は
な
か
っ
た
。
「
弓
胃
冒
ａ
ｏ
日
冒
四
月
の
ｇ

（
蛆
）

の
９
９
釣
自
白
の
島
。
旨
の
独
逸
医
学
の
優
秀
性
と
い
う
罵
胃
日
①
貝
発
酵
は
一
八
七
○
年
の
独
仏
戦
争
以
後
加
速
化
画
ｏ
ｎ
の
庁
圖
蔚
さ
れ
た
も
の
」

で
日
本
の
独
逸
医
学
採
用
と
直
接
関
係
な
い
。
「
シ
ム
ズ
そ
の
他
の
ア
メ
リ
カ
外
科
医
の
業
績
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
権
威
者
に
強
い
感
銘
を
与

へ
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
．
Ｄ
・
グ
ロ
ー
ス
が
一
八
六
八
年
に
．
く
り
の
病
院
を
訪
問
し
た
時
に
、
外
科
医
の
シ
ャ
セ
ニ
ャ
ク
は
彼
に
向
っ
て
『
ア
メ
リ

（
、
）

ヵ
は
現
在
世
界
の
外
科
学
界
を
支
配
し
て
い
る
』
と
語
っ
た
」
と
い
う
。
「
創
庚
新
説
は
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
外
科
医
留
日
胃
］
□
画
く
丘
①
胃
。
い
い

（
扇
勗
１
房
謡
）
の
《
饒
署
胃
①
日
亀
普
侭
①
ｑ
・
冨
牙
○
』
ｏ
哩
８
］
》
昌
臘
ロ
○
畠
。
》
号
③
樹
胃
昌
胃
口
且
§
①
国
営
ぐ
①
岳
＄
》
）
で
、
こ
の
本
は
六
版
（
一

八
八
二
）
ま
で
出
て
世
評
を
買
っ
た
。
そ
れ
を
島
村
鼎
甫
が
な
し
た
藺
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。
グ
ロ
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
イ
ー
ス
ト
ン
生
れ
・

（
躯
）

・
・
こ
の
本
が
幕
末
、
明
治
初
年
迄
に
日
本
外
科
に
与
え
た
影
響
は
他
に
比
類
が
な
い
」
「
真
の
グ
ロ
ス
の
外
科
書
を
と
っ
た
の
は
『
外
科
説

（
犯
）

約
』
石
墨
忠
恵
蟇
述
明
治
六
年
」
と
あ
る
通
り
当
時
の
ア
メ
リ
カ
医
学
も
優
秀
だ
っ
た
。
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（
配
）

③
ｅ
・
荷
の
昌
号
屋
ｚ
ａ
ｏ
号
且
唾
。
胃
国
幽
且
の
］
冒
四
：
９
８
且
薗
商
社
と
号
昌
。
。
旨
の
旨
の
胃
ぐ
自
侭
騨
目
鴨
葛
騨
神
奈
川
奉
行
と
の
交

（
弱
）

渉
ポ
ー
ド
イ
ン
が
欧
州
よ
り
運
ん
だ
と
い
う
医
療
機
械
類
の
受
渡
は
彼
と
岩
佐
・
相
良
と
の
間
の
私
的
交
渉
で
は
な
い
。

⑧
明
治
元
年
十
二
月
山
内
容
堂
知
学
事
秋
月
右
京
亮
判
学
事
と
な
り
、
後
者
は
明
治
二
年
四
月
十
八
日
副
知
学
事
に
任
命
、
同
二
十
日

前
者
は
転
勤
同
五
月
七
日
正
親
町
三
条
実
愛
知
判
事
に
任
命
さ
れ
、
山
内
容
堂
は
五
月
十
五
日
再
び
知
判
事
に
復
帰
、
七
月
に
は
正
親
町
三
条

並
に
山
内
免
職
と
な
り
松
平
春
嶽
知
判
事
と
な
る
。
こ
の
目
紛
る
し
い
長
官
人
事
と
平
行
し
て
、
医
師
の
人
事
も
変
転
し
た
。

⑧
元
年
六
月
二
十
六
日
前
田
信
輔
医
学
所
取
締
と
な
り
、
と
か
く
の
噂
あ
る
か
ど
で
、
十
月
二
十
四
日
転
勤
し
、
緒
方
惟
準
取
締
と
な

（
認
）

る
。
慶
応
三
年
、
江
戸
に
病
院
建
設
の
為
の
幕
府
と
ボ
ー
ド
イ
ン
と
の
七
ケ
条
の
約
定
書
を
実
現
す
る
積
り
で
惟
準
は
就
任
し
た
か
も
知
れ
ぬ

が
、
東
北
征
伐
に
従
軍
し
て
一
八
六
八
年
十
二
月
二
十
八
日
帰
京
し
た
英
医
ウ
イ
リ
ス
の
功
を
無
視
す
る
訳
に
行
か
な
い
。
ポ
ー
ド
イ
ン
が
明

治
二
年
一
月
大
阪
到
着
と
符
合
す
る
様
に
一
月
上
旬
惟
準
は
大
学
に
辞
表
呈
出
。
同
十
七
日
石
神
良
策
医
学
所
取
締
と
な
る
。
同
二
十
二
日
岩

佐
純
・
相
良
知
安
両
名
医
学
校
取
調
御
用
掛
と
な
る
（
筆
者
註
医
学
所
は
具
体
的
な
医
科
大
学
を
、
又
医
学
校
は
未
来
の
構
想
上
の
も
の
と
推
定
）
。

五
月
四
日
こ
の
両
名
は
医
学
所
御
用
専
務
と
な
り
（
秋
月
副
知
学
事
の
と
き
）
同
十
四
日
、
石
神
良
策
、
島
村
鼎
甫
、
石
井
謙
道
、
坪
井
芳
州
、

司
馬
凌
海
に
対
し
て
「
（
公
）
二
年
五
月
十
四
日
・
・
・
是
迄
之
職
務
被
免
・
・
・
被
仰
付
候
事
」
と
親
ウ
イ
リ
ス
派
と
目
さ
れ
る
面
盈
を
あ
る

職
務
か
ら
外
し
た
（
正
親
町
三
条
実
愛
が
単
独
知
判
事
の
時
）
そ
の
翌
日
山
内
中
納
言
が
知
判
事
に
再
任
。
同
年
十
月
十
四
日
付
太
政
官
布
告
は
、

「
（
公
）
三
典
医
ノ
外
、
御
医
ノ
輩
三
十
歳
以
上
ノ
者
医
員
被
仰
付
三
十
歳
以
下
〈
医
学
修
業
被
仰
付
総
テ
大
学
校
附
属
被
仰
付
候
事
」
と
多
く

（
別
）

の
医
師
を
大
学
に
集
め
、
相
良
・
長
谷
川
・
石
黒
等
の
授
業
妨
害
も
あ
っ
て
、
十
月
下
旬
ウ
イ
リ
ス
の
辞
表
呈
出
に
追
い
詰
め
た
の
か
？
。

六
、
医
療
器
械
薬
品
の
購
入

五
、
大
学
医
師
人
事
は
策
謀
的
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「
（
公
）
二
年
正
月
東
京
府
病
院
器
械
ヲ
蘭
国
ヨ
リ
購
求
ス
・
・
・
別
紙
書
付
ノ
通
右
〈
今
般
病
院
入
用
品
引
渡
可
及
旨
和
蘭
コ
ン
シ
ュ
ル

ョ
リ
申
立
候
間
請
取
ノ
者
差
遣
可
申
旨
神
奈
川
県
ヨ
リ
申
越
候
取
糺
候
一
昨
卯
年
八
月
中
旧
政
府
ノ
節
大
関
肥
後
守
ヨ
リ
注
文
申
入
候
品
二
有

之
来
ル
廿
七
日
迄
ノ
内
相
渡
度
旨
・
・
・
合
金
三
千
百
九
拾
両
三
分
弐
朱
永
五
文

右
〈
病
院
入
用
ノ
品
旧
政
府
ノ
節
注
文
申
入
候
器
械
大
箱
弐
拾
四
ノ
代
井
運
送
車
力
賃
其
他
為
御
入
用
書
面
ノ
通
請
取
申
処
価
テ
如
件
・
・
・

閲
語
原
文
の
明
細
書
は
よ
り
詳
細
な
品
目
で
一
八
六
八
年
中
に
数
回
入
荷
し
て
居
り
、
の
９
句
の
閏
凰
＆
鳥
目
（
薬
）
ｇ
鼻
９
（
本
）
冒
胃
屋
日
の
具
目

（
器
械
）
尻
目
口
驚
。
。
帰
国
（
義
眼
）
①
Ｃ
ａ
の
周
ｇ
討
口
胃
冒
①
ぐ
①
ぐ
目
“
・
胃
時
白
目
侭
①
浮
冒
巳
（
理
化
学
々
校
の
た
め
の
品
物
）
等
に
大
別
さ
れ
る
。

⑧
ウ
イ
リ
ス
の
横
浜
薬
局
ウ
イ
リ
ス
は
一
八
六
四
年
ご
ろ
か
ら
英
医
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
と
共
同
で
経
営
し
薬
品
及
び
医
療
機
械
を
販
売
し

（
邪
）

て
い
た
。
英
医
シ
ェ
ド
ル
が
大
学
で
の
診
療
日
記
に
「
差
向
和
蘭
持
渡
之
乾
薬
を
備
へ
置
き
し
な
れ
ど
も
・
・
・
右
薬
種
追
急
追
切
り
、
乾
薬

（
”
）

英
国
よ
り
四
倍
又
は
五
倍
之
価
に
而
横
浜
に
て
買
入
れ
た
り
、
此
一
件
に
付
余
が
申
立
を
更
に
取
上
げ
ざ
り
し
な
り
。
」
横
浜
か
ら
の
薬
の
買

入
れ
は
恐
ら
く
ウ
イ
リ
ス
達
の
店
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
ウ
イ
リ
ス
と
シ
ダ
ル
と
の
人
間
性
の
差
を
感
ず
る
。
「
知
安
は
廟
議
に
於
て
．
．
。
由

来
ウ
リ
ュ
ス
な
る
も
の
は
外
科
に
は
多
少
通
じ
た
る
点
あ
る
も
、
日
本
の
医
学
校
総
教
師
た
る
器
に
非
ら
ず
、
而
も
彼
昨
今
の
挙
作
甚
だ
厭
ふ

（
３
）

べ
き
も
の
あ
り
と
て
、
当
時
横
浜
に
居
留
し
て
居
る
英
商
人
輩
と
朝
夕
密
会
し
て
営
利
を
図
り
つ
坐
あ
る
こ
と
を
悉
く
証
差
を
挙
げ
て
．
．

。
」
と
あ
る
は
ウ
イ
リ
ス
個
人
の
排
撃
を
意
味
す
る
。

又
「
東
京
帝
国
大
学
に
保
管
し
て
あ
る
・
・
・
明
治
二
年
の
『
諸
官
往
復
』
と
題
す
る
記
録
中
に
・
・
・
英
医
ウ
リ
エ
ス
ヘ
可
相
渡
洋
銀
三

百
二
十
五
弗
ノ
義
、
未
仕
払
之
由
一
一
テ
当
方
催
足
申
候
二
付
、
其
段
軍
務
官
へ
及
掛
合
候
間
、
同
官
へ
御
引
合
ノ
上
早
々
御
請
取
被
成
ウ
リ
ー

医
学
所
会
計
掛
」

ス
御
渡
有
之
度
此
段
申
入
候
也

神
奈
川
県
六
月
医
学
校
兼
大
病
院
御
中

右
書
翰
軍
務
官
へ
相
廻
シ
候
返
事
英
医
ウ
リ
青
〈
へ
可
相
渡
洋
銀
当
官
ヨ
リ
神
奈
川
県
へ
相
渡
候
条
、
左
様
御
心
得
可
有
之
候
也
六
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之
に
応
じ
て
「
鹿
児
島
県
令
大
山
綱
良
ト
医
学
士
ウ
井
ル
リ
ァ
ム
・
ウ
ヰ
リ
ス
ト
ノ
条
約
全
文
・
・
・
一
、
ウ
ヰ
リ
ス
鹿
児
島
県
勤
役
中
商

（
羽
）

事
ヲ
一
切
禁
ス
ル
約
定
ノ
事
・
・
・
明
治
九
年
四
月
・
・
・
」
と
公
私
混
清
を
禁
じ
て
い
る
の
は
恐
ら
く
卦
任
当
初
か
ら
で
あ
ろ
う
。
因
み
に

（
汎
）

明
治
二
年
五
月
か
ら
七
月
ま
で
の
間
に
廟
議
で
重
大
決
定
を
さ
れ
た
と
い
う
題
目
は
「
独
逸
医
学
の
採
用
」
で
は
な
く
て
「
ウ
イ
リ
ス
罷
免
」

（
羽
）

月
二
十
三
日
軍
務
官
判
事
医
学
校
御
中
」
と
あ
る
の
は
ウ
イ
リ
ス
と
医
学
校
と
の
直
接
商
品
取
引
を
警
戒
し
て
い
る
。
ウ
イ
リ
ス
が
鹿
児

島
へ
転
じ
て
間
も
な
い
明
治
三
年
二
月
太
政
官
布
告
に
「
（
公
）
外
国
人
雇
入
方
心
得
条
々
・
・
・
一
、
諸
学
科
一
一
付
相
応
候
上
〈
其
学
術
専
問

一
一
使
用
可
致
候
外
国
人
之
内
其
私
利
ヲ
貧
り
専
業
之
外
日
本
内
国
人
ト
引
合
商
売
等
相
営
度
旨
願
出
候
ト
モ
差
許
へ
カ
ラ
ス
且
外
国
貿
易
筋
之

周
旋
イ
タ
シ
密
商
ヶ
間
敷
儀
有
之
ニ
ヲ
イ
テ
ハ
当
人
者
勿
論
雇
入
置
候
モ
ノ
迄
御
各
可
有
之
旨
兼
而
約
定
可
致
置
事
」
と
あ
る
は
ウ
イ
リ
ス
の

幕
末
に
は
欧
州
各
国
か
ら
の
雇
傭
者
の
給
料
を
釣
合
わ
せ
る
慣
習
法
が
あ
っ
た
と
思
え
る
。
例
へ
ぱ
慶
応
三
年
正
月
に
ハ
ラ
タ
マ
が
江
戸
に

移
る
際
、
長
崎
在
留
藺
国
領
事
よ
り
横
浜
表
製
鉄
所
で
仏
国
職
人
の
給
料
月
四
○
○
弗
で
あ
る
か
ら
、
当
時
月
四
○
○
弗
の
ハ
ラ
タ
マ
の
増
俸

を
要
望
し
て
き
た
。
又
一
八
六
八
年
六
月
ハ
ン
・
ポ
ル
ス
ブ
ル
ー
ク
蘭
総
領
事
よ
り
開
陽
丸
乗
組
の
和
蘭
国
士
官
の
給
料
に
つ
き
「
・
・
・
第

（
認
）

五
条
向
後
英
国
若
く
は
仏
国
の
士
官
に
更
に
高
価
の
給
料
を
与
ふ
る
事
あ
ら
ぱ
此
人
の
給
料
も
高
価
と
な
す
べ
き
事
・
・
・
」
と
あ
る
。
さ

て
蘭
医
ポ
ー
ド
イ
ン
は
ウ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
々
医
学
校
の
教
官
を
十
年
以
上
勤
め
て
文
久
二
年
長
崎
に
到
着
し
明
治
二
年
に
は
月
六
○
○
元
の
給

料
で
あ
っ
た
。
一
方
英
医
ウ
イ
リ
ス
は
エ
ヂ
ン
バ
ラ
大
学
卒
業
後
ロ
ン
ド
ン
の
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
病
院
に
一
年
半
勤
務
し
文
久
元
年
英
国
公
使

館
附
医
官
と
し
て
来
朝
、
幕
末
に
は
主
に
副
領
事
ぐ
旨
①
○
○
口
且
と
し
て
働
き
、
医
官
の
仕
事
は
副
業
で
あ
り
、
一
八
六
八
年
十
二
月
末
の
年

（
６
）

俸
は
六
○
○
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
同
年
の
日
本
に
於
け
る
医
療
奉
仕
に
は
金
銭
の
謝
礼
を
日
本
側
か
ら
受
け
な
か
っ
た
が
医
師
の
経
歴
か
ら
い

赴
い
た
薩
摩
藩
へ
の
注
意
と
も
と
れ
る
。

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

七
、
お
雇
外
国
人
の
給
料
の
釣
合
ｌ
慣
習
法
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蘭
医
ハ
ラ
タ
マ
を
大
阪
に
呼
び
舎
密
局
の
建
設
に
こ
の
両
名
が
協
力
し
た
の
も
、
或
は
又
「
明
治
二
年
一
月
緒
方
惟
準
等
に
よ
る
来
任
懇
請

の
書
信
に
応
え
て
、
或
は
又
小
松
帯
刀
、
後
藤
象
二
郎
等
の
尽
力
に
よ
り
ポ
ー
ド
イ
ン
は
長
崎
を
経
て
上
海
か
ら
大
阪
大
福
寺
伝
習
所
に
来
任

（
鯛
）

し
た
」
と
あ
る
様
な
両
名
の
協
力
は
単
な
る
親
切
で
は
な
い
。
「
（
公
）
元
年
閏
四
月
八
日
小
松
清
廉
以
下
二
十
人
新
二
等
級
ヲ
授
ク
ル
ヲ

以
テ
衣
冠
ヲ
賜
フ
、
小
松
四
位
後
藤
四
位
木
戸
四
位
大
久
保
四
位
三
岡
四
位
福
岡
四
位
副
島
四
位
横
井
四
位
・
・
・
」
に
あ

る
通
り
有
能
な
臣
下
（
公
卿
・
大
名
を
の
ぞ
き
）
の
上
位
を
占
め
る
両
名
は
維
新
の
始
、
外
国
官
及
び
会
計
官
の
要
職
を
歴
任
し
、
財
政
並
に
外

債
処
理
に
も
百
方
奔
走
し
た
こ
と
は
内
外
史
書
に
散
見
す
る
。

モ
ン
ス
御
雇
ノ
儀
同
校
願
書
御
同
シ
御
打
合
ノ
趣
致
承
知
候
右
〈
月
給
等
相
不
当
ノ
儀
モ
不
相
見
候
間
伺
ノ
通
御
聞
届
相
成
可
然
存
候
・
：
」

を
見
れ
ば
大
蔵
省
も
ウ
イ
リ
ス
の
給
料
を
不
当
と
見
て
い
た
様
だ
。
池
田
謙
斉
氏
も
「
ウ
リ
ュ
ス
が
後
三
ヶ
年
の
傭
継
ぎ
を
請
求
し
た
所
が
、

（
蝿
）

何
分
月
給
が
高
く
は
あ
り
、
又
彼
一
人
で
は
と
て
も
間
に
合
わ
ぬ
と
い
う
考
が
・
・
・
」
と
述
べ
高
給
が
ウ
イ
リ
ス
罷
免
の
理
由
の
一
と
見
て

い
る
。
ウ
イ
リ
ス
が
日
本
の
中
央
に
あ
る
病
院
で
勤
め
続
け
る
と
外
人
給
料
の
慣
習
法
か
、
そ
れ
と
も
日
本
の
財
政
の
ど
ち
ら
か
が
殴
れ
た
で

あ
ろ
う
。
何
故
に
ウ
イ
リ
ス
が
高
給
を
望
ん
だ
か
、
次
回
に
検
討
の
予
定
。

え
ば
、
ポ
ー
ド
イ
ン
の
給
料
よ
り
低
額
で
釣
合
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
。
明
治
三
年
三
月
外
人
医
師
不
在
の
た
め
騒
ぐ
学
生
達
を
鎮
め
よ
う
と
、

米
医
シ
モ
ン
ス
の
雇
入
に
つ
い
て
「
（
公
）
・
・
・
内
談
判
一
、
一
ヶ
年
雇
入
ノ
事
一
、
月
給
五
百
弗
ノ
事
但
ウ
リ
ー
ス
一
月
八
百
弗
ノ
給

ナ
リ
右
代
人
五
百
弗
ヲ
以
御
雇
入
二
相
成
候
故
、
月
給
半
減
一
一
近
相
成
申
候
・
・
・
大
蔵
省
意
見
弁
官
宛
別
紙
大
学
東
校
へ
米
医
シ

赤
字
に
悩
ん
だ
幕
府
の
権
利
義
務
を
ひ
き
つ
い
だ
明
治
政
府
の
財
政
は
戊
辰
の
役
の
軍
費
膨
脹
も
加
算
し
て
米
価
暴
騰
や
百
姓
一
撲
が
示
す

（
釦
）

九
、
明
治
初
期
の
決
算
報
告
書

八
、
小
松
帯
刀
・
後
藤
象
二
郎
両
参
与
の
努
力
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様
に
実
に
累
卵
の
危
さ
で
あ
っ
た
。
太
政
官
札
の
発
行
は
第
一
期
（
慶
応
三
年
十
二
月
よ
り
明
治
元
年
十
二
月
ま
で
）
歳
入
三
三
、
○
八
九
、

三
一
三
円
四
八
八
の
七
二
・
六
％
に
あ
た
る
二
四
、
○
三
七
、
三
八
九
円
八
一
三
で
あ
り
、
第
二
期
（
明
治
二
年
一
月
よ
り
同
年
十
月
ま
で
）
歳

入
三
四
、
四
三
八
、
四
○
四
円
五
八
○
の
六
九
・
六
％
に
あ
た
る
二
三
、
九
六
二
、
六
一
○
円
一
八
七
で
あ
り
、
し
か
も
関
東
地
方
以
北
や
京

阪
地
方
を
遠
ざ
か
っ
た
所
で
は
こ
の
金
札
が
全
く
通
用
し
な
か
っ
た
。
「
二
年
四
月
十
七
日
付
を
以
て
木
戸
孝
允
よ
り
岩
倉
具
視
に
宛
て
た
る

書
翰
の
中
に
『
阿
州
、
土
州
、
備
前
諸
侯
等
へ
は
乍
恐
御
誠
心
を
以
屹
度
御
説
諭
・
・
・
屡
を
天
下
に
は
御
布
令
有
之
候
得
ど
も
御
自
国
二

而
〈
一
向
金
札
御
取
引
無
之
天
下
之
も
の
何
以
可
信
哉
な
ど
と
申
居
誠
に
此
三
国
な
ど
は
浪
華
に
尤
近
く
諸
商
人
等
之
取
引
も
別
而
多
く
其
上

（
釦
）

朝
廷
の
御
重
職
に
は
有
之
候
間
朝
命
御
遵
奉
之
御
実
行
差
向
・
・
・
』
（
土
州
侯
は
山
内
豊
信
）
・
・
・
」
と
あ
り
、
そ
の
直
後
の
大
学
知
判

事
・
副
知
判
事
の
人
事
異
動
（
既
述
）
は
こ
の
書
翰
と
連
係
あ
り
と
見
た
い
。
国
内
問
題
は
適
当
に
操
作
も
で
き
る
が
、
外
債
は
問
題
で
あ

之
は
明
治
二
年
九
月
よ
り
明
治
三
年
六
月
ま
で
に
月
賦
で
完
済
し
た
。
⑧
四
○
万
円
、
オ
ー
ル
ト
商
社
（
英
）
か
ら
借
用
、
借
用
条
件
不

（
鋤
）

明
だ
が
、
明
治
四
年
の
同
社
の
貸
金
請
求
書
の
一
つ
に
利
息
一
ヶ
月
六
分
六
厘
六
毛
と
い
う
の
も
あ
る
の
で
、
相
当
の
高
利
だ
っ
た
か
と
疑
わ

（
釦
）

れ
る
。
之
は
第
二
期
に
蘭
商
社
が
肩
代
り
し
同
期
間
内
に
日
本
が
之
を
完
済
し
て
い
る
。
蘭
国
の
此
の
時
の
経
済
協
力
は
銘
記
す
べ
き
で
、
こ

の
外
債
の
完
済
を
し
た
お
蔭
で
ウ
イ
リ
ス
問
題
で
英
公
使
に
対
し
政
府
は
強
腰
を
保
持
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
協
力
は
何
故
経
済
史
書

で
強
調
さ
れ
な
い
か
。
次
回
付
言
の
予
定
。

し
た
が
」
仏
国
は
一
八
六
七

（
仏
）
か
ら
借
用
し
た
も
の
。

条
件
は
期
限
七
ヶ
月
、
年

一
割
五
分
、
担
保
横
浜
税
関

子

勺
○

「
メ
キ
シ
コ
の
財
政
逼
迫
し
、
一
八
六
一
年
債
権
国
た
る
英
心
仏
・
西
三
国
は
派
兵
し
て
外
債
の
支
払
を
約
束
さ
せ
、
英
・
西
二
国
は
撤
兵

（
犯
）

Ｌ
が
」
仏
国
は
一
八
六
七
年
ま
で
関
係
し
た
。
我
国
の
第
一
期
（
明
治
元
年
）
の
外
債
は
③
五
○
万
弗
幕
府
が
ソ
シ
ェ
テ
・
ゼ
ネ
ラ
ル

（
調
）

担
保
横
浜
税
関
収
入
。

年
利
一
割
、

抵
当
横
須
賀
製
鉄
所
。
之
を
東
洋
銀
行
横
浜
支
店
（
英
）
が
肩
代
り
す
。
条
件
、
期
限
二
ヶ
年
、
年
利

（25）25



（
唾
）
（
記
）

明
治
元
年
五
月
頃
は
三
条
実
美
と
岩
倉
具
視
と
二
人
の
輔
相
冒
○
も
園
目
①
冒
目
⑳
§
“
が
併
存
し
た
の
で
、
政
令
二
途
に
出
た
と
思
わ
れ
た

時
が
あ
っ
た
ろ
う
。
弓
胃
旨
昌
○
尾
卑
冒
①
冒
目
“
§
胃
弓
図
百
国
ご
巳
島
旨
一
島
。
ｇ
ｏ
『
の
昏
画
冒
画
葛
○
昏
の
胃
冒
Ｑ
ず
の
２
号
の
昌
一
冨
今
。
診
吻
８
目
昌
‐

（
師
）

ぬ
①
］
］
。
毎
画
目
頤
巨
匙
。
．
（
他
の
誰
よ
り
も
有
力
な
帝
の
顧
問
と
案
内
役
で
あ
る
小
輔
相
岩
倉
右
大
臣
）
と
あ
る
岩
倉
が
国
民
の
眼
に
何
故
そ
ん
な
に
有

力
に
映
ら
な
か
っ
た
か
。
目
底
の
８
冒
計
目
。
諄
）
］
の
。
胃
冬
脚
百
国
目
○
日
。
且
》
四
鰹
。
〉
脚
且
○
口
の
。
由
号
の
凹
匡
の
い
爵
圖
討
駕
目
ｇ
ｏ
由
号
の
昏
旨
の
〕
扁
昏
＆

津
○
日
○
配
８
〉
○
由
三
宮
ｇ
〉
国
①
ぐ
国
吾
①
』
⑦
路
》
胃
８
ａ
旨
い
８
号
①
ｏ
自
国
○
巨
唾
］
§
四
国
＄
①
の
巨
鴛
○
日
》
彦
①
８
昌
旨
臣
８
８
①
ｘ
ｑ
９
①
号
①
｛
目
〕
昌
○
昼
、
‐

（
郡
）

ず
①
ぽ
］
昼
冒
牌
ｇ
Ｑ
ｏ
由
ヶ
①
砂
司
①
号
①
。
ロ
両
国
旨
．
（
公
卿
の
岩
倉
具
視
議
定
は
其
時
代
の
最
も
有
能
な
政
治
家
の
一
人
で
退
官
し
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
奇
妙
な
日

本
の
習
慣
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
テ
ン
の
前
面
で
な
く
、
そ
の
背
後
で
、
そ
の
機
能
を
動
か
し
続
け
た
。
）
と
い
う
訳
だ
。
岩
倉
は
外
交
軍
事
財
政
等
多
方
面
に

強
い
政
治
力
を
持
っ
て
い
た
が
、
西
洋
医
学
に
も
関
心
を
持
っ
て
お
り
「
折
角
洋
法
医
師
を
典
薬
寮
医
師
に
被
仰
付
た
る
も
猶
依
然
と
旧
の
如

く
漢
法
医
師
而
巳
に
拝
診
被
仰
付
候
は
何
た
る
事
に
候
哉
臣
屡
之
を
論
す
る
も
未
だ
其
旧
習
を
全
く
除
く
こ
と
能
は
す
歎
息
此
事
に
候
・
・
・

（
詔
）

明
治
元
年
十
一
月
二
十
二
日
具
視
三
条
公
」
と
具
視
は
実
美
に
忠
言
を
書
い
て
い
る
。
太
政
官
日
誌
に
「
（
公
）
○
緒
方
洪
斎
徴
士

ト
ナ
ル
徳
川
亀
之
助
其
方
家
来
、
緒
方
洪
斎
儀
、
徴
士
被
仰
付
候
間
、
出
仕
可
申
付
事
九
月
（
筆
者
註
戊
辰
）
」
及
び
「
（
公
）

○
緒
方
洪
哉
叙
仕
ノ
事
緒
方
洪
哉
任
玄
蕃
少
允
叙
従
六
位
上
補
典
薬
寮
医
師
右
宣
下
候
事
九
月
」
と
あ

彼
の
日
本
経
済
に
対
す
る
態
度
や
日
常
の
激
越
な
言
行
は
多
く
の
国
内
史
書
で
散
見
す
る
の
で
、
今
回
は
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ー
の
．
外

（
錫
）

交
官
の
見
た
明
治
維
新
」
に
』
葛
・
臣
①
沸
く
巨
ｇ
ｏ
①
旨
８
国
陣
ｇ
ｏ
の
「
会
議
中
に
於
け
る
私
の
長
官
の
乱
暴
」
と
触
れ
て
い
る
こ
と
と
、
一
八

（
６
）

六
九
年
夏
の
英
公
使
館
医
シ
ダ
ル
と
ウ
イ
リ
ス
連
名
で
書
か
れ
た
パ
ー
ク
ス
の
診
断
書
（
次
回
詳
記
）
が
あ
る
こ
と
を
付
加
す
る
。

十
一
、
岩
倉
輔
相

十
、
英
・
ハ
ー
ク
ス
公
使
の
操
暴
性
と
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
ぶ
り

（26） 26



る
緒
方
洪
斎
は
洋
式
第
一
号
の
侍
医
と
し
て
、
岩
倉
と
気
脈
を
通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
石
黒
氏
に
よ
れ
ば
「
岩
倉
侯
の
発
議
に
て
此
両

（
妬
）

人
（
筆
者
註
岩
佐
・
相
良
）
に
。
・
・
医
学
校
取
調
御
用
掛
を
仰
付
ら
れ
・
・
・
」
と
あ
り
、
又
一
‐
弘
庵
（
筆
者
註
相
良
知
安
）
は
．
．
。
秋
月

候
に
面
し
・
・
・
拙
者
は
既
に
岩
倉
公
の
御
指
図
に
よ
り
外
務
卿
の
手
を
経
、
独
逸
公
使
と
の
間
に
夫
を
独
逸
人
傭
聰
の
手
配
に
進
む
で
い

（
３
）る

」
と
あ
っ
て
、
従
来
の
医
学
史
書
で
こ
の
時
機
に
廟
議
に
よ
っ
て
と
か
、
政
府
の
御
方
針
と
か
い
う
指
令
の
多
く
は
、
岩
倉
具
視
が
そ
の
盟

（
調
）

友
と
も
思
わ
れ
る
松
平
春
嶽
と
鍋
島
閑
里
と
の
合
議
の
上
、
発
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
だ
。

「
（
公
）
明
治
元
年
六
年
十
三
日
医
学
所
開
成
所
ヲ
収
ム
・
・
・
此
時
蘭
学
噺
ク
衰
へ
、
英
。
仏
・
独
ノ
三
学
日
二
盛
ナ
リ
・
・
・
」
よ

り
考
え
れ
ば
、
政
府
は
蘭
学
の
輸
入
を
中
止
し
、
他
の
三
国
の
学
問
の
ど
れ
か
を
誘
引
す
る
決
意
を
示
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
、
仏
藺
西
は
メ

キ
シ
コ
遠
征
が
一
八
六
七
年
最
終
的
に
失
敗
し
、
日
本
で
も
幕
府
援
助
政
策
は
く
ず
れ
欧
州
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
威
望
噺
く
地
に
お
ち
た

状
態
で
は
と
て
も
日
本
の
医
学
を
指
導
す
る
意
欲
に
乏
し
か
っ
た
ろ
う
。
一
方
英
国
は
ゥ
イ
リ
ス
辞
職
の
あ
と
手
づ
ま
り
と
な
れ
ば
、
英
仏
に

比
べ
東
洋
で
は
貿
易
量
、
軍
事
基
地
と
も
に
乏
し
い
所
謂
後
進
国
号
ぐ
巳
。
召
凋
８
巨
口
ｇ
的
立
場
に
あ
る
独
逸
と
外
人
医
師
問
題
で
合
意
し

（
蛆
）

た
の
は
尤
も
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
明
治
初
期
の
財
政
困
難
に
対
す
る
和
蘭
の
協
力
は
銘
記
す
べ
く
、
大
村
益
次
郎
か
ら
三
条
実
美
へ
の
書
簡
で

見
る
通
り
一
時
は
ポ
ー
ド
イ
ン
の
給
料
未
払
に
ま
で
陥
っ
た
が
、
其
後
彼
の
退
職
帰
国
時
の
手
厚
い
待
遇
や
、
大
阪
医
学
校
及
び
軍
事
病
院
の

彼
の
後
任
と
し
て
蘭
医
。
］
・
厚
日
の
冒
唖
エ
ル
メ
レ
ン
ス
及
び
犀
鼻
の
日
脚
ブ
ッ
ヶ
マ
を
採
用
し
た
の
は
和
蘭
へ
の
感
謝
の
意
味
も
あ
る
か
と

「
（
公
）
独
逸
語
学
教
師
呼
寄
ノ
儀
旧
幕
ヨ
リ
同
国
公
使
へ
約
束
ノ
書
類
同
国
公
使
館
附
書
記
官
ヨ
リ
差
越
候
一
一
付
御
雇
可
相
成
哉
否
ノ
旨

開
成
所
ノ
評
議
ヲ
取
り
候
処
自
己
急
務
ノ
語
学
二
無
之
候
間
・
・
・
独
逸
ノ
儀
〈
近
来
漸
次
盛
大
二
相
成
国
威
兵
力
英
仏
等
ニ
モ
譲
り
申
間
敷

就
中
兵
学
戎
器
〈
最
良
ノ
趣
二
有
之
候
得
〈
。
・
・
巳
三
月
廿
五
日
外
国
官
判
事
」
明
治
二
年
四
月
頃
ま
で
考
慮
の
上
、
兵
器
の
優
秀
さ

思
う
。

十
二
、
考
按
並
結
語
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医
生
英
語
二
達
候
故
必
英
語
ニ
テ
教
授
可
致
呉
様
最
初
ヨ
リ
御
定
約
有
之
度
候
事
二
年
十
二
月
八
日
大
学
。
．
．
」
十
二
月
八
日
と
い
う
の

が
公
文
書
で
独
逸
医
学
採
用
の
決
定
を
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
記
し
て
あ
る
最
も
早
い
日
付
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ウ
イ
リ
ス
が
大
学

を
離
職
す
る
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
、
学
生
職
員
達
は
第
一
外
国
語
を
英
語
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
関
係
者
の
動
揺
を
抑
へ
る
為
に
独
医
の
講
義
は

英
語
で
な
さ
れ
る
定
約
だ
と
い
い
、
一
方
独
逸
医
学
の
優
秀
さ
を
政
府
当
局
者
が
急
に
宣
伝
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
福
沢
諭
吉
は
ド
イ
ツ

学
風
の
輸
入
に
猛
烈
に
反
対
し
て
・
・
・
『
彼
の
英
米
を
近
浅
化
な
り
と
し
て
日
耳
曼
を
深
遠
な
り
と
す
る
に
は
果
し
て
そ
の
証
拠
あ
り
や
、

（
虹
）

余
輩
は
こ
れ
を
信
ず
る
を
得
ず
・
・
・
』
と
述
べ
て
．
．
．
」
と
い
う
の
も
こ
の
混
乱
の
時
機
で
あ
ろ
う
。

医
生
英
語
一

同
人
代
ト
シ
テ
シ
ド
ル
氏
右
跡
へ
御
雇
入
ノ
儀
御
頼
二
候
托
同
人
儀
ハ
当
時
横
浜
ニ
テ
開
業
致
シ
居
候
間
是
以
何
分
御
求
二
応
シ
難
候
乍
去
御

話
ノ
次
第
無
余
儀
存
候
間
同
人
二
不
限
可
然
人
物
ニ
テ
宜
候
ハ
、
追
々
横
浜
表
へ
罷
越
候
間
其
辺
取
調
可
申
上
・
・
・
然
ラ
ハ
宜
敷
頼
入
候
代

人
ノ
処
預
心
配
度
候
承
知
致
シ
候
」
。
こ
の
文
で
も
岩
倉
が
カ
ー
テ
ン
の
後
で
指
示
し
て
い
る
様
で
、
英
公
使
が
早
目
に
シ
ド
ル
医
師
又

は
そ
の
代
人
を
推
せ
ば
、
英
国
医
学
採
用
の
ま
ま
で
は
な
か
っ
た
か
。

「
（
公
）
四
年
七
月
十
八
日
大
学
東
校
雇
教
師
独
逸
国
人
ミ
ラ
ル
・
ホ
フ
マ
ン
来
著
大
学
上
申
弁
官
宛
今
般
英
医
ウ
リ
ー

ス
御
暇
被
下
置
候
二
付
テ
ハ
急
ニ
プ
ロ
イ
セ
ン
国
ヨ
リ
盛
学
ノ
医
官
二
人
英
語
ヲ
以
教
授
イ
タ
シ
候
者
来
年
ヨ
リ
向
六
ケ
年
御
徴
被
下
度
右
ハ

処
ウ
リ
ス
氏
去
テ
後

官
宛
英
医
ゥ
井
リ
ス
儀
二
付
先
日
岩
倉
大
納
言
殿
へ
外
務
卿
ヨ
リ
委
細
申
上
候
末
猶
又
医
学
校
打
合
セ
去
廿
五
日
於
英
館
同
公
使
へ
及
応
接
候

始
末
別
紙
差
出
候
・
・
・
同
国
公
使
へ
沢
外
務
卿
対
話
書
ウ
井
リ
ス
儀
弥
御
暇
相
願
度
趣
・
・
・
尤
御
約
束
ノ
期
月
〈
今
ヨ
リ
三
ケ
月
迄

二
候
へ
圧
其
実
当
人
不
満
ノ
意
味
モ
有
之
趣
．
：
同
人
儀
〈
只
今
御
暇
御
差
出
ノ
事
ト
御
治
定
有
之
度
候
・
・
・
当
時
病
客
モ
多
分
有
之
候

を
認
め
な
が
ら
、
急
務
の
語
学
で
な
い
と
し
て
、
「
（
公
）
独
逸
語
学
ノ
事
御
雇
入
無
之
方
二
御
決
定
ノ
事
」
と
あ
り
、
此
の
時
点
で
は
医

学
の
範
を
独
逸
に
と
る
意
向
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
（
公
）
二
年
十
月
廿
九
日
医
学
校
雇
英
国
医
師
ウ
井
リ
ス
乞
暇
二
付
代
教
師
雇
入
ヲ
該
国
公
使
へ
托
ス
。
外
務
省
上
申
弁

西
洋
人
不
在
ニ
テ
ハ
大

二
人
心
二
関
係
致
シ
候
間
何
卒
其
代
り

ニ
シ
ド
ル
氏
御
遣
シ
置
被
下
問
敷
哉
此
段
御
相
談
申
入
候
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英
公
使
は
何
故
ウ
イ
リ
ス
の
後
任
を
推
薦
し
な
か
っ
た
か
。
ウ
イ
リ
ス
の
大
学
勤
務
継
続
中
は
放
置
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
公

使
自
身
の
病
状
不
良
で
、
こ
の
問
題
を
処
理
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
か
。
次
回
検
討
の
予
定
。

以
上
太
政
公
文
書
類
を
素
直
に
解
読
し
、
他
の
文
献
と
綜
合
し
て
次
の
結
言
に
到
達
し
た
。

の
英
医
ゥ
イ
リ
ス
は
「
当
人
不
満
ノ
意
味
モ
有
之
」
「
其
代
り
’
一
シ
ド
ル
氏
」
「
二
不
限
可
然
人
物
」
を
沢
外
務
卿
は
英
公
使
へ
「
宜
敷

頼
入
候
」
し
た
の
が
明
治
二
年
十
月
下
旬
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
英
国
医
学
を
続
け
て
採
用
す
る
予
定
で
あ
っ
て
「
西
洋
人
不
在
ニ
テ

〈
大
二
人
心
二
関
係
致
シ
候
間
」
其
後
当
局
者
は
突
如
独
逸
医
学
へ
転
換
せ
ざ
る
を
得
ず
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。

②
英
医
ウ
ィ
リ
ス
辞
職
の
理
由
は
月
給
が
高
額
で
「
不
当
」
と
見
ら
れ
、
且
つ
又
経
済
的
問
題
で
公
私
混
渭
の
疑
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ

う
0

出
来
た
の
で
は
な
い
か
。

る
◎

側
明
治
二
年
の
蘭
商
社
の
経
済
協
力
と
蘭
医
の
医
療
協
力
と
は
深
く
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。

㈲
独
逸
医
学
へ
転
換
し
た
実
質
的
最
高
責
任
者
は
岩
倉
具
視
で
あ
り
、
関
係
し
た
医
師
の
一
人
と
し
て
緒
方
惟
準
も
加
え
る
べ
き
で
あ
る

⑥
同
年
十
二
月
八
日
付
「
急
二
・
プ
ロ
イ
セ
ン
国
ヨ
リ
盛
学
ノ
医
官
」
を
招
く
事
に
な
る
。
随
っ
て
十
二
月
初
頃
独
逸
側
と
の
間
に
内
約
が

終
に
多
年
御
指
導
を
賜
っ
た
恩
師
緒
方
富
雄
教
授
及
び
故
山
崎
佐
博
士
に
深
謝
致
し
ま
す
。
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因
め

VariousConditionsbeforeGermanMedicinewas

adoptedintheUniversityofTokyOatthe

beginningoftheMeijiEral869A.D.

by

TadaoHARAGUCHI

1)TherewasadoubtthatDr.W・WillisfromGreatBritainmixeduppublicandprivatemattersofeconomvinthe
〃

universitytogetherwithhishighersalary.SotheJapaneseministeribrForeignafIhirssolicitedtheBritishministeribr

changing･theBritishdoctorattendingthere.HoweverbythetimeDr.WillislefiTokyofbrKagoshimathenextBritish

doctorhadnotyetcome.SotheJapanesegovernmentrequestedtheGermanministertosendtwoGermandoctorstothe
やg

UniversityofTokyo.

2)AtthattimetherewasabigfinacialcrisisinollrcountryandtheDutchhelpfbrourfbreigndebtwasnoteworthy.

WhenDr.A､F.Bauduin,aDutchdoctor,leftJapanfbrhismothercountryin1870,hewasgreatlyrewardedfbrhispast
effiortsinJapanbyoul･government.

3)TherealleadercontrolingourmedicalsystemmighthavebeenlwakuraTomomiDainagonatthattime.

（
函
の
）



（
刊
且
●
○
色
●
ｑ
Ｕ
）

著
者
は
日
本
麻
酔
科
学
史
研
究
の
た
め
、
明
治
以
来
日
本
で
発
行
さ
れ
た
全
医
学
雑
誌
を
渉
猟
閲
覧
中
で
あ
る
が
、
麻
酔
科
学
史
と
も
非
常

に
関
係
の
深
い
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
も
興
味
あ
る
文
献
を
発
見
し
、
一
部
は
現
地
調
査
の
上
、
そ
の
概
要
を
本
誌
に
発
表
し
て
来
た
。

最
近
筆
者
は
、
青
森
県
に
お
け
る
最
初
の
帝
王
切
開
術
の
症
例
に
つ
い
て
、
そ
の
正
確
な
手
術
期
日
、
術
者
、
助
手
、
患
者
名
、
さ
ら
に
は

術
後
の
経
過
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
簡
単
に
報
告
す
る
。

（
４
）

田
沢
多
吉
の
著
書
「
明
治
以
来
弘
前
医
史
」
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

明
治
四
十
三
年
、
田
沢
、
上
野
、
二
氏
〈
弘
前
衛
戌
病
院
ノ
手
術
室
ヲ
借
リ
テ
、
帝
王
切
開
術
ヲ
行
う
。
蓋
シ
妊
婦
〈
軍
属
ノ
家
族
ナ
リ

シ
ヲ
以
テ
斯
ノ
便
ヲ
得
ダ
ル
次
第
ナ
リ
、
帝
王
切
開
術
〈
本
市
二
在
テ
ハ
塙
矢
ナ
リ
、
其
ノ
成
績
〈
母
体
〈
之
レ
ヲ
助
命
シ
得
タ
ル
モ
、
胎

二
”
田
沢
多
吉
ら
に
よ
る
帝
王
切
開
術

一
、
は
じ
め
に

青
森
県
に
お
け
る
最
初
の
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て

ｌ
田
沢
多
吉
の
こ
と
な
ど
Ｉ

羅
垂
蕊
欝
轌
一
萩
準
澆
昭
和
五
十
四
年
六
月
六
日
受
付

松
木
明

知
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（
１
）

当
時
帝
王
切
開
術
と
い
え
ば
、
東
京
・
大
阪
な
ど
の
中
央
で
も
頻
繁
に
施
行
さ
れ
た
手
術
で
は
な
か
っ
た
。
筆
者
の
調
査
で
は
明
治
十
二
年

か
ら
明
治
三
十
年
ま
で
わ
ず
か
十
数
例
が
行
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
手
術
は
当
時
の
青
森
県
で
は
き
わ
め
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
事
件
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
さ
ら
に
詳
細
な
情
報
を
得
た
い
と
考
え
、
東
奥
日
報
、
弘
前
新
聞
な
ど
当
時
の
地
方
の

新
聞
を
調
査
し
た
が
、
一
行
の
記
事
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
大
手
術
が
地
元
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
な
い
は
ず
は
な
い
。
そ
こ
で
田
沢
多
吉
の
喬
で
、
現
在
弘
前
市
東
長
町
で
開
業
さ
れ
て
お

ら
れ
る
田
沢
茂
博
士
に
依
頼
し
、
何
か
記
録
が
遺
さ
れ
て
は
い
な
い
か
ど
う
か
探
索
し
て
戴
い
た
。
果
せ
る
か
な
博
士
は
祖
父
多
吉
の
日
記
を

筐
底
に
見
い
出
し
、
筆
者
も
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。

明
治
四
十
三
年
の
日
記
に
は
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
何
の
記
載
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
翌
明
治
四
十
四
年
の
五
月
か
ら
七
月
に
か

け
て
左
に
示
す
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
た
。
左
に
関
係
記
事
を
抄
出
す
る
。

児
ハ
不
良
ノ
転
帰
ヲ
坂
ル
’
一
至
レ
ル
ハ
遣
憾
ナ
リ
ト
謂
フ
ベ
シ
。

（
５
）

明
治
四
十
四
年
五
月
十
四
日

本
日
午
前
九
時
弘
前
衛
戌
病
院
に
て
昨
日
患
者
の
大
手
術
を
行
し
胎
児
は
容
易
に
娩
出
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
た
め
意
外
に
手
数
を
要

し
遂
に
死
亡
せ
り
、
母
体
の
予
後
も
不
可
計
手
術
は
午
前
十
時
半
に
始
め
午
後
一
時
半
に
終
は
る
。
小
野
、
上
野
及
軍
医
熊
本
の
手
伝

ア
リ
タ
リ
。

五
月
十
九
日

五
月
二
十
三
日

帝
王
切
開
術
の
患
者
経
過
甚
だ
好
良
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産
婦
が
軍
人
の
家
族
で
あ
っ
た
た
め
、
弘
前
衛
戌
病
院
を
利
用
し
た
と
「
明
治
以
来
弘
前
市
医
史
」
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、
日
記
に
は
こ
れ

に
つ
い
て
何
の
言
及
も
な
く
、
患
者
の
氏
名
も
ま
た
不
明
で
あ
っ
た
。

手
術
の
助
手
を
勤
め
た
「
小
野
、
上
野
」
と
あ
る
の
は
、
小
野
芳
甫
と
上
野
忠
の
二
氏
の
こ
と
で
あ
る
。

小
野
芳
甫
は
小
野
完
造
の
養
子
で
明
治
三
十
二
年
七
月
第
五
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
翌
三
十
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
入
学
し

た
。
二
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
六
年
に
卒
業
し
、
初
め
産
婦
人
科
を
志
望
し
た
が
、
近
視
の
た
め
手
術
な
ど
は
不
向
き
と
考
え
、
内
科

の
入
沢
達
吉
博
士
の
門
に
入
っ
た
。
し
ば
ら
く
同
教
室
で
研
究
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
養
母
、
養
祖
母
の
病
気
の
た
め
、
遂
に
同
三
十
七
年

秋
帰
郷
し
、
小
野
医
院
を
継
い
だ
。
そ
の
後
医
院
の
名
称
を
「
小
野
蘇
剤
医
院
」
と
改
め
た
。
芳
甫
の
次
男
で
現
在
小
野
病
院
院
長
の
小
野
定

男
博
士
の
直
話
で
は
、
芳
甫
は
内
科
が
専
門
で
あ
っ
た
が
、
産
婦
人
科
に
も
興
味
を
有
し
、
こ
の
方
面
の
患
者
の
治
療
も
随
分
行
っ
た
と
い

明
し
た
。

（
４
）

右
の
日
記
に
よ
っ
て
多
吉
が
そ
の
著
者
に
「
明
治
四
十
三
年
」
と
し
た
手
術
の
時
期
は
、
彼
の
記
憶
違
い
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

七
月
七
日

五
月
二
十
七
日

五
月
二
十
四
日

帝
王
切
開
術
の
膣
内
を
検
す
る
に
子
宮
口
は
全
く
二
個
あ
り
縦
裂
な
る
を
見
る
。

せ

り本
日
小
野
病
院
に
て
上
野
医
師
と
共
に
例
の
帝
王
切
開
術
患
者
の
診
察
を
施
せ
り
。

本
日
大
手
術
患
者
の
抜
糸
を
行
ひ
其
結
果
好
良
な
り
き

帝
王
切
開
術
の
患
者
の
膣
洗
を
行
ひ
、
こ
れ
を
検
す
る
に
他
に
人
口
的
子
宮
口
あ
る
が
如
く
に
て
膿
汁
を
漏
す
を
見
る
。
纈
帯
交
換

、P

OD （35）



う
。
大
学
時
代
の
先
輩
に
木
下
正
中
が
い
た
影
響
も
あ
ろ
う
。

上
野
忠
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
手
術
が
行
わ
れ
た
明
治
四
十
四
年
に
は
弘
前
市
本
町
（
郵
便
局
跡
）
で
「
外
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
梅
毒
、
皮
層
病
」
を
専
門
と
し
て
開
業
し
て
い
た
。

軍
医
の
熊
本
に
つ
い
て
も
氏
名
以
外
何
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

さ
て
手
術
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
九
時
よ
り
準
備
し
、
執
刀
し
た
の
は
十
時
半
で
、
終
了
し
た
の
が
午
後
一
時
半
で
あ
っ
た
。
約
三
時
間
も

（
８
）

か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
麻
酔
に
つ
い
て
は
何
も
記
載
が
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
多
吉
は
「
麻
酔
麻
痒
二
就
イ
テ
」
と
題
す
る
論
文
を
発

表
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
い
ず
れ
の
症
例
も
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル

ム
麻
酔
に
つ
い
て
の
多
吉
の
知
識
は
他
の
麻
酔
薬
よ
り
も
豊
富
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
時
一
般
に
は
脊
髄
麻
酔
よ
り
は
む
し
ろ
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
の
方
が
広
く
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
は
と
く
に
帝

国
陸
軍
の
外
科
医
の
間
で
広
く
普
及
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
郷
里
に
帰
っ
て
か
ら
初
め
て
の
大
手
術
に
は
日
頃
か
ら
慣
れ
た
麻
酔
薬
が
一

般
に
用
い
ら
れ
る
の
が
当
然
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
熊
本
に
よ
っ
て
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
勿

論
手
術
は
田
沢
が
執
刀
し
、
小
野
、
上
野
の
二
氏
が
助
手
を
勤
め
た
。

術
後
の
経
過
も
良
好
で
あ
っ
た
が
、
五
月
二
十
四
日
の
「
子
宮
口
は
全
く
二
個
あ
り
縦
裂
な
る
を
見
る
」
と
い
う
記
載
か
ら
考
え
る
と
、

「
双
角
子
宮
」
で
は
な
か
っ
た
、
か
と
も
推
察
さ
れ
る
が
、
以
上
の
記
録
の
象
か
ら
で
は
こ
れ
以
上
の
正
確
な
診
断
は
不
可
能
で
あ
る
。

五
月
二
十
三
日
の
記
載
か
ら
は
多
少
感
染
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
ど
う
に
か
大
事
に
な
ら
ず
、
五
月
二
十
七

日
に
抜
糸
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

ヲ

o
O

七
月
七
日
の
記
録
で
は
患
者
が
小
野
医
院
に
入
院
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
い
つ
弘
前
衛
戌
病
院
か
ら
小
野
医
院
に
転
院
し
た
か
不
明
で
あ

（
４
）

な
お
多
吉
は
「
明
治
以
来
弘
前
市
医
史
」
の
中
で
こ
の
手
術
が
弘
前
市
に
お
け
る
塙
矢
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
筆
者
の
調
査
で
現
在
の
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と
こ
ろ
多
吉
の
症
例
以
前
に
青
森
県
で
帝
王
切
開
術
が
施
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
本
例
が
青
森
県
に
お
け
る
最
初
の
帝
王
切
開
術
で
あ
ろ
う
。

（
１
）

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
は
横
浜
で
エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
ら
に
よ
っ
て
本
邦
最
初
の
全
身
麻
酔
科
帝
王
切
開
術
が

施
行
さ
れ
て
以
来
、
明
治
三
十
年
ま
で
約
十
数
例
の
帝
王
切
開
術
の
報
告
が
披
見
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
医
学
雑
誌
に
発
表
さ
れ
な
い
症
例
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
↑
、
当
然
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
多
吉
ら
の
手
術
は
少
く
と
も
日
本
の

帝
王
切
開
術
の
第
二
十
’
三
十
番
目
位
の
症
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
多
吉
の
評
価
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
当
時
と
し
て
は
最
も
設
備
の
整
っ
た
病
院
で
手
術
を
行
な
っ
た
こ
と
、
助
手
と
し
て
医
師
三
人
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
な
ど
極
め
て
慎
重
に

行
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
し
よ
う
。
こ
れ
は
恐
ら
く
師
浜
田
玄
達
の
教
え
を
順
守
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

多
吉
の
著
書
や
日
記
に
よ
っ
て
も
帝
王
切
開
術
を
受
け
た
患
者
名
は
不
明
で
あ
っ
た
。

し
か
し
筆
者
は
手
術
の
二
日
後
の
明
治
四
十
四
年
五
月
十
六
日
の
「
弘
前
新
聞
」
に
次
の
様
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
い
出
し

↑
上
０

、
、
、
、
、
、
、

妊
婦
の
腹
を
裂
く

中
郡
（
中
津
軽
郡
ｌ
筆
者
註
）
駒
越
村
大
字
駒
越
福
島
健
三
郎
妻
き
ん
（
一
二
）
は
妊
娠
中
五
六
日
以
前
よ
り
腹
痛
し
分
娩
期
な
り
と
て

医
師
産
婆
の
診
断
に
依
れ
ば
或
は
子
宮
の
妊
娠
に
あ
ら
ざ
る
や
と
の
事
に
て
開
腹
術
を
施
す
べ
し
と
の
注
意
に
任
せ
市
内
小
野
病
院
へ
入

院
せ
し
め
更
に
弘
前
衛
戌
病
院
に
移
し
該
院
外
科
室
に
於
て
一
昨
十
四
日
午
前
十
時
十
分
よ
り
開
腹
術
を
行
い
た
る
が
主
任
小
野
院
長
他

十
四
名
各
医
師
行
い
た
る
が
主
任
小
野
院
長
他
十
四
名
各
医
師
集
合
、
嬰
児
は
死
亡
せ
し
も
母
体
の
経
過
は
好
良
な
る
由
因
に
乙
部
、
鳴

海
、
丹
藤
の
産
婆
も
参
観
せ
り
と
言
ふ
。

三
、
患
者
「
福
島
き
ん
」
に
つ
い
て

の庁
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当
時
弘
前
に
小
野
姓
の
医
師
は
二
人
い
た
が
「
小
野
医
院
」
は

芳
甫
の
「
小
野
蘇
剤
医
院
」
唯
一
軒
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
小
野
院
長
は
小
野
芳
甫
で
あ
る
こ
と
が
傍
証
さ
れ
た
。

「
き
ん
」
の
親
類
は
今
で
も
「
き
ん
」
が
弘
前
衛
戌
病
院
で
手
術
を
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

菩
提
寺
で
あ
る
弘
前
市
茂
森
町
京
徳
院
を
尋
ね
、
過
去
帳
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
き
ん
」
は
昭
和
元
年
（
正
式
に
は
大
正
十
五
年
）
一
月
三

十
日
、
三
十
五
歳
で
死
亡
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
続
柄
は
「
福
島
健
三
郎
妻
」
と
の
み
あ
り
、
「
ぎ
ん
」
の
名
前
は
な
い
。
「
貞
香
院
秀
安

妙
粧
大
姉
」
が
そ
の
法
名
で
あ
る
。
な
お
夫
の
健
三
郎
は
昭
和
二
十
年
十
一
月
一
日
に
死
亡
し
て
い
る
。
六
十
六
歳
。

写
真
１
は
福
島
家
の
墓
碑
で
後
の
も
の
が
古
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
患
者
の
氏
名
、
年
齢
や
前
後
の
事
情
が
判
明
し

た
の
で
あ
る
。

元
来
「
き
ん
」
は
小
野
芳
甫
の
患
者
で
あ
っ
た
が
難
産
の
た

め
、
五
月
十
三
日
、
専
門
医
で
あ
る
多
吉
の
往
診
を
乞
う
た
。
多

碑墓
吉
は
診
察
し
、
帝
王
切
開
術
の
適
応
と
考
え
て
、
そ
の
旨
小
野
に

の毒
告
げ
た
。
し
か
し
こ
の
手
術
を
行
う
に
十
分
な
設
備
の
あ
る
手
術

福
室
が
な
か
っ
た
の
で
、
患
者
の
夫
福
島
健
三
郎
が
軍
人
で
あ
っ
た

１真
関
係
も
あ
り
、
弘
前
衛
戌
病
院
の
手
術
室
を
借
り
る
こ
と
に
し
、

写
同
時
に
軍
医
熊
本
の
手
伝
い
も
依
頼
し
た
の
で
あ
っ
た
。

医
師
十
四
名
さ
ら
に
産
婆
が
三
名
も
集
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
い
か
に
こ
れ
が
「
大
手
術
」
で
あ
っ
た
か
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
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（
４
）

こ
の
間
の
事
情
は
「
明
治
以
来
弘
前
市
医
史
」
中
に
も
「
我
ガ
郷
里
、
元
ト
事
物
遅
を
タ
リ
、
殊
二
産
婦
人
界
〈
甚
ダ
幼
稚
ニ
シ
テ
、
全
ク

旧
態
ヲ
脱
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
医
師
亦
兎
角
分
娩
ヲ
避
ヶ
、
産
婦
〈
唯
一
一
無
智
ナ
ル
老
婆
ト
、
盲
人
ノ
手
一
一
委
ス
ル
ノ
ミ
、
多
吉
明
治
二
十
九
年

第
二
高
等
学
校
医
学
部
ヲ
卒
へ
医
業
ヲ
開
ク
コ
ト
十
年
、
屡
々
難
産
二
悩
マ
サ
ル
、
故
二
其
実
地
ヲ
究
メ
ン
ト
欲
セ
シ
コ
ト
年
ア
リ
」
と
記
し

て
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

偶
を
友
人
桜
井
克
巳
に
相
談
し
、
明
治
三
十
九
年
当
時
産
婦
人
科
医
と
し
て
令
名
を
馳
せ
て
い
た
東
京
の
産
婦
人
科
病
院
の
浜
田
玄
達
の
門

多
吉
の
祖
父
は
玄
伯
で
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
七
年
に
残
し
た
と
い
う
。
弘
前
藩
医
山
崎
了
泰
に
つ
い
て
医
術
を
学
び
、
漢
方

医
と
し
て
明
治
の
初
年
に
開
業
し
た
。
玄
伯
の
息
宗
伯
、
元
伯
も
医
業
を
継
い
だ
。
多
吉
は
元
伯
の
長
男
で
あ
る
。

明
治
二
十
七
年
東
奥
義
塾
を
卒
業
し
、
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
医
学
部
に
入
学
し
、
同
二
十
九
年
に
卒
業
し
、
弘
前
市
東
長
町
で
開
業
し

た
。
し
か
し
当
時
青
森
県
に
は
産
婦
人
科
専
門
医
が
お
ら
ず
、
多
吉
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
産
婦
人
科
の
患
者
も
診
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

多
吉
は
日
夜
臨
床
の
研
究
に
精
進
し
た
。

形
売
上
０
１

つ
圭
卜
０

告
し
た
も
の
で
あ
る
。

に
入
っ
た
。

（
６
）

そ
の
結
果
は
「
腫
瘍
一
一
因
ス
ル
狭
窄
骨
盤
一
一
於
ケ
ル
自
然
分
娩
ノ
ー
例
」
と
題
す
る
論
文
な
ど
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。

右
の
論
文
は
卵
巣
の
腫
瘍
を
合
併
し
た
産
婦
が
、
頭
囲
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
体
重
三
、
三
○
○
グ
ラ
ム
の
胎
児
を
分
娩
し
た
例
を
報

玄
達
は
と
く
に
多
吉
の
確
固
た
る
志
を
容
れ
て
正
式
の
病
院
の
医
員
と
し
て
採
用
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
師
玄
達
の
厚
恩
に
報
い
る
た
め

翌
四
十
一
年
多
吉
は
二
篇
の
論
文
を
発
表
し
た
。

四
、
田
沢
多
吉
に
つ
い
て
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写真2

（
７
）

一
つ
は
「
稀
有
ナ
ル
患
者
ノ
デ
モ
ン
ス
ト
ラ
チ
オ
ン
」
で
、
こ
れ

は
三
十
六
歳
の
女
性
の
痕
跡
子
宮
底
に
発
生
し
た
線
維
腫
が
、
左
鼠

径
部
に
ヘ
ル
ニ
ア
と
な
っ
て
手
術
摘
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
。
○
）

第
二
の
論
文
は
「
麻
酔
麻
痒
一
一
就
テ
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
る
。

月
経
困
難
症
に
対
す
る
膣
上
部
切
断
術
、
子
宮
後
屈
に
対
す
る
子
宮

固
定
術
、
卵
巣
蕊
腫
に
対
す
る
全
刷
術
、
子
宮
頸
管
癌
に
対
す
る
子

宮
全
別
術
の
四
例
の
術
後
に
上
腕
の
神
経
麻
痒
を
来
た
し
た
報
告
で

あ
る
。
麻
酔
は
い
ず
れ
も
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
を
用
い
、
麻
酔
時
間
は

一
時
間
十
分
か
ら
二
時
間
三
十
分
で
、
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
の
使
用
量

は
四
○
グ
ラ
ム
か
ら
二
五
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。

多
吉
は
、
骨
盤
高
位
の
際
、
患
者
が
手
術
台
か
ら
転
落
、
滑
脱
す

る
の
を
予
防
す
る
た
め
の
鉄
棒
が
、
頚
部
、
上
肢
を
圧
迫
し
た
結
果

生
じ
た
も
の
と
し
、
こ
れ
を
改
良
し
て
以
来
全
く
そ
の
発
生
を
見
な

く
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
論
文
の
要
旨
は
学
会
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
文
末
に

緒
方
正
清
と
の
質
疑
応
答
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

約
二
年
間
の
研
修
を
終
っ
て
明
治
四
十
一
年
に
帰
郷
し
た
が
、
ど

う
い
う
理
由
か
弘
前
で
な
く
青
森
に
「
田
沢
産
科
婦
人
科
医
院
」
を

（
９
．
畑
）

開
業
し
、
「
専
門
産
科
婦
人
科
」
の
診
療
を
行
っ
た
。
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明
治
四
十
三
年
五
月
三
日
、
青
森
幸

地
の
旧
宅
に
再
び
診
療
所
を
開
い
た
。

以
後
多
吉
は
弘
前
市
医
師
会
の
中
心
的
人
物
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
三
月
十
六
日
母
校
東
奥
義
塾
の
卒
業
式
に
出
席
す
る
途

中
心
臓
麻
簿
（
正
式
に
は
心
筋
硬
塞
で
あ
ろ
う
か
）
で
逝
去
し
た
。
八
十
二
歳
。

明
治
四
十
四
年
五
月
十
四
日
、
田
沢
多
吉
ら
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
青
森
県
で
最
初
の
帝
王
切
開
術
と
田
沢
多
吉
に
つ
い
て
簡
単
に
報
告
し

た
。
田
沢
が
執
刀
し
、
助
手
と
し
て
小
野
芳
甫
、
上
野
忠
、
さ
ら
に
軍
医
熊
本
の
三
医
師
が
参
加
し
、
こ
の
他
多
数
の
医
師
が
見
学
し
た
と
い

う
。
患
者
が
軍
人
の
家
族
で
あ
っ
た
た
め
、
手
術
は
弘
前
衛
戊
病
院
で
行
な
わ
れ
た
。

患
者
は
中
津
軽
郡
駒
越
村
の
福
島
ぎ
ん
二
十
歳
で
双
角
子
宮
の
た
め
帝
切
を
行
っ
た
ら
し
く
、
手
術
は
難
行
し
、
胎
児
は
死
亡
し
た
が
、
母

は
術
後
も
順
調
な
経
過
を
辿
っ
た
。
な
お
、
き
ん
は
大
正
十
五
年
一
月
三
十
日
、
三
十
五
歳
で
死
亡
し
た
。

麻
酔
に
つ
い
て
は
何
ら
記
載
が
な
い
が
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
軍
医
熊
本
が
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
を
行
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
間

こ
の
よ
う
に
産
科
婦
人
科
の
診
療
を
行
う
傍
ら
、
一
般
の
人
左
に
対
す
る
啓
蒙
に
も
力
を
入
れ
、
明
治
四
十
三
年
五
月
に
は
地
元
の
新
聞
に

（
、
）「

初
生
児
の
哺
乳
に
対
す
る
世
人
の
誤
解
」
（
写
真
２
）
と
題
す
る
文
章
を
発
表
し
て
い
る
。

明
治
四
十
三
年
五
月
三
日
、
青
森
市
に
大
火
が
発
生
し
た
。
そ
の
た
め
多
吉
は
弘
前
に
引
越
し
、
上
京
前
に
開
業
し
て
い
た
東
長
町
一
九
番

明
治
四
十
三
年
五
月
三
十
一
日
の
東
奥
日
報
に
は
次
の
様
な
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

私
儀
弘
前
市
東
長
町
一
九
番
地
（
旧
宅
）
に
転
住
之
処
二
十
八
日
よ
り
診
療
に
従
事
す
。

産
科
婦
人
科
の
外
に
内
科
の
診
療
に
も
応
ず
病
室
出
来
候
に
付
入
院
の
需
に
応
ず
。

五
月
医
学
得
業
士
田
沢
多
吉

お
わ
り
に
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違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

２

な
お
本
稿
を
草
す
る
に
際
し
て
、
筆
者
の
調
査
に
快
く
御
協
力
下
さ
れ
た
田
沢
茂
博
士
と
弘
前
市
の
京
徳
寺
の
方
々
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す

４

ブ
（
》
○

（
２
）
松
木
明
知
日
本
の
帝
王
切
開
の
歴
史
ｌ
伊
古
田
純
道
の
事
蹟
に
関
す
る
最
近
の
知
見
、
日
本
医
史
学
雑
誌
一
千
五
巻
一
号
、
昭
和
五
十
四
年
一
月

（
３
）
松
木
明
知
本
邦
初
の
全
身
麻
酔
下
帝
王
切
開
術
日
本
医
事
新
報
二
八
三
一
号
昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
七
日

（
４
）
田
沢
多
吉
明
治
以
来
弘
前
市
医
史
昭
和
十
八
年
六
月
四
二
’
四
一
貢
（
私
利
本
）

（
５
）
田
沢
多
吉
日
記
（
明
治
四
十
四
年
）
（
田
沢
茂
博
土
蔵
）

（
６
）
田
沢
多
吉
腫
瘍
二
因
ス
ル
狭
窄
骨
盤
二
於
ケ
ル
自
然
分
娩
ノ
ー
例
、
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
第
二
巻
九
二
’
九
九
頁
明
治
四
十
年

（
７
）
田
沢
多
吉
稀
有
ナ
ル
患
者
ノ
「
デ
モ
ン
ス
ト
ラ
チ
オ
ン
」
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
第
三
巻
一
四
一
Ｔ
一
四
四
頁
明
治
四
十
一
年

（
８
）
田
沢
多
吉
麻
酔
麻
蝉
二
就
テ
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
第
三
巻
一
四
七
’
一
五
五
頁
明
治
四
十
一
年

（
９
）
東
奥
日
報
明
治
四
十
三
年
一
月
一
日
広
告
東
奥
日
報
社
所
蔵

（
、
）
東
奥
日
報
明
治
四
十
三
年
一
月
七
日
広
告

（
ｕ
）
東
奥
日
報
明
治
四
十
三
年
四
月
二
十
五
、
六
日

文
献

（
１
）
松
木
明
知
本
邦
に
お
け
る
明
治
前
半
の
帝
王
切
開
術
ｌ
と
く
に
全
身
麻
酔
下
の
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
ｌ

昭
和
五
十
三
年
十
月

日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
四
巻
四
号
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TheFirstCesareanSectioninAomori

PrefecturebyDr.Tazawa

by

AkitomoMatsuki

AcaseofthefirstCesareansectioninAomoriprefbcturebyDr.T.TazawaetalwasreportedbrieHy.

ThepatientwasKinFukushima,wifbofKenzaburoFukushima,20yearsofage,whosufIbredfiPomaprolongedlabor

becauseof(GUterusbicornisunicollis''.

ShewasadmittedtoOnoSozaiHospitalofHirosakicity,thentransibrredtoHirosakiHospitalofthelmperialMilitary

Servicetoreceiveanemergencycasareansectlon.

Dr．T.Tazawapracticedtoperfbrmtheopex･ationbecausehewastheonlyspecialistinobstetricsinthecity.

TheCesareansectionwasperlbrmedonMayl4,1911,however,herfbetuswasdead.

ChloroibrmanesthesiaisconsideredtohavebeenemployedbyDr.Kumamotobutthedetailsarestillunknowntous.

Thepatientrecoveredsmoothlyexceptibratransientvaginalinfection.

Shediedattheageof35andwasburiedinthegraveyardofkyotokUjiinHiroSaki.AshortbiographyofDr．T、

Tazawawasalsoreported.

（
的
》
）

的
マ



し
か
も
こ
の
十
七
名
中
、
山
口
少
佐
を
含
め
て
五
名
は
、
青
森
衛
戌
病
院
へ
収
容
さ
れ
て
旬
日
を
出
な
い
で
、
ま
た
一
人
は
約
一
カ
月
後
に

死
亡
し
た
た
め
、
結
局
わ
ず
か
十
一
名
の
み
が
生
存
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
し
て
生
き
残
っ
た
十
一
名
中
、
五
体
満
足
な
も
の
は
わ
ず
か
に
倉
石
大
尉
と
伊
藤
中
尉
、
長
谷
川
貞
三
特
務
曹
長
の
三
名
で
、
他
の
八
名

は
凍
傷
で
手
足
を
失
い
、
兵
役
免
除
と
な
っ
た
。
ま
こ
と
に
日
本
陸
軍
史
上
、
最
も
悲
惨
な
事
件
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

青
森
衛
戌
病
院
に
収
容
さ
れ
、
死
亡
し
て
い
っ
た
六
名
の
中
に
山
口
少
佐
も
含
ま
れ
て
い
た
。

山
口
少
佐
を
除
く
五
名
の
死
因
に
つ
い
て
は
、
歩
兵
五
連
隊
が
出
版
し
た
「
遭
難
始
末
」
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
一
人
山
口
少
佐

の
承
は
単
に
「
二
月
二
日
午
後
九
時
死
亡
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

右
の
記
事
だ
け
で
は
詳
細
な
死
因
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
筆
者
が
偶
々
「
日
本
麻
酔
科
学
史
」
執
筆
の
資
料
を
探
索
中
、

「
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
」
明
治
三
十
六
年
五
月
号
に
第
八
師
団
青
森
衛
戌
病
院
が
発
表
し
た
論
文
「
明
治
三
十
五
年
凍
傷
患
者
治
療
景
況
」
を

一
、
山
口
少
佐
の
死
因

雪
中
行
軍
参
加
者
計
二
百
十
名
中
、
生
存
し
て
救
助
さ
れ
た
も
の
は
、
わ
ず
か
十
七
名
、
八
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
図
１
は
八
甲
田
山
中
の

死
者
発
見
場
所
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
八
師
団
歩
兵
五
連
隊
の
雪
中
行
軍
の
医
学
的
考
察
三
一

態
垂
謹
欝
罎
一
該
窪
病
昭
和
五
十
四
年
五
月
七
日
受
付

松
木
明

知
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図1八甲田山中の兵士死亡位置（・）と後藤伍長の銅像

発
見
し
た
。
凍
傷
患
者
発
生
の

状
況
を
、
軍
事
衛
生
上
か
ら
細

か
く
検
討
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
従
来
全

く
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ

る
。

そ
の
中
に
は
、
山
口
少
佐
が

所
謂
「
心
臓
麻
溥
」
で
死
亡
し

た
と
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て

い
る
。
「
山
口
少
佐
〈
三
分
前

一
一
看
護
者
ガ
水
ヲ
給
セ
ン
乎
ト

問
ヒ
タ
ル
ト
キ
明
一
一
要
セ
ス
ト

答
へ
顔
貌
モ
異
常
ナ
カ
リ
シ
モ

ノ
卒
然
貧
血
『
チ
ア
ノ
ー
ゼ
』

ヲ
呈
シ
眼
球
上
震
（
一
般
瀕
死

一
一
致
ル
所
ニ
シ
テ
呼
吸
衝
突
状

ト
ナ
リ
ロ
鼻
ヲ
開
キ
三
十
分
間

ニ
シ
テ
逝
ケ
リ
、
腐
敗
〈
未
ダ

成
ラ
ス
熱
モ
亦
比
日
初
メ
テ
僅
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五
体
満
足
で
あ
っ
た
倉
石
大
尉
、
伊
藤
中
尉
ら
で
さ
え
、
二
月
一
日
よ
り
二
月
十
八
日
ま
で
は
入
院
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
記
録

が
残
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
山
口
少
佐
の
容
態
に
つ
い
て
は
病
床
日
誌
以
外
に
そ
れ
を
求
め
て
推
察
す
る
以
外

佐
、
倉
石
大
尉
、
伊
藤
中
尉
、
長
谷
川
蛙

れ
て
い
な
い
。
一
説
に
は
大
東
亜
戦
争
（

衛
隊
に
遺
さ
れ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

果
し
て
山
口
少
佐
の
死
因
は
、
病
死
か
ピ
ス
ト
ル
自
殺
か
、
は
た
ま
た
他
の
原
因
で
あ
っ
た
か
は
医
学
的
に
見
て
も
、
非
常
に
興
味
あ
る
問

題
で
あ
る
。

し
か
し
最
近
雪
中
行
軍
の
研
究
家
で
あ
る
小
笠
原
氏
は
山
口
少
佐
が
病
院
で
は
な
く
、
ピ
ス
ト
ル
自
殺
し
た
の
で
あ
っ
た
と
い
う
説
を
述
べ

て
い
る
。
大
江
志
乃
夫
も
「
日
露
戦
争
の
軍
事
史
的
研
究
」
の
中
で
「
遭
難
始
末
」
を
資
料
と
し
て
山
口
少
佐
は
「
自
決
」
し
た
と
述
べ
て
い

る
が
、
同
資
料
に
は
死
因
に
つ
い
て
ば
全
く
記
載
が
な
い
の
で
あ
る
。

新
田
次
郎
の
原
作
に
基
づ
く
映
画
「
八
甲
田
」
で
も
、
ピ
ス
ト
ル
自
殺
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
何
を
根
拠
と
し
た
も
の
で
あ

、
Ｏ

プ
つ
弓
子
刀

で
あ
る
。

二
上
リ
タ
ル
ノ
ミ
精
神
〈
犯
サ
レ
ァ
ラ
ス
敗
血
症
ト
ハ
謂
上
難
シ
想
ブ
’
一
興
奮
ノ
処
置
ヲ
以
テ
僅
力
’
一
保
チ
タ
ル
心
臓
ノ
遂
一
一
其
作
業
二
堪
ヘ

ス
シ
テ
卒
然
麻
痒
セ
ル
モ
ノ
ニ
他
ナ
ラ
ズ
」

こ
の
こ
と
は
真
偽
は
と
も
か
く
と
し
て
、
山
口
少
佐
が
公
式
に
は
「
心
臓
麻
蝉
」
と
し
て
死
亡
診
断
書
が
出
さ
れ
た
る
こ
と
を
意
味
す
る
の

二
、
山
口
少
佐
の
症
状

青
森
衛
戌
病
院
に
入
院
し
た
十
七
名
の
中
、
病
床
日
誌
つ
ま
り
今
で
い
う
入
院
カ
ル
テ
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
九
名
で
、
何
故
か
山
口
少

、
倉
石
大
尉
、
伊
藤
中
尉
、
長
谷
川
特
務
曹
長
、
高
橋
房
治
、
及
川
平
助
、
山
本
徳
次
郎
、
紺
野
市
次
郎
の
関
係
分
は
散
失
し
て
今
に
遣
さ

て
い
な
い
。
一
説
に
は
大
東
亜
戦
争
の
直
前
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
対
ソ
戦
に
備
え
て
一
軍
医
が
、
病
床
日
誌
の
一
部
を
抄
出
し
た
も
の
が
、
自
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そ
し
て
二
十
五
日
午
前
五
時
に
は
人
事
不
省
に
陥
り
、
永
井
軍
医
、
中
野
、
大
橋
の
両
中
尉
に
看
護
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
時
に
は
倉
石
大
尉

が
、
行
軍
計
画
大
隊
本
部
の
行
務
や
家
族
に
関
す
る
遺
言
を
尋
ね
て
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
、
一
時
的
に
せ
よ
衰
弱
し
て
い
た
と
い
う
。

昼
頃
に
な
り
、
焚
き
火
で
暖
め
ら
れ
た
少
佐
は
、
倉
石
大
尉
の
報
告
を
聞
い
て
指
令
を
発
す
る
ほ
ど
元
気
を
回
復
し
た
。

行
軍
第
三
日
の
二
十
五
日
の
午
後
五
時
頃
、
一
行
は
鳴
沢
の
南
西
の
第
二
露
営
地
か
ら
馬
立
場
を
通
っ
て
桜
ノ
木
森
の
南
に
至
り
同
所
に
露

営
し
た
。
こ
の
行
軍
中
、
山
口
少
佐
は
三
度
昏
倒
し
た
が
、
そ
の
都
度
、
部
下
の
介
抱
で
漸
く
蘇
生
し
た
が
、
露
営
地
に
到
着
す
る
夜
十
二
時

頃
に
は
全
く
の
人
事
不
省
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
十
六
日
の
午
前
一
時
、
山
口
少
佐
は
昏
倒
し
た
ま
ま
で
指
揮
不
能
で
あ
っ
た
の
で
、
倉
石
、
神
成
大
尉
ら
一
行
約
三
十
名
は
止
む
を
得

ず
、
山
口
少
佐
ら
を
残
し
て
北
方
を
目
指
し
て
進
ん
だ
。
山
口
少
佐
ら
の
一
行
は
、
午
前
八
時
頃
に
は
倉
石
大
尉
ら
の
一
行
に
追
い
つ
い
た
。

妻
の
河
原
南
東
部
で
、
山
口
少
佐
、
倉
石
大
尉
は
右
に
進
路
を
取
り
、
駒
込
川
の
渓
谷
に
陥
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
大
滝
下
流
付
近
で
進
退
が

極
ま
っ
た
。
五
日
間
同
じ
所
を
い
た
ず
ら
に
俳
個
し
、
死
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
同
所
で
山
口
少
佐
が
発
見
さ
れ
た
の
は
一
月
三
十
一
日

午
後
の
、
行
軍
開
始
以
来
十
一
日
目
で
あ
っ
た
。

「
遭
難
始
末
」
は
山
口
少
佐
の
状
態
に
つ
い
て
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

．
月
三
十
一
日
午
後
三
時
於
大
滝
下
流
谷
底
発
見
四
肢
凍
直
僅
二
人
事
ヲ
弁
ス
」
。

四
肢
は
凍
傷
に
冒
さ
れ
、
意
識
も
辛
じ
て
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

山
口
少
佐
と
同
時
に
発
見
さ
れ
た
の
は
、
倉
石
大
尉
、
伊
藤
中
尉
、
小
原
忠
三
郎
伍
長
、
高
橋
房
治
伍
長
、
及
川
平
助
一
等
兵
、
山
本
徳
次

郎
一
等
兵
、
後
藤
惣
助
一
等
兵
、
紺
野
市
次
郎
二
等
兵
の
八
名
で
あ
っ
た
。

て
い
た
０

に
方
法
は
な
い
。

山
口
少
佐
は
行
軍
第
二
日
目
の
明
治
三
十
五
年
一
月
二
十
四
日
の
午
後
に
は
、
興
津
大
尉
、
中
野
中
尉
ら
と
同
じ
く
す
で
に
凍
傷
に
冒
さ
れ
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谷
底
に
発
見
さ
れ
て
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
ま
で
実
に
八
時
間
以
上
も
経
過
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
月
三
十
一
日
深
夜
に
第
八
哨
所
に
収
容
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
移
送
さ
れ
て
青
森
衛
戌
病
院
に
至
っ
た
の
は
二
月
一
日
の
夜
で
あ
っ
た
。

山
口
少
佐
以
外
に
四
肢
東
直
し
て
救
助
さ
れ
た
小
原
忠
三
郎
は
二
月
一
日
か
ら
二
十
二
日
に
わ
た
っ
て
四
肢
の
手
術
を
受
け
、
高
橋
伍
長
は

二
月
一
日
午
後
九
時
四
十
分
つ
ま
り
入
院
後
間
も
な
く
〃
心
臓
麻
蝉
川
で
死
亡
し
た
。
紺
野
市
次
郎
も
二
月
七
日
午
後
一
時
四
十
分
死
亡
し

た
。
及
川
、
山
本
、
後
藤
の
兵
卒
も
後
に
手
術
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
凍
傷
を
四
肢
に
蒙
っ
て
い
た
。

山
口
少
佐
ら
と
時
を
同
じ
く
し
て
一
月
三
十
一
日
に
鳴
沢
の
北
方
の
炭
焼
小
屋
で
発
見
さ
れ
た
三
浦
武
雄
伍
長
、
阿
部
卯
吉
一
等
卒
も
凍
傷

に
四
肢
を
冒
さ
れ
歩
行
不
能
で
、
一
月
三
十
一
日
入
院
し
手
術
を
受
け
た
が
、
三
浦
伍
長
は
三
月
十
四
日
死
亡
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
山
口
少
佐
以
外
の
兵
士
達
の
凍
傷
の
状
態
を
み
る
と
、
独
立
歩
行
が
可
能
で
あ
っ
た
倉
石
、
伊
藤
、
長
谷
川
の
三
名
を
除

い
て
、
い
ず
れ
も
四
肢
は
皆
重
症
な
凍
傷
に
冒
さ
れ
て
お
り
、
後
に
四
肢
の
切
断
な
ど
手
術
を
受
け
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

後
に
「
凍
傷
の
予
防
に
は
四
肢
を
動
か
す
こ
と
が
一
番
効
果
が
あ
っ
た
」
と
伊
藤
中
尉
が
述
べ
て
い
る
が
、
す
で
に
行
軍
二
日
目
の
一
月
二

十
四
日
か
ら
意
識
を
喪
失
し
た
り
し
て
、
樵
悴
の
極
め
て
甚
し
か
っ
た
山
口
少
佐
が
、
い
か
に
部
下
が
四
肢
を
毛
布
で
被
っ
た
と
し
て
も
、
重

症
な
凍
傷
を
蒙
っ
て
い
な
い
は
ず
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
大
滝
下
流
に
い
た
五
日
間
火
の
気
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
他
の
者
よ
り
ひ
ど
い
状
態
で

ル
ノ
ミ
。
他
〈
毛
布
一

後
十
二
時
過
ナ
リ
シ
」

あ
っ
た
こ
と
が
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。

そ
の
当
時
の
模
様
は
「
遭
難
始
末
」
に
よ
れ
ば
「
少
佐
以
下
数
日
ノ
疲
労
飢
餓
〈
痛
ク
身
体
ノ
衰
弱
ヲ
来
タ
シ
顔
容
樵
悴
手
足
凍
傷
一
一
罹
リ

起
居
ノ
自
由
ヲ
失
ヘ
ル
モ
ノ
多
シ
唯
リ
倉
石
大
尉
伊
藤
中
尉
及
川
一
等
卒
等
、
比
較
的
強
健
辛
フ
シ
テ
懸
崖
ヲ
華
登
ス
ル
ノ
カ
ァ
リ
タ

ル
ノ
ミ
。
他
〈
毛
布
二
纒
包
シ
縄
ヲ
以
テ
曳
上
ゲ
タ
リ
之
ガ
為
二
非
常
二
労
力
ト
時
間
ト
ヲ
要
シ
其
第
八
哨
所
二
全
員
ヲ
救
護
シ
得
タ
ル
ハ
午

と
あ
る
。
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戌
病
院
と
言
え
ど
も
考
え
に
く
い
。

病
死
説
は
「
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
」
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
事
故
死
説
は
風
聞
の
域
を
出
な
い
。

た
し
か
に
山
口
少
佐
の
心
境
を
考
え
れ
ば
、
自
決
の
可
能
性
も
全
く
な
い
わ
け
で
な
く
、
事
実
、
救
助
者
の
主
治
医
の
一
人
で
あ
っ
た
中
原

貞
衛
軍
医
の
記
し
た
「
第
五
連
隊
惨
事
奥
の
吹
雪
」
に
は
山
口
少
佐
が
「
永
へ
に
眠
れ
る
薬
を
与
え
よ
」
と
懇
願
し
た
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い

ま
た
山
口
少
佐
が
使
用
し
た
ピ
ス
ト
ル
と
い
う
の
が
遺
族
に
残
さ
れ
、
現
在
は
陸
上
自
衛
隊
青
森
駐
屯
地
内
の
尚
武
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
そ
れ
は
一
九
○
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
に
ア
メ
リ
カ
で
製
造
さ
れ
た
ホ
プ
キ
ン
ス
・
ア
レ
ン
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
ロ
径
○
・
三
八
で
あ

る
と
い
う
。
も
し
本
当
に
そ
れ
が
使
用
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
ピ
ス
ト
ル
が
事
件
の
当
時
の
明
治
三
十
五
年
一
月
二
十
三
日
ま
で
に
日
本
に

も
ち
ろ
ん
山
口
少
佐
は
最
高
責
任
者
と
し
て
、
天
皇
と
国
民
、
遭
難
の
兵
士
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
重
大
な
責
任
を
感
じ
、
弔
慰
を
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
少
佐
の
心
理
状
態
か
ら
考
え
れ
ば
自
決
が
最
も
自
然
で
あ
る
が
、
し
か
し
自
分
で
そ
れ
を
行

い
得
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
病
院
に
収
容
さ
れ
て
か
ら
、
ピ
ス
ト
ル
が
病
床
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
は
、
い
か
に
衛

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

る
0

る
○

ら
れ
る
。

筆
者
は
自
殺
説
を
全
く
否
定
す
る
も
の
で
は
な
、
い
が
、
そ
の
根
拠
と
す
る
所
は
す
べ
て
伝
聞
に
基
づ
い
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ

山
口
少
佐
が
二
月
二
日
午
後
九
時
に
死
亡
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
病
死
か
、
自
殺
も
含
め
て
事
故
死
の
二
つ
が
考
え

三
、
自
殺
説
に
対
す
る
疑
問

右
の
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
青青
森
衛
戌
病
院
に
収
容
さ
れ
た
山
口
少
佐
が
自
身
で
ピ
ス
ト
ル
を
撃
ち
自
殺
を
す
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
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輸
入
さ
れ
、
第
八
師
団
に
配
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
ま
た
そ
う
と
す
れ
ば
、
使
用
回
数
も
ま
た
極
め
て
少

な
い
ピ
ス
ト
ル
の
は
ず
で
あ
る
。
将
来
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

遺
品
と
し
て
ピ
ス
ト
ル
が
渡
さ
れ
た
点
も
却
っ
て
疑
問
で
あ
る
。
自
殺
し
た
こ
と
を
わ
ざ
と
強
調
す
る
た
め
に
家
族
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で

遺
族
に
は
少
佐
が
責
任
を
と
っ
て
自
決
し
た
と
当
局
が
伝
え
た
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
情
報
が
正
し
い
と
い
う
証
拠
は
な
に
も
な
い
。
ま
た

自
殺
の
現
場
を
見
た
も
の
も
誰
一
人
い
な
い
。

む
し
ろ
家
族
に
と
っ
て
は
、
多
数
の
部
下
を
死
に
至
ら
し
め
た
こ
と
か
ら
、
少
佐
が
収
容
さ
れ
間
も
な
く
何
ら
責
任
を
果
す
こ
と
な
く
病
死

し
た
と
な
れ
ば
、
世
間
に
対
す
る
顔
向
け
も
出
来
ず
、
非
常
に
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の

た
め
軍
当
局
は
家
族
に
対
し
て
は
、
山
口
少
佐
が
事
件
の
責
任
を
感
じ
立
派
に
自
決
し
た
と
伝
え
、
家
族
も
そ
れ
で
納
得
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
し
か
し
公
式
に
は
、
少
佐
は
「
心
臓
麻
痒
」
で
死
亡
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
家
族
に
は
「
自
殺
」
の
こ
と
は
、
追
従
者
も
出

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
内
密
に
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

少
佐
が
二
月
二
日
夜
に
自
分
の
意
志
で
自
殺
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
が
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
も

当
然
湧
い
て
来
る
。

、
○

な
か
ろ
う
力

二
月
二
日
と
い
え
ば
捜
索
活
動
も
漸
く
そ
の
緒
に
着
い
た
ば
か
り
で
、
死
体
の
発
見
も
未
だ
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
責
任
を
取
る
に

し
て
も
も
う
少
し
捜
索
や
救
助
の
目
安
が
つ
い
て
か
ら
責
任
を
取
る
の
が
軍
人
な
ら
ず
と
も
常
識
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
ま
た
疑
問

に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
見
る
と
、
自
殺
説
は
甚
だ
根
拠
が
薄
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

病
死
や
自
殺
の
他
に
も
う
一
つ
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
強
制
的
に
〃
死
亡
〃
さ
せ
ら
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。

事
件
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
第
八
師
団
当
局
と
し
て
は
二
つ
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
つ
は
早
急
な
救
助
活
動
で
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〃
処
分
川
の
時
期
に
し
て
も
、
救
助
活
動
が
落
ち
つ
く
ほ
ど
実
施
が
困
難
で
あ
り
、
秘
密
が
漏
洩
す
る
危
険
が
あ
る
。
健
康
を
回
復
し
て
か

ら
で
は
、
急
に
心
臓
麻
痒
で
死
亡
し
た
と
発
表
し
て
も
世
間
の
疑
惑
の
念
が
高
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
故
病
院
に
収
容
さ
れ
て
間
も
な
く

二
月
二
日
夜
に
〃
処
分
″
さ
れ
た
が
、
正
式
に
は
「
心
臓
麻
蝉
」
で
死
亡
し
、
家
族
に
は
、
責
任
を
と
っ
て
自
決
し
た
と
説
明
し
た
こ
と
も
十

分
に
考
え
ら
れ
る
。
少
佐
の
病
室
が
他
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
史
料
は
何
ら
遣
さ
れ
て
い
な

あ
り
、
も
う
一
つ
は
事
件
の
原
［

軍
隊
な
ら
ず
と
も
、
何
か
事
吐

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
雪
士

事
件
の
決
着
は
付
く
の
で
あ
る
。

ゞ
当
時
は
日
露
間
の
外
交
関
係
が
険
悪
で
、
両
国
間
の
戦
争
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
第
八
師
団
ば
か
り
で
な
く
、
旭

川
、
金
沢
な
ど
の
師
団
は
い
ず
れ
も
雪
中
行
軍
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
第
八
師
団
当
局
は
事
件
を
早
急
に
〃
処
理
″
し

て
、
体
制
を
建
て
直
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

一
刻
も
早
い
建
て
直
し
の
た
め
に
は
天
皇
の
代
理
と
し
て
侍
従
の
御
見
舞
が
対
国
民
的
に
も
最
も
効
果
的
で
あ
り
、
次
い
で
責
任
者
の
処
分

と
早
急
な
救
助
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

侍
従
武
官
と
し
て
宮
本
砲
兵
大
佐
が
来
青
し
た
。

責
任
者
の
処
分
と
し
て
は
、
山
口
少
佐
が
〃
死
亡
〃
す
れ
ば
最
も
都
合
が
よ
い
。
た
と
え
生
き
延
び
た
と
し
て
も
少
く
と
も
四
肢
の
切
断
な

ど
で
、
兵
役
の
任
に
耐
え
な
い
山
口
少
佐
に
と
っ
て
、
む
し
ろ
〃
処
分
″
さ
れ
る
こ
と
は
本
望
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
そ
う
で
あ
っ

た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

い
◎

そ
し
て
、
筆
者
の
こ
の
推
理
を
否
定
す
る
証
拠
は
現
在
の
と
こ
ろ
何
も
な
い
。

つ
は
事
件
の
原
因
の
調
査
と
責
任
者
の
処
分
で
あ
る
。

と
も
、
何
か
事
件
が
起
き
れ
ば
、
責
任
者
が
何
ら
か
の
責
任
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

ら
す
れ
ば
、
雪
中
行
軍
の
直
接
の
責
任
者
が
責
任
を
取
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
責
任
者
が
〃
死
亡
〃
す
れ
ば
一
応
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五
連
隊
の
軍
医
後
藤
幾
太
郎
は
、
軍
事
衛
生
上
か
ら
見
た
こ
の
事
件
の
報
告
書
を
小
池
医
務
局
長
に
提
出
し
た
。
こ
の
報
告
書
に
は
衛
生
上

の
問
題
、
と
く
に
被
服
、
糧
食
、
露
営
、
雪
中
行
軍
、
遭
難
時
の
全
身
状
況
に
つ
い
て
ま
ず
一
般
的
に
述
べ
、
次
い
で
被
服
、
糧
食
な
ど
が
遭

難
と
ど
の
よ
う
な
関
り
合
い
を
有
し
て
い
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
し
て
結
論
と
し
て
、
行
軍
の
遭
難
の
主
な
原
因
は
被
服
で
も
な
く
、
糧
食
で
も
な
く
、
体
温
を
急
速
に
奪
却
す
る
所
の
風
力
で
あ
り
、
そ

れ
を
遮
止
す
る
方
法
を
怠
っ
た
た
め
に
拠
る
と
し
た
。
生
存
者
十
七
名
も
遮
風
の
場
所
に
避
難
し
た
た
め
で
あ
る
と
し
た
。
右
の
後
藤
の
意
見

に
は
全
面
的
に
賛
成
は
出
来
な
い
が
、
風
力
に
つ
い
て
は
首
肯
す
る
。

し
か
し
こ
の
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
で
第
八
師
団
軍
医
部
は
非
常
な
負
い
目
を
背
負
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
被
服
そ
の
他
の
装
備
に

非
常
な
工
夫
改
良
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
改
良
は
後
の
日
露
戦
争
で
多
少
は
生
か
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
人
は
少
な
い
。

第
八
師
団
は
日
露
戦
争
の
中
で
も
激
戦
と
い
わ
れ
た
黒
溝
台
の
戦
闘
に
参
加
し
た
。
後
に
第
八
師
団
軍
医
部
は
「
今
回
ノ
戦
闘
中
〈
寒
気
激

烈
天
候
険
悪
ナ
リ
シ
カ
為
不
幸
一
一
シ
テ
凍
死
者
ヲ
出
サ
サ
リ
シ
ャ
ニ
就
キ
テ
ハ
直
二
調
査
ヲ
遂
ケ
シ
ニ
単
二
凍
沮
一
一
由
り
死
シ
タ
ル
モ
ノ
及
負

傷
後
凍
死
シ
タ
リ
ト
認
ム
、
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
シ
」
と
し
て
い
る
。
第
八
師
団
の
軍
医
部
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
雪
中
行
軍
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
た
こ
と

出
し
た
の
は
《
山
口
少
些

と
い
う
非
難
で
あ
っ
た
。

を
内
外
に
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
日
露
戦
争
で
生
か
さ
れ
た
行
軍
の
教
訓

日
本
の
陸
軍
史
上
か
つ
て
な
い
被
害
を
出
し
た
第
八
師
団
に
対
す
る
非
難
の
一
部
は
、
軍
医
部
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
き
な
被
害
を

し
た
の
唾
山
口
少
佐
の
指
揮
の
問
題
な
ど
に
も
よ
る
が
、
そ
の
他
に
粗
悪
な
被
服
や
粗
悪
な
糧
食
な
ど
軍
事
衛
生
上
の
問
題
に
起
因
す
る
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八
甲
田
山
中
で
行
な
わ
れ
た
明
治
三
十
五
年
一
月
末
日
の
第
八
師
団
歩
兵
五
連
隊
の
雪
中
行
軍
に
際
し
て
、
参
加
者
二
百
十
名
中
生
き
て
救

助
さ
れ
た
も
の
は
わ
ず
か
十
七
名
で
、
し
か
も
山
口
少
佐
を
含
め
て
六
名
は
収
容
後
青
森
衛
戌
病
院
で
死
亡
し
た
。

殊
に
山
口
少
佐
の
死
因
に
関
し
て
、
自
殺
説
は
そ
の
根
拠
は
甚
だ
薄
く
、
全
く
伝
聞
の
域
を
出
な
い
。

同
時
に
救
助
さ
れ
た
兵
士
達
の
凍
傷
か
ら
推
察
し
て
も
山
口
少
佐
の
症
状
は
相
当
重
症
で
あ
り
、
自
ら
ピ
ス
ト
ル
で
自
殺
す
る
こ
と
は
困
難

な
状
況
で
あ
っ
た
と
推
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

山
口
少
佐
が
「
心
臓
麻
癖
」
で
死
亡
し
た
と
正
式
に
発
表
さ
れ
た
が
、
少
佐
の
名
誉
を
守
る
た
め
少
佐
が
立
派
に
責
任
を
取
っ
て
自
決
し
た

と
家
族
に
伝
え
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
自
殺
説
の
根
拠
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
心
臓
麻
溥
、
自
殺
の
他
に
別
な
死
因
の
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。

青
森
衛
戊
病
院
明
治
三
十
五
年
凍
傷
患
者
治
療
景
況
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
百
三
十
六
号
、
明
治
三
十
六
年
五
月
。

後
藤
幾
太
郎
歩
兵
第
五
連
隊
雪
中
行
軍
一
一
関
ス
ル
衛
生
上
ノ
意
見
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
百
三
十
三
号
、
明
治
三
十
五
年
十
二
月
。

第
八
師
団
軍
医
部
黒
溝
台
戦
闘
｝
一
於
テ
寒
気
力
衛
生
上
二
及
ホ
シ
タ
ル
影
響
陸
軍
軍
医
学
会
雑
誌
百
四
十
二
号
、
明
治
三
十
八
年
四
月
。

中
原
貞
衛
第
五
連
隊
惨
事
奥
の
吹
雪
。
（
孔
版
）
当
時
山
形
衛
戌
病
院
勤
務
の
中
原
は
救
助
者
の
治
療
応
援
の
た
め
二
月
二
日
来
青
し
、
三
月
十
三
日

歩
兵
第
五
連
隊
八
甲
田
山
麓
雪
中
遭
難
始
末
明
治
三
十
五
年
七
月
、
昭
和
三
年
十
月
に
再
刊
さ
れ
、
文
字
通
り
雪
中
行
軍
の
顛
末
を
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
第
一
章
「
行
軍
ノ
目
的
計
画
」
か
ら
第
七
章
「
遭
難
者
ノ
栄
誉
」
お
よ
び
附
と
し
て
「
遭
難
者
死
亡
者
人
名
」
と
附
録
よ
り
な
る
。
生
存
者
に
つ
い

て
は
、
第
六
章
「
特
別
業
務
」
の
第
五
「
衛
生
事
項
」
の
四
「
生
存
者
ノ
救
護
並
一
一
治
療
」
（
一
七
二
’
一
七
五
頁
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
五
年
歩
兵
第
五
連
隊
雪
中
行
軍
遭
難
者
病
床
日
誌
青
森
市
史
別
冊
所
収
昭
和
三
十
八
年
五
月
。
本
病
床
日
誌
の
原
本
は
失
わ
れ
、
写
本
は
防

文
献

五
、
結
論

衛
庁
衛
生
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

（53）
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大
江
志
乃
夫
日
露
戦
争
の
軍
事
史
的
研
究
岩
波
書
店
一
九
七
六
年
十
一
月
。
大
江
は
一
七
四
頁
か
ら
一
七
五
頁
に
か
け
て
雪
中
行
軍
に
言
及
し
、
そ

の
中
で
山
口
少
佐
は
自
決
と
断
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
た
「
八
甲
田
山
麓
雪
中
行
軍
遭
難
始
末
」
に
は
死
因
に
つ
い
て
全
く
記
載
が
な
い
。
ま

た
衛
生
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
種
を
論
じ
て
い
る
が
、
松
木
が
指
摘
し
た
軍
医
学
会
雑
誌
を
全
く
参
照
し
て
い
な
い
。

小
笠
原
孤
酒
吹
雪
の
惨
劇
第
一
・
二
部
昭
和
四
十
九
年
、
五
十
二
年
私
家
版

肴
倉
弥
八
実
録
で
つ
づ
る
八
甲
田
山
雪
中
行
軍
第
一
’
七
回
グ
ラ
フ
青
森
昭
和
五
十
二
年
六
月
ｌ
昭
和
五
十
三
年
六
月
グ
ラ
フ
青
森
社

東
奥
日
報
昭
和
五
十
二
年
五
月
二
十
八
日

東
奥
日
報
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
十
一
日

あ
る
。

帰
隊
し
た
。
こ
の
間
小
野
寺
佐
平
、
佐
々
木
正
教
、
阿
部
寿
松
、
村
松
文
哉
の
主
治
医
と
し
て
活
躍
し
た
。
そ
の
経
験
を
七
五
調
の
歌
に
詠
ん
だ
も
の
で

４５（54）



資

料

五
緒
方
洪
庵
書
簡

一
書
拝
啓
仕
候
。
秋
冷
之
節
御
座
侯
処
、
先
以
高
堂
被
し
為
し
揃
益
御

（
１
）

多
祥
被
レ
為
二
御
起
居
一
、
欣
然
之
到
、
奉
二
恐
賀
一
侯
。
然
は
過
日
は
結
構

被
豚
為
し
蒙
レ
仰
候
由
恐
悦
之
至
、
為
し
道
為
二
天
下
国
家
一
可
レ
祝
可
レ
歓
、
偏

一
一
奉
レ
賀
候
。
申
上
侯
も
愚
二
御
座
候
へ
共
、
此
上
為
し
道
御
勉
強
之
程
奉
二

祈
上
一
候
。
随
而
甚
軽
微
之
至
御
座
候
へ
共
、
御
肴
一
折
呈
上
仕
候
。
柳

御
祝
之
印
ノ
ミ
、
御
叱
留
被
レ
成
侯
ハ
、
、
大
度
之
至
奉
〆
存
候
。
右
乍
二

延
引
一
御
歓
迄
、
草
有
如
レ
斯
御
坐
候
。

恐
慢
謹
言

九
月
十
一
日
緒
方
洪
庵章（

花
押
）

戸
塚
静
海
様

尚
々
為
し
道
為
し
人
千
万
御
自
重
奉
修
祈
候
。
貴
地
も
先
月
中
〈
コ
レ
ラ
大

（
励
盈
）

流
行
、
殊
之
外
之
フ
ル
ウ
ー
ス
チ
ン
ク
ニ
御
坐
候
よ
し
。
御
全
家
御
別
条

も
不
し
被
し
為
し
在
候
趣
、
重
畳
御
義
一
一
奉
レ
存
候
。
尚
当
所
も
殊
之
外
大
流

行
、
抑
々
打
続
キ
天
災
多
ク
恐
入
た
る
世
上
、
歎
息
之
至
一
一
御
坐
候
。
併

当
所
も
此
頃
は
余
程
緩
気
一
一
相
成
候
故
、
最
早
近
禽
相
止
可
レ
申
と
被
し
存

戸
塚
家
の
文
書
か
ら
其
二

戸
塚
武
比
古

候
。
此
節
ハ
近
在
、
隣
国
、
京
師
、
北
国
辺
盛
二
流
行
之
よ
し
、
又
中
国

路
も
流
行
仕
候
よ
し
。
早
ク
相
治
り
候
様
所
し
祈
御
坐
候
。
右
二
付
世
上

（
、
Ｕ
）

之
為
メ
ー
書
急
｝
一
編
次
仕
候
間
、
一
本
呈
上
仕
候
。
実
一
一
急
卒
之
所
業
、

電
覧
を
汚
ス
可
キ
ー
も
無
し
之
候
へ
共
、
唯
々
世
の
為
メ
’
一
苦
辛
仕
候
。

赤
心
之
程
御
察
観
可
二
被
下
一
候
。

（
註
解
）
（
１
）
静
海
が
幕
府
奥
医
師
に
登
用
さ
れ
た
の
を
云
う
（
２
）

破
壊
的
（
３
）
安
政
五
年
コ
レ
ラ
大
流
行
の
際
、
緒
方
洪
庵
が
急
擦
纒
め

た
虎
狼
治
準
を
指
す

（
年
次
の
推
定
）
戸
塚
静
海
任
官
に
対
す
る
祝
文
で
あ
る
か
ら
安
政
五
年

で
あ
る
。

六
緒
方
郁
蔵
書
簡

一
書
拝
啓
永
来
音
信
潤
絶
、
先
以
道
標
愈
々
御
勇
程
一
一
御
滞
学
之
趣

奉
二
賀
上
一
候
。
御
帰
府
之
卿
は
御
診
談
も
承
度
と
夫
の
皐
楽
居
候
事
一
一
御

坐
候
。
槻
当
年
夏
以
来
、
、
ヘ
リ
ペ
リ
の
著
書
と
鍬
申
し
て
、
度
々
通
行
之

人
方
拙
生
へ
御
催
促
有
豚
之
、
逐
一
相
達
し
候
へ
共
、
い
つ
も
片
便
り
に

て
御
答
も
不
二
申
上
。
然
ル
処
右
害
〈
拙
生
毛
頭
存
し
不
申
候
。
霜
に
承

り
候
へ
、
〈
、
大
坂
近
村
の
医
生
ボ
ー
ト
イ
ン
の
べ
リ
ベ
リ
書
を
蔀
訳
い
た

し
居
候
様
に
も
風
聞
仕
候
。
右
｝
一
付
拙
生
等
閑
二
致
居
候
様
の
御
恨
も

可
し
有
し
之
と
被
し
察
候
間
、
此
度
幸
上
執
州
人
崎
行
一
一
托
し
、
極
内
々
｜
一

て
此
段
申
上
置
候
。
御
疑
御
晴
ら
し
可
し
被
し
下
候
。
如
何
之
間
違
ひ
有
し

之
も
難
し
計
侯
間
、
内
々
に
て
篤
と
外
方
御
詮
議
可
膨
被
レ
下
候
。
右
執
州

人
兼
而
病
勢
之
趣
二
候
間
、
臨
時
不
快
之
節
ハ
宜
敷
奉
二
願
上
一
候
。
尚
又

拙
生
兼
而
子
ｌ
デ
ル
ド
イ
ッ
ア
ポ
テ
ー
キ
の
新
版
渇
望
に
候
間
、
御
手
一
一
入

り
候
へ
ぱ
、
乍
二
御
面
倒
一
御
求
メ
御
送
り
被
レ
下
度
、
是
亦
御
願
置
申
候
。
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差
急
き
右
之
通
得
二
御
意
一
度
如
レ
斯
御
坐
候
。
草
々
不
備

十
一
月
十
八
日（

１
）
（
２
）

夜
戸
塚
静
伯
様
緒
方
研
生

御
旅
窓
下

（
註
解
）
（
１
）
静
伯
は
静
珀
の
誤
。
中
桐
幸
吉
が
万
延
元
年
戸
塚
静
海

の
養
子
と
な
っ
た
と
き
か
ら
、
慶
応
三
年
二
月
奥
詰
医
師
と
し
て
幕
府
に
召

出
さ
れ
て
、
文
海
と
改
名
す
る
迄
の
名
。
文
久
二
年
正
月
静
珀
幕
命
に
よ
っ

て
長
崎
に
赴
き
、
暫
ら
く
の
間
ボ
ン
・
ヘ
に
、
次
で
ポ
ー
ト
イ
ン
に
学
ん
だ
。

文
久
三
年
六
月
に
伝
習
仲
間
の
大
槻
玄
俊
、
緒
方
洪
哉
、
添
田
良
春
、
（
外
一

名
は
未
詳
）
四
人
と
共
に
江
戸
に
帰
り
、
静
海
の
役
宅
芝
源
助
町
の
家
に
戻

る
。
同
年
十
二
月
静
海
妻
（
文
海
の
養
母
）
死
去
す
る
。
慶
応
元
年
再
び
長

崎
に
赴
い
て
、
慶
応
三
年
正
月
ハ
ラ
タ
マ
と
共
に
江
戸
に
戻
る
（
２
）
緒

方
研
生
は
研
堂
、
緒
方
郁
蔵
で
あ
る
。
郁
蔵
の
一
生
は
精
し
く
は
伝
わ
ら
な

い
が
、
弘
化
四
年
大
坂
に
独
笑
軒
塾
を
開
き
、
慶
応
二
年
七
月
に
土
佐
藩
に

召
出
さ
れ
て
高
知
に
移
っ
て
い
る
。

（
年
次
の
推
定
）
こ
の
書
状
の
宛
書
に
は
御
旅
窓
下
と
あ
り
、
長
崎
滞
在

中
の
静
珀
宛
の
も
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ト
イ
ン
の
長
崎
開
講
（
文
久
二
年
十

月
）
と
前
記
静
珀
と
郁
蔵
と
の
動
静
を
も
併
せ
考
え
て
、
慶
応
元
年
と
推
定

す
る
。

七
川
本
幸
民
書
簡
追
啓
共

二
月
廿
日
御
認
之
御
答
書
、
本
月
廿
三
日
来
着
仕
、
審
に
拝
読
仕
候
。
盛

門
倍
御
機
嫌
克
被
レ
成
二
御
座
一
大
慶
奉
レ
賀
候
。
草
堂
少
長
一
同
無
事
送
光

仕
侯
。
乍
レ
悼
御
安
意
可
し
被
し
下
候
。

貴
地
暖
和
二
而
梅
花
満
開
之
由
、
当
地
二
而
も
暖
和
一
一
は
御
坐
候
へ
共
、

近
日
尚
霜
を
見
候
位
之
事
二
而
、
寒
喧
不
し
判
、
気
候
不
定
一
一
御
坐
侯
。

小
生
夫
妻
三
月
九
日
出
宅
、
兵
庫
一
二
泊
、
翌
日
神
戸
一
二
泊
、
又
翌
御

影
一
二
泊
皆
親
類
也
、
十
二
日
大
坂
へ
参
り
、
十
三
日
天
王
寺
、
住
吉
迄

一
見
仕
、
十
四
日
舎
利
寺
、
八
尾
を
経
て
志
貴
山
に
登
り
竜
田
一
一
泊
り
、

十
五
日
法
隆
寺
よ
り
郡
山
を
経
て
奈
良
二
参
り
、
十
六
日
宇
治
へ
泊
、
十

七
日
伏
見
を
経
て
京
師
東
山
辺
歴
観
、
三
条
大
橋
一
一
泊
リ
、
十
八
日
三
井

寺
、
石
山
一
一
参
リ
、
十
九
日
南
禅
寺
β
銀
閣
寺
、
黒
谷
辺
、
西
本
願
寺
処

々
辨
覧
、
廿
日
伏
見
芯
八
幡
へ
参
り
、
三
十
石
一
一
而
大
坂
一
一
帰
り
、
廿
日

滞
留
、
処
々
辨
覧
、
廿
二
日
中
山
観
音
、
廿
三
日
帰
宅
仕
候
。
婦
人
之
宰

領
役
一
一
而
勝
手
一
一
歩
行
す
る
を
得
ず
大
難
渋
、
御
一
笑
可
し
被
し
下
候
。

（
１
）

来
月
上
旬
一
一
は
領
主
乗
船
｝
一
而
東
下
、
拙
生
も
同
行
之
積
故
、
帰
宅
を
急

ギ
申
候
。
昨
今
之
模
様
一
一
而
〈
、
多
分
来
ル
三
日
出
宅
可
二
相
成
一
様
之
事

二
御
坐
候
。
先
生
ニ
モ
御
出
府
之
思
召
之
由
、
御
面
会
仕
度
奉
レ
存
候
。

此
書
〈
当
地
よ
り
貴
地
へ
差
出
候
而
は
延
着
も
不
し
被
し
計
候
間
、
東
京
へ

罷
出
候
上
に
て
可
二
差
出
一
ト
存
、
間
隙
二
相
認
置
候
。

（
ワ
タ
）
‐

拙
書
井
拙
訳
草
稿
御
入
手
被
し
下
候
由
承
知
仕
候
。
至
而
粗
雑
、
拙
文
、

誤
読
も
可
〆
有
し
之
、
御
校
正
可
修
被
し
下
候
。
後
半
部
追
々
御
取
掛
之
由
、

御
落
成
之
上
拝
見
仕
度
奉
レ
存
候
。
文
海
君
御
不
快
一
一
而
、
御
病
用
御
勤

御
繁
多
之
由
、
御
苦
労
奉
レ
存
候
。
文
海
君
方
一
一
而
は
御
全
快
之
事
ト
奉
レ

存
候
。
宜
敷
御
致
声
可
レ
被
し
下
候
。
小
生
も
帰
郷
後
追
々
承
及
び
、
近
在

〆

よ
り
病
人
集
来
困
却
仕
候
。
併
し
診
察
の
承
》
一
而
投
薬
〈
不
し
仕
、
且
又

外
へ
ハ
出
不
レ
申
候
故
此
頃
〈
大
一
一
減
じ
申
候
。

当
正
月
四
日
貴
書
御
遣
被
レ
下
候
由
、
是
ハ
未
相
届
不
し
申
候
。
才
田
屋
方

吟
味
可
し
仕
候
得
共
、
貴
地
方
も
出
処
御
取
調
へ
可
し
被
し
下
候
。

（56） 56



横
浜
説
、
奥
羽
再
起
之
説
無
二
覚
束
一
事
一
一
御
坐
候
。
日
誌
二
而
事
情
相
考

候
に
、
諸
侯
皆
冷
摺
伏
之
模
様
一
一
御
坐
候
得
は
、
先
を
是
状
態
二
而
落
着

可
シ
申
な
れ
共
、
金
札
一
条
一
一
而
不
レ
遠
大
変
相
起
可
レ
申
か
。
人
心
不
伏
之

節
一
一
御
坐
候
時
世
一
一
付
、
愚
案
御
坐
候
得
共
、
難
し
尽
二
筆
紙
一
、
何
卒
早
々

御
出
府
拝
話
仕
度
奉
レ
存
候
。
小
生
滞
留
ご
月
許
ト
奉
レ
存
候
。
無
し
檬

用
向
く
二
、
三
条
一
一
御
坐
候
間
、
半
月
も
罷
在
候
へ
〈
相
済
候
得
共
、
諸

（
３
）

親
、
朋
友
之
訪
尋
芳
、
諸
侯
会
議
之
模
様
も
承
度
、
先
一
ト
月
位
ト
豫

定
仕
候
事
｝
一
御
坐
候
。

貴
国
二
而
徳
川
武
鑑
ト
カ
、
駿
府
武
鑑
ト
カ
申
書
出
来
之
由
承
知
仕
候
。

御
入
手
相
成
候
事
一
一
御
坐
候
ハ
、
、
一
本
御
送
被
レ
下
候
様
奉
レ
願
候
。
徳

川
家
之
為
に
申
立
度
愚
案
種
々
御
坐
候
へ
共
、
何
分
遠
隔
無
二
致
方
一
義
二

御
坐
候
。
当
時
執
政
〈
誰
二
御
坐
候
哉
。
大
久
保
、
勝
杯
尚
其
位
一
一
当
り

居
ら
れ
候
哉
。

先
〈
拝
答
秀
右
件
申
上
度
、
尚
東
下
之
上
書
副
拝
晤
可
レ
仕
候
。
謹
言

三
月
廿
七
日
認
裕
九
拝

春
山
老
先
生
坐
下

追
啓

六
日
夜
半
神
戸
港
解
績
、
八
日
朝
五
ッ
時
横
浜
入
津
、
上
陸
後
承
候
得

は
、
老
兄
過
日
御
遊
来
有
之
、
此
程
は
既
一
一
御
帰
路
ナ
ル
ベ
ク
ト
申
事
、

（
４
）

誠
一
一
残
念
奉
レ
存
候
。
十
一
日
入
京
、
十
三
日
堀
留
へ
参
り
御
立
之
御
様

子
承
知
仕
候
。
少
シ
急
候
へ
〈
拝
眉
も
出
来
可
し
申
存
、
益
残
懐
奉
レ
存

候
。
至
極
御
機
克
御
動
静
之
御
様
子
承
知
仕
、
大
慶
奉
レ
賀
候
。
小
生
は

本
書
に
も
申
上
候
通
、
此
度
〈
二
、
三
之
用
向
も
有
し
之
、
且
当
地
之
景

況
も
目
撃
致
度
、
不
し
敢
レ
取
領
主
同
船
一
一
而
罷
出
、
当
月
中
一
一
は
帰
国
仕
度

心
組
一
一
御
坐
候
。
汽
船
有
し
之
候
｝
一
付
、
百
里
も
隣
境
之
様
相
成
候
一
一
付
、

一
年
一
二
度
ハ
遊
来
仕
候
も
不
し
難
卜
存
候
間
、
又
々
遁
遜
之
時
も
可
し

有
し
之
奉
レ
存
候
。
東
方
之
事
件
井
二
西
人
会
談
に
而
、
日
本
も
極
危
之
場

合
一
一
臨
居
リ
、
何
分
六
シ
敷
模
様
一
一
相
成
候
へ
〈
、
当
年
〈
矢
張
山
間
二

隠
遁
仕
候
方
宜
敷
ト
奉
レ
存
候
。
来
年
を
約
ス
ル
ハ
遠
灸
敷
事
二
は
御
坐

候
へ
共
、
小
生
も
又
を
出
府
仕
度
存
し
居
候
間
、
其
前
御
打
合
申
上
、
当

府
一
一
而
拝
眉
仕
候
様
仕
度
奉
レ
存
候
。

（
３
）

信
良
事
去
月
は
大
病
、
其
後
軽
快
｝
一
趣
候
様
一
一
報
知
有
し
之
候
由
承
知
仕

ヤ
ケ

候
。
定
而
近
来
ハ
焼
酒
豪
飲
致
候
様
承
知
仕
候
。
御
逢
之
節
〈
宜
敷
御
異

見
被
二
仰
聞
一
被
レ
下
度
奉
レ
願
候
。
別
封
乍
二
御
面
倒
一
御
届
可
二
被
下
一
候
。

駿
府
も
追
々
御
落
着
相
成
候
事
ト
奉
レ
存
候
。
定
而
多
人
引
移
り
混
雑
之

事
卜
奉
レ
存
候
。
小
侯
追
々
引
越
有
し
之
候
而
は
、
城
下
々
を
之
御
分
配
有

し
之
候
〈
、
、
居
付
も
出
来
可
し
申
ト
被
し
存
候
。
吉
田
新
十
郎
（
薬
品
等
事

｝
一
付
御
逢
有
之
候
者
）
も
貴
地
へ
参
候
様
承
知
仕
候
。
若
御
逢
も
御
坐
候

ハ
、
宜
敷
御
伝
被
レ
下
度
、
且
住
処
等
報
知
致
暮
候
様
被
二
仰
聞
一
可
し
被
し

下
候
。

先
〈
右
件
申
上
度
早
々
如
陛
此
御
坐
候
。
尚
後
音
万
を
可
二
申
上
一
、
時
下

折
角
御
保
音
所
し
祈
御
坐
候
。
頓
首

四
月
十
六
日
幸
民
拝

春
山
老
兄坐

下

（
註
解
）
（
１
）
摂
州
三
田
藩
主
九
鬼
隆
義
（
２
）
未
発
表
の
川
本
幸
民

遺
稿
中
医
学
関
係
の
も
の
は
「
原
病
略
、
上
、
中
、
下
六
十
八
葉
和
紙
」
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一
冊
の
承
で
あ
る
が
（
川
本
隆
司
、
中
川
一
正
著
「
川
本
幸
民
伝
」
）
拙
訳

草
稿
と
あ
る
は
こ
れ
か
（
３
）
坪
井
信
良
は
明
治
二
年
慶
喜
が
駿
府
に
謹

慎
中
、
こ
れ
に
随
従
し
て
駿
府
病
院
頭
並
と
な
っ
て
い
た
が
、
同
年
二
月
に

腸
チ
フ
ス
に
罹
り
、
三
月
中
旬
危
篤
に
陥
り
、
五
月
中
旬
に
恢
復
し
て
病
院

へ
出
勤
し
て
い
る
（
宮
地
正
人
篇
「
幕
末
維
新
風
雲
通
信
」
）
（
４
）
正
し

く
は
八
丁
堀
地
蔵
橋
、
堀
留
は
そ
の
至
近
の
地
。

（
年
次
の
推
定
）
横
浜
説
、
奥
羽
再
起
の
説
云
々
、
貴
国
二
而
徳
川
武
鑑

と
か
云
々
、
信
良
大
病
云
々
等
か
ら
明
治
二
年
執
筆
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
尚
前
記
川
本
幸
民
伝
に
よ
れ
ば
、
幸
民
は
明
治
元
年
に
故
郷
の
摂
州
三

田
に
帰
り
、
明
治
三
年
に
嗣
子
清
一
が
太
政
官
出
仕
と
な
っ
た
と
き
、
伴
わ

れ
て
東
京
に
出
た
と
あ
る
が
、
そ
の
間
明
治
二
年
に
本
文
に
示
す
上
京
が
あ

っ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
又
明
治
維
新
の
際
の
静
海
の
動
静
も
、
こ
れ
に

よ
っ
て
文
海
と
共
に
駿
府
に
移
っ
て
い
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

八
ポ
ー
ト
イ
ン
書
翰

己
⑦
国
用
司
ロ
風
月
○
９
鼻
画

印
匡
吋
自
己
ｍ
四

○
○
闇
冨
届
］
色
昼
尉
＄

ご
く
ぃ
肖
竺
の
弓
○
○
厨
弄
煙
一

Ｎ
の
９
秒
ｐ
ｐ
輯
①
ロ
四
画
目
乏
画
局
⑦
国
冒
邑
自
署
③
ぐ
時
尉
員
旦
与
澪
苛
茸
日
⑦
昌
叩
冒
弓

屋
①
局
四
の
い
巳
〕
①
邑
澪
》
ご
く
ゆ
騨
司
ぐ
○
○
『
》
犀
自
国
の
①
『
ず
①
Ｑ
閣
昌
時
。

ぐ
○
９
章
鳶
①
」
胃
⑦
旨
８
⑦
口
詩
ぐ
四
目
］
四
℃
四
目
ご
秒
胃
国
口
３
℃
画
く
国
辱
○
〆

昏
の
ご
時
巨
目
○
的
⑦
の
目
耳
苛
両
国
脚
貝
○
○
思
冨
鴨
８
口
号
昌
〕
ミ
①
房
①
涛

冒
８
塁
一
国
芹
亘
。
貝
ぐ
騨
晶
⑦
目
．
牙
号
昌
島
目
詳
蒄
蔚
昌
時
Ｈ
卜⑭

一
四
胃
旨
駒
胃
。
Ｆ
函
①
葛
の
①
鴬
』
旨
届
ぬ
①
号
再
。
畠
①
ぐ
①
国
斗
］
画
閏
宮
国
冒

（
右
誠
訳
）

在
駿
河
ド
ク
ト
ル
戸
塚
へ

大
坂
一
八
六
九
年
七
月
十
二
日

拝
啓
貴
翰
並
び
に
結
構
な
る
御
品
賜
わ
り
喜
び
に
湛
え
ず
、
厚
く
御
礼

申
上
ま
す
。

（
１
）

二
年
以
前
私
は
日
本
を
去
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
参
り
ま
し
た
が
、
当
時
私

は
貴
下
に
一
書
を
呈
し
ま
し
た
。
お
受
取
り
に
な
っ
た
こ
と
Ｌ
思
い
ま

す
。
以
来
私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
在
る
こ
と
約
一
年
半
、
そ
の
後
日
本
に
帰

っ
て
よ
り
半
年
に
な
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
今
日
迄
ミ
カ
ド
の
政
府
は
私

（
ａ
且
）

に
未
だ
確
た
る
地
位
を
与
え
ず
、
私
は
当
地
で
緒
方
氏
が
院
長
と
し
て
勤

務
せ
ら
れ
る
病
院
に
、
一
緒
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

今
日
日
本
に
は
大
な
る
革
命
が
起
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
私
が
ヨ
ー
ロ

曽
斡
も
画
昌
討
旨
侭
．
弓
旦
昌
．
臣
８
の
》
浄
①
①
津
⑦
の
冒
周
Ｑ
の
三
角
芹
凹
旦
○
吋
①
鴨
⑦
昌
口
、

。

旨
○
ぬ
、
⑦
の
ロ
の
ぐ
画
鴛
①
口
色
目
翼
堅
｝
』
ご
函
画
四
ｐ
Ｈ
目
こ
ぬ
の
頤
の
ぐ
①
旨
凹
笥
弄
す
⑦
口
｝
〕
尉
周

む
ら

員
自
画
四
国
①
①
昌
昼
Ｑ
⑦
昼
宍
］
５
い
豆
国
巴
葛
の
汀
四
関
口
目
里
○
盟
国
匙
切
自
画
や

○
底
里
．

①
８
○
局
○
日
百
国
言
い
尉
旨
］
鼬
で
四
目
、
①
胃
巨
目
．
、
⑦
●
⑦
算
目
追
昌
く
ｑ
胃
の
屍

ご
回
四
吋
園
匡
門
○
℃
Ｐ
民
巨
四
脚
司
涛
房
○
○
再
ｓ
ｏ
戸
８
詳
肖
自
邑
科
目
函
司
○
○
弄
鯛
①
旨
○
の
函
の
同
》

旦
呉
的
垣
⑦
①
ロ
①
函
○
ａ
①
冨
再
①
嶌
旨
四
里
堕
昼
毎
員
堕
す
彗
号
旨
①
×
‐
弓
彗
○
○
目
・

巨
ご
く
ｏ
ｐ
Ｑ
①
国
園
冒
⑦
①
雷
①
門
辿
嶽
①
ず
計
．
冒
宍
弓
○
○
も
め
己
○
①
Ｑ
一
噸
三
『
①
」
①
門
』
⑦
訂
ぐ
画
巨

巨
弓
①
く
①
門
口
⑦
門
口
の
ロ
〕
○
『
昌
討
ぐ
命
局
唇
○
○
℃
』
屍
目
⑦
の
昌
め
ぽ
尉
再
言
○
○
口
ｑ
昌
○
①
烏
①
旨
．

冒
与
己
の
四
○
（
山
冨
ご
色
口
己
司
．
国
塁
画
邑
．

の
⑦
弓
①
堅
邑
①
巨
葛
の

ロ
展
国
営
且
昌
国
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（
２
）

シ
・
〈
に
参
っ
て
以
来
、
貴
下
が
そ
の
旧
主
で
あ
る
前
将
軍
の
侍
医
と
い
う

良
い
地
位
を
得
ら
れ
た
こ
と
を
聞
知
し
得
る
こ
と
は
、
誠
に
満
足
の
至
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
内
再
び
貴
下
の
お
便
り
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
い
や
べ
む
し
ろ
一
度
当
地
で
貴
下
に
お
目
に
懸
り
た
い
と
思
っ
て
お

（
３
）

り
ま
す
。
ド
ク
ト
ル
林
に
も
宜
敷
く
お
伝
え
下
さ
い
。
敬
具

ド
ク
ト
ル
ボ
ー
ド
イ
ン

（
沼
田
次
郎
氏
訳
）

（
註
解
）
（
１
）
ポ
ー
ト
イ
ン
慶
応
三
年
五
月
、
江
戸
に
医
学
校
設
立

準
備
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
赴
く
。
明
治
元
年
四
月
再
び
来
朝
し
た
が
、
維

新
政
変
に
会
し
て
上
海
に
去
る
。
明
治
二
年
一
月
再
々
来
朝
、
大
坂
の
仮
病

院
（
院
長
緒
方
惟
準
）
に
勤
務
す
る
（
２
）
戸
塚
文
海
明
治
二
年
二
月

二
十
一
日
開
設
の
駿
府
病
院
頭
並
、
御
前
様
付
（
３
）
駿
府
病
院
頭
林

研
海

（
年
次
）
明
治
二
年

今
（
１
入
）

九
沢
太
郎
左
衛
門
書
翰

益
々
御
壮
栄
被
レ
成
二
御
勤
仕
一
珍
重
奉
レ
賀
候
。
次
二
小
生
無
異
在
英
罷
在

候
間
、
乍
レ
惇
御
放
情
可
レ
被
二
成
下
一
候
。

籾
小
生
も
初
め
ア
メ
リ
カ
’
一
渡
来
、
其
後
都
合
一
一
而
英
国
｝
一
渡
り
、
夫
々

（
２
）

公
用
取
扱
罷
在
候
処
、
支
那
一
条
も
無
事
二
相
済
、
早
々
帰
国
之
義
川
村

（
３
）

大
輔
殿
よ
り
申
参
候
。
然
ル
処
、
火
薬
製
造
器
ハ
今
戦
ア
ラ
サ
ル
と
も
、

後
日
必
ず
要
用
之
者
二
付
、
右
を
註
文
シ
、
出
来
上
リ
ノ
検
査
ヲ
仕
舞
帰

国
之
存
念
、
右
は
凡
三
月
中
旬
一
一
到
り
申
候
。

貴
兄
よ
り
御
沙
汰
之
外
科
兼
化
学
教
師
、
諸
方
え
探
鑿
ヲ
頼
ミ
シ
処
、
医

学
生
徒
吉
田
顕
三
ト
申
者
、
当
所
大
学
校
二
稽
古
罷
出
候
故
、
同
校
之
．
フ

（
４
）

ロ
フ
ェ
ソ
ル
’
一
頼
ミ
シ
’
一
、
五
人
程
御
坐
侯
。
其
中
マ
ン
’
一
ン
グ
ト
申
医

師
尤
人
物
宜
敷
、
其
上
外
科
実
地
〈
至
テ
宜
敷
、
殊
二
兼
而
化
学
之
志
さ

し
厚
き
者
故
、
必
ズ
適
宜
ト
申
事
ニ
到
り
、
先
シ
同
人
ヲ
雇
候
事
一
一
取
極

申
候
。
何
れ
日
本
え
の
渡
海
は
小
生
同
行
之
積
一
一
御
坐
候
。
委
細
〈
同
行

之
末
川
久
敬
帰
府
仕
候
問
、
同
人
方
万
端
御
承
知
可
隊
被
レ
下
候
。
仏
国
、

英
国
之
病
院
ヲ
一
見
仕
候
二
、
生
徒
ハ
多
分
十
四
、
五
歳
之
者
多
く
、
右

一
一
付
プ
ロ
フ
ェ
ソ
ル
等
二
小
生
悴
一
条
、
夫
々
演
習
之
景
況
承
り
し
｝
一
、

何
れ
に
も
洋
行
い
た
さ
せ
、
大
学
校
｝
一
入
れ
、
予
科
ヲ
兼
、
本
科
一
一
従
事

致
さ
す
る
方
専
務
と
申
事
、
小
生
も
右
様
い
た
し
度
、
能
き
御
都
合
も
有
し

之
、
幼
年
医
学
伝
習
之
者
御
さ
し
送
り
二
も
可
二
相
成
一
御
模
様
御
坐
候
へ

は
、
悴
義
何
卒
御
周
旋
被
レ
下
度
奉
〆
願
候
。

過
日
和
蘭
二
相
越
し
ド
ク
ト
ル
、
ポ
ー
ト
ゥ
ィ
ン
方
｝
一
尋
問
シ
、
貴
兄
の

当
節
東
京
一
一
而
高
名
ナ
ル
事
と
、
又
タ
海
軍
病
院
深
ク
御
世
話
ア
ル
事
等

申
述
し
処
、
同
人
殊
之
外
悦
上
、
何
卒
今
一
度
貴
兄
二
御
面
会
中
度
と
申

居
候
。
丼
｝
一
御
送
り
之
品
は
同
人
居
間
二
備
あ
り
、
右
礼
も
懇
切
一
一
述

候
。
就
而
は
同
人
写
真
小
生
方
早
を
送
り
届
呉
候
様
被
レ
頼
候
｝
一
付
、
即
チ

さ
し
上
申
侯
。
御
落
手
可
し
被
し
下
候
。

留
守
宅
不
し
相
し
変
時
々
可
レ
奉
陛
蒙
二
御
配
慮
一
、
何
卒
御
注
意
之
程
奉
レ
願

候
。

右
申
上
度
如
レ
並
御
坐
候
也
。

十
二
月
十
六
日
ロ
ン
ド
ン沢

太
郎
左
衛
門

戸
塚
文
海
様
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学
講
習
所
に
て
外
科
学
講
義

猶
々
圭
二
実
父
「
ス
コ
ッ
ヶ
ル
」
も
当
時
仏
国
市
街
病
院
一
一
在
勤
仕
居

候
。
同
人
ハ
シ
フ
ィ
リ
ス
懸
リ
｝
一
而
、
余
程
評
判
宜
敷
様
承
り
申
候
。
昨

年
小
生
二
男
圭
二
義
、
貴
兄
の
た
め
再
生
せ
し
事
杯
説
話
仕
候
処
、
向
後

日
本
に
到
り
、
何
卒
御
面
会
申
、
御
突
合
申
度
と
の
事
一
一
御
坐
候
。
時
宜
に

寄
来
る
一
日
一
一
は
日
本
え
相
越
可
レ
申
も
難
し
計
、
其
節
〈
宜
敷
奉
レ
願
候
。

○
今
般
同
行
の
末
川
久
敬
と
申
者
は
、
武
庫
司
七
等
出
仕
一
一
御
坐
候
。
同

人
も
何
れ
小
生
名
ヲ
以
て
御
尋
可
レ
申
候
間
、
御
懇
情
可
し
被
レ
下
候
也

（
封
筒
）東

京
高
輪
海
軍
病
院
ロ
ン
ド
ン

戸
塚
文
海
様
沢
太
郎
左
衛
門

雪
心

八
丁
堀
地
蔵
橋
わ
き
御
本
宅
え

御
届
相
成
候
而
も
宜
敷

（
註
解
）
（
１
）
沢
太
郎
左
衛
門
安
政
四
年
第
二
回
長
崎
伝
習
に
参
加
、

文
久
二
年
ｌ
元
治
元
年
ア
メ
リ
カ
、
和
蘭
に
在
留
、
明
治
元
年
八
月
開
陽
丸

等
軍
艦
八
隻
と
共
に
江
戸
脱
出
。
明
治
二
年
、
榎
本
武
揚
等
と
共
に
帰
順
。

明
治
五
年
赦
免
、
同
年
二
月
海
車
省
六
等
出
仕
、
砲
術
掛
総
監
、
造
船
教
授

書
統
訳
。
同
年
十
月
十
五
日
御
用
有
し
之
米
国
に
差
遣
。
明
治
八
年
六
月
帰

朝
（
２
）
海
軍
大
輔
川
村
純
義
（
３
）
目
黒
火
薬
製
造
所
（
現
在
、
エ

ビ
ス
駅
傍
自
衛
隊
技
術
研
究
所
）
に
据
付
け
た
黒
色
火
薬
製
造
機
械
（
４
）

明
治
八
年
よ
り
十
三
年
ま
で
在
日
、
工
部
省
御
雇
医
師
、
東
京
府
病
院
の
医

（
年
次
の
推
定
）
明

一
○
赤
松
則
良
書
翰 明

治
七
年

拝
呈
仕
候
。
然
は
本
日
左
之
通
電
信

（
１
）

海
軍
省
河
村
大
輔

病
院
之
差
支
一
一
不
二
相
成
一
様
致
し
置
、
手
明
キ
の
医
官
早
を
博
多
一
一
差

越
ス
ベ
シ

右
一
一
就
而
は
兼
て
御
見
込
候
筋
も
有
し
之
候
義
二
付
、
夫
是
御
相
談
申
度
、

大
体
発
派
之
御
手
配
相
成
候
上
、
早
々
御
出
省
被
レ
下
度
。
明
後
三
日
広

島
丸
横
浜
出
帆
之
筈
一
一
御
坐
候
。
此
段
早
を
奉
二
啓
上
一
候
也
。

（
２
）
（
３
）

二
月
二
十
八
日

赤
松
則
良

（
４
）

戸
塚
文
海
様

（
５
）

前
田
献
吉
様

（
註
解
）
（
１
）
海
軍
大
輔
川
村
純
義
。
当
時
海
軍
卿
は
空
席
（
２
）

明
治
十
年
二
月
十
五
日
西
南
戦
争
起
る
（
３
）
海
軍
大
丞
海
軍
少
将

（
４
）
海
軍
省
医
務
局
長
、
海
軍
々
医
総
監
（
５
）
太
政
官
兼
内
務
省
五

等
出
仕
、
約
三
ヶ
月
前
迄
海
軍
省
医
務
局
長
兼
任

（
年
次
の
推
定
）
明
治
十
年
、
本
書
簡
は
西
南
戦
争
勃
発
の
際
の
海
軍
医

官
急
派
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
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医
学
教
育

広
島
大
学
医
学
部
と
冒
殴
］
罵
胃
目
①
ｌ
そ
の
建
造
物
に
因
ん
だ
歴
史
ｌ

浅
田
成
也
広
島
医
学
三
一
（
一
）
二
一
’
二
三
一
九
七
八

本
邦
近
代
医
育
史
疑
神
谷
昭
典
医
療
経
済
研
究
会
会
報
（
一
三
）

一
九
七
八

徳
川
家
兵
学
校
並
に
陸
軍
医
学
所
芹
沢
武
男
杏
林
ぬ
ま
づ
（
四
○
）

三
○
’
三
九
一
九
七
八

「
医
界
之
鉄
椎
」
を
巡
っ
て
済
生
学
舎
和
田
正
系
漢
方
の
臨
床

二
五
（
己
三
五
’
四
一
、
（
二
）
三
五
’
四
三
一
九
七
八

医
学
用
語

医
学
用
語
の
起
り
狭
心
症
小
川
鼎
三
９
３
国
（
四
九
）
二
一

九
七
八

医
学
用
語
の
起
り
軟
骨
小
川
鼎
三
○
門
①
”
国
（
五
○
）
二
一
九

七
八

医
学
用
語
の
起
り
へ
イ
サ
ラ
バ
ラ
サ
と
牛
黄
小
川
鼎
三
９
８
国

（
五
一
）
二
一
九
七
八

ド
ク
ダ
ミ
の
語
源
宗
田
一
和
漢
薬
（
二
九
八
）
一
二
一
九
七

八
医
師

ロ
ー
マ
の
医
者
た
ち
井
上
清
恒
創
健
生
活
二
○
（
四
）
九
’
一
三

一
九
七
八 医

史
学
関
係
文
献
目
録
（
項
目
五
十
音
順
）

草
医
の
秘
方
岩
治
勇
一
奥
越
史
料
（
七
）
二
一
’
五
二
一
九
七

八
満
州
開
拓
医
興
亡
記
宇
留
野
勝
弥
日
本
医
事
新
報
（
二
八
○
六
）

九
三
’
九
五
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
流
行
医
っ
て
何
？
漢
方
医
学
一
一
（
二
）
二
一
九

七
八

医
療
制
度
史

昭
和
前
期
（
一
九
二
六
’
一
九
四
五
）
の
医
療
保
険
清
水
勝
嘉
防
衛

医
科
大
学
校
雑
誌
三
（
三
）
一
七
二
’
一
八
○
一
九
七
八

令
制
医
療
体
制
の
展
開
と
変
質
新
村
拓
医
学
史
研
究
（
四
九
）

二
七
’
三
○
一
九
七
八

医
療
器
具

顕
微
鏡
の
歴
史
と
発
達

よ
り
明
る
い
像
を
求
め
て
田
中
新
一
い
ず
象
二
五
（
二
）
二
六

’
二
七
、
（
六
）
二
二
’
二
三
一
九
七
八

各
種
の
顕
微
鏡
田
中
新
一
い
ず
み
二
五
（
四
）
三
二
’
三
三

一
九
七
八

順
天
堂
大
学
所
蔵
の
磁
石
発
電
機
に
つ
い
て
布
施
光
男
科
学
史
研
究

一
七
（
一
二
六
）
二
一
’
二
四
一
九
七
八

血
圧
の
概
念
と
血
圧
計
の
歴
史
森
重
孝
日
本
医
事
新
報
（
二
八

一
九
）
一
三
九
一
九
七
八

医
家
人
名
録

江
戸
今
世
医
家
人
名
録
初
編
大
滝
紀
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
四

（
一
）
七
二
’
八
五
一
九
七
八
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今
世
医
家
人
名
録
東
大
滝
紀
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
四
（
四
）

三
六
二
’
三
七
一
一
九
七
八

術
生

平
戦
移
行
時
に
お
け
る
衛
生
資
材
の
調
達
補
給
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
主

と
し
て
支
那
事
変
に
つ
い
て
石
井
豊
三
防
衛
衛
生
二
五
（
三
）

四
三
’
四
八
、
（
五
）
九
五
’
九
八
一
九
七
八

森
林
太
郎
統
計
論
争
の
背
景
岡
田
靖
雄
医
学
史
研
究
（
四
九
）
一

’
一
三
一
九
七
八

戦
時
体
制
下
（
一
九
三
七
’
一
九
四
五
）
の
公
衆
衛
生
清
水
勝
嘉
防

衛
医
科
大
学
雑
誌
三
（
二
）
一
二
’
一
二
○
一
九
七
八

沖
縄
作
戦
衛
生
史
牧
野
勉
大
塚
薬
報
（
三
一
四
）
五
○
’
五
五

一
九
七
八

抗
夫
の
互
助
組
織
と
し
て
の
友
子
同
盟
三
浦
豊
彦
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
二
）
二
八
’
三
○
一
九
七
八

労
働
衛
生
学
史
序
説

ｌ
明
治
初
期
の
衛
生
行
政
官
と
職
業
衛
生
（
相
良
知
安
、
長
与
専
斎
と
後

藤
新
平
、
長
谷
川
泰
）
ｌ
三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
四
（
一
）
一
’

一
○
一
九
七
八

ｌ
明
治
時
代
の
陸
海
軍
、
産
業
に
お
け
る
脚
気
Ｉ
三
浦
豊
彦
労
働
科

学
五
四
（
三
）
二
五
’
一
二
四
一
九
七
八

ｌ
明
治
時
代
の
鉱
業
法
制
と
労
働
衛
生
、
明
治
の
鉱
山
労
働
、
大
島
高

任
・
道
太
郎
父
子
、
論
文
「
坑
夫
社
会
ノ
所
謂
煙
毒
一
一
就
テ
」
、
生
野
鉱

山
鉱
夫
共
済
組
合
病
院
、
足
尾
銅
山
の
共
済
制
度
Ｉ
三
浦
豊
彦
労
働

科
学
五
四
（
七
）
三
五
九
’
三
七
一
一
九
七
八

ｉ
明
治
の
下
層
階
級
と
労
働
者
の
生
活
、
労
働
条
件
を
伝
え
る
調
査
報

告
、
佐
久
間
貞
一
と
手
島
精
一
Ｉ
三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
四
（
九
）

四
五
九
’
四
七
三
一
九
七
八

ｌ
明
治
か
ら
大
正
初
年
の
産
業
界
の
災
害
、
急
性
伝
染
病
、
結
核
、
塵
肺

三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
四
（
一
二
）
六
三
五
Ｉ
六
四
九
一
九
七
八

解
剖
学
史

虞
列
伊
氏
解
剖
訓
蒙
図
の
洋
印
大
滝
紀
雄
日
本
医
学
雑
誌
二
四

（
三
）
二
七
三
’
二
七
四
一
九
七
八

い
わ
ゆ
る
「
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
」
の
脚
注
に
つ
い
て
（
三
）
酒

井
恒
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
四
一
’
四
三
一
九
七
八

貝
①
ご
目
⑦
綴
ｏ
臣
ａ
①
ド
ミ
胃
胃
口
号
自
己
９
《
《
○
員
庁
ａ
宮
口
ｇ
鴨
弓
画
霞
①
ロ
諸

国
』
圏
吻
言
、
シ
尻
シ
胃
３
口
烏
吋
号
島
匡
烏
口
巨
い
○
岸
磐
日
麗
蜀
○
冒
少
口
角
‐

８
日
甘
い
菅
冒
昌
８
五
五
（
二
’
三
）
二
一
’
一
五
二
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
生
き
か
え
っ
た
解
剖
用
〃
屍
体
″
〔
ウ
ィ
ー
ン
一
四
九

二
年
〕
漢
方
医
学
二
（
二
）
二
一
九
七
八

学
会

学
会
記
第
七
九
回
日
本
医
史
学
会
本
間
邦
則
日
本
医
事
新
報

（
二
八
二
一
）
四
八
’
四
九
一
九
七
八

木
骨
制
作
の
由
来
を
記
し
併
せ
て
解
体
新
書
を
批
判
し
た
星
野
良
悦
の
手
記

か
と
考
え
ら
れ
る
古
文
書
松
永
勝
広
島
医
学
三
一
（
六
）
七

三
六
’
七
三
七
一
九
七
八

絵
画
に
み
る
医
史

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
名
画
「
ト
ウ
ル
プ
の
解
剖
学
講
義
」
古
川
明

医
学
選
粋
（
一
三
）
一
七
’
二
二
一
九
七
八
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多
紀
元
簡
賛
谷
文
晁
筆
神
農
像
（
村
山
采
芝
氏
蔵
）
蒲
原
宏
新
潟

県
医
師
会
報
（
三
三
四
）
一
九
七
八

富
取
芳
斎
筆
神
農
像
（
地
蔵
堂
新
川
家
蔵
）
蒲
原
宏
新
潟
県
医

師
会
報
（
三
三
八
）
一
九
七
八

中
田
瑞
穂
筆
薬
師
如
来
像
（
中
川
正
平
氏
蔵
）
蒲
原
宏
新
潟
県
医

師
会
報
（
三
四
○
）
一
九
七
八

大
津
絵
鬼
の
念
仏
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
四
二
）
一

九
七
八

野
呂
天
然
画
像
記
佐
久
間
洋
行
科
学
医
学
資
料
研
究
（
五
二
）
一

’
三
一
九
七
八

世
界
の
医
学
切
手

き
い
①
普
匡
鴬
。
『
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
四
（
五
）
三
二

二
’
三
二
三
、
（
九
）
五
七
一
’
五
七
二
一
九
七
八

弔
画
昌
餌
９
日
脚
ロ
ロ
冒
屋
厨
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
み
一
○
四

（
七
）
一
九
七
八

乏
画
庸
目
§
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
象
一
○
四
（
二
）
一

九
七
八

国
９
『
脚
ａ
ｏ
塚
器
目
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
象
一
○
五
（
一
）

一
四
’
一
五
一
九
七
八

○
与
曽
旨
圏
自
国
静
日
四
目
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
一
○
五
（
三
）

一
九
七
八

国
Ｑ
乏
騨
己
宕
己
旨
印
笥
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
五
（
六
）

六
○
七
’
六
○
八
、
一
○
五
（
一
○
）
八
八
○
’
八
八
一
一
九
七
八

筐
冨
員
砕
宮
く
①
旨
角
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
家
一
○
五
（
八
）

一
○
五
（
一
二
）
一
九
七
八

種
痘
の
歴
史
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
六
（
一
）
一
二
’

二
二
一
九
七
八

］
呂
ｇ
ｏ
巨
凰
。
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
六
（
三
）
一
九

七
八

号
思
国
飼
昌
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
み
一
○
六
（
六
・
七
）
四

六
四
’
四
六
五
、
一
○
六
（
一
○
）
六
六
五
Ｉ
六
六
六
一
九
七
八

国
昌
夙
○
四
昌
顧
昌
掲
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ぷ
一
○
六
（
八
）

一
九
七
八

赤
十
字
国
際
委
員
会
と
赤
十
字
社
連
盟
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
象

一
○
六
（
一
二
）
一
九
七
八

第
二
三
回
国
際
眼
科
学
会
議
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
七

（
こ
一
一
一
九
七
八

ア
レ
ニ
ウ
ス
シ
弓
胃
昌
晨
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
七

（
三
）
一
九
七
八

マ
ル
ピ
ギ
ー
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
一
○
七
（
五
）
三
○
八

’
三
○
九
一
九
七
八

医
学
関
係
の
ｚ
号
堅
受
賞
者
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
一
○

七
（
七
）
、
一
○
七
（
二
’
一
二
）
一
九
七
八

第
一
四
回
国
際
整
形
災
害
外
科
学
会
議
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
象

一
○
七
（
九
）
五
七
四
’
五
七
五
一
九
七
八
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眼
科
史

銀
海
・
人
。
と
き
・
と
こ
ろ
（
補
遺
二
五
）
宇
山
安
夫
銀
海
（
七

六
）
九
’
二
一
九
七
八

日
本
散
瞳
薬
伝
来
史
福
島
義
一
銀
海
（
七
六
）
二
五
’
三
一
一

九
七
八

日
本
大
学
医
学
部
眼
科
学
教
室
紹
介
銀
海
（
七
六
）
二
’
八
一
九

七
八

看
護
史

昭
和
後
半
（
戦
後
）
の
派
出
看
護
に
つ
い
て
遠
藤
恵
美
子
医
学
史
研
究

（
四
九
）
二
二
’
二
六
一
九
七
八

派
出
看
護
の
歴
史
大
正
時
代
の
派
出
看
護
遠
藤
恵
美
子
看
護
実
践

の
科
学
（
一
○
）
五
九
’
六
六
、
（
二
）
五
九
’
六
六
一
九
七
八

戴
帽
式
の
歴
史
と
意
義
川
野
雅
資
日
本
医
事
新
報
（
二
八
三
一
）

一
七
一
’
一
七
二
一
九
七
八

派
出
看
護
の
歴
史
明
治
時
代
の
派
出
看
護
高
橋
政
子
看
護
実
践
の

科
学
（
六
）
五
二
’
五
七
、
（
七
）
五
一
’
五
六
、
（
八
）
五
九
’
六

五
、
（
九
）
五
九
’
六
六
一
九
七
八

慈
恵
に
お
け
る
看
護
教
育
史
（
Ⅲ
）
看
護
婦
教
育
所
（
三
）
看
護
婦
教
育

所
に
お
け
る
生
徒
の
生
活
状
況
坪
井
良
子
、
高
橋
陽
子
、
村
山
千
枝

子
、
芳
賀
佐
和
子
看
護
教
育
一
九
（
五
）
三
一
七
’
三
二
三
一
九

七
八

『
達
生
図
説
』
に
染
る
産
科
看
護
山
根
信
子
日
本
医
史
学
雑
誌
二

四
（
二
）
五
五
一
九
七
八

外
科
史

「
瘍
医
新
書
」
の
研
究
大
鳥
蘭
三
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
一
）

六
四
’
七
一
、
二
四
（
三
）
二
五
二
’
二
五
七
、
二
四
（
四
）
三
四
七
’

三
五
一
一
九
七
八

ア
ン
ブ
ロ
ァ
ス
・
パ
レ
の
外
科
が
日
本
へ
渡
っ
て
き
た
道
Ｉ
特
に
語
学
上
の

問
題
に
つ
い
て
大
村
敏
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
四
六

’
四
八
一
九
七
八

『
外
科
起
廃
』
と
『
外
科
起
廃
図
譜
』
宗
田
一
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
二
）
二
三
’
二
五
一
九
七
八

明
治
三
十
五
年
歩
兵
第
五
連
隊
凍
傷
患
者
の
治
療
に
つ
い
て
松
木
明
知

日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
七
六
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
火
傷
に
は
タ
マ
ネ
ギ
を
漢
方
医
学
二
（
四
）
二

一
九
七
八

産
婦
人
科

光
明
寺
（
美
濃
郡
上
気
良
）
の
産
後
妙
方
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会

だ
よ
り
（
一
八
八
）
一
九
一
九
七
八

膳
の
緒
の
保
存
習
慣
に
つ
い
て
蔵
方
宏
昌
日
本
医
事
新
報
（
二
八

三
一
）
一
七
○
’
一
七
一
一
九
七
八

歯
学
史

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
一
報
歯
科
材
料
に
つ
い
て

大
橋
正
敬
他
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
一
）
一
’
七
一
九
七

八
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
二
報
歯
磨
、
歯
ブ
ラ
シ
お

よ
び
楊
枝
に
つ
い
て
大
橋
正
敬
、
仁
平
真
佐
秀
、
長
谷
川
清
、
竹
井
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満
久
、
小
田
邦
雄
、
大
越
肇
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
一
）

八
’
一
三
一
九
七
八

楊
枝
に
つ
い
て
本
間
邦
則
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
五
四
’

五
五
一
九
七
八

ク
ー
フ
ス
プ
を
応
用
し
た
骨
製
義
歯
な
ら
び
に
、
む
す
び
．
繋
ぎ
か
ら
鍼
鉄
・
・

鉤
応
用
へ
の
推
移
に
つ
い
て
本
山
佐
太
郎
日
本
歯
科
医
史
学
会
会

誌
六
（
一
）
一
四
’
二
○
一
九
七
八

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
信
仰
と
医
学
・
歯
科
医
学
（
そ
の
二
）
古
典
期

の
病
理
・
診
断
学
、
歯
科
薬
物
・
治
療
学
と
口
腔
外
科
学
に
つ
い
て

森
山
徳
長
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
報
六
（
こ
こ
九
’
三
九
一
九

七
八

日
本
に
お
け
る
麻
酔
史
の
研
究
ｌ
特
に
、
上
里
寿
著
、
口
腔
伝
達
麻
酔
法
の

解
題
Ｉ
谷
津
三
雄
、
片
山
勇
、
野
沢
隆
之
、
庵
原
正
彦
日
本
歯
科

医
史
学
会
会
誌
六
（
一
）
一
二
’
二
八
一
九
七
八

崎
形
児
写
真
図
譜
に
お
け
る
口
腔
崎
形
児
の
考
証
谷
津
三
雄
、
大
場
重

信
、
藤
井
敏
博
、
村
木
春
長
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
一
）
四

○
’
五
○
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
エ
ー
テ
ル
．
．
〈
－
テ
ィ
狂
の
若
者
麻
酔
下
の
抜
歯
に
成

功
〔
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
一
八
四
二
〕
漢
方
医
学
二
（
こ
こ
一
九

七
八

史
跡
・
碑

そ
の
と
き
ど
き
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
あ
と
を
た
ず
ね
て

Ｉ
コ
ス
島
へ
の
旅
Ｉ
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
六
（
四
）

二
二
四
一
九
七
八

Ｉ
ま
ず
ア
テ
ネ
で
Ｉ
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
承
一
○
六
（
五
）

四
四
六
一
九
七
八

Ｉ
コ
ス
島
で
Ｉ
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
六
（
六
・
七
）

五
○
八
一
九
七
八

Ｉ
パ
リ
で
１
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
六
（
八
）
五
六
八
、

一
○
六
（
九
）
六
三
八
一
九
七
八

世
界
の
出
島
に
ｌ
長
崎
出
島
史
跡
整
備
審
議
会
の
発
足
緒
方
富
雄
医

学
の
あ
ゆ
承
一
○
七
（
八
）
五
三
八
一
九
七
八

医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
聖
域
を
訪
れ
て
王
洛
日
本
医
事
新
報

（
二
八
四
二
）
六
二
’
六
四
一
九
七
八

水
原
秋
桜
子
「
産
論
」
の
句
碑
建
立
に
つ
い
て
杉
立
義
一
日
本
医
事

新
報
（
二
八
三
六
）
六
二
’
六
三
一
九
七
八

和
田
啓
十
郎
先
生
旧
趾
碑
寺
師
睦
宗
日
本
医
事
新
報
（
二
八
○
四
）

六
六
一
九
七
八

断
片
医
学
史
散
歩

祥
雲
寺
に
鼠
塚
を
訪
ね
て
春
田
三
佐
夫
旨
。
鳥
目
巨
巳
衝
二
四

（
八
）
四
三
五
’
四
三
七
一
九
七
八

梅
里
先
生
杉
田
成
郷
の
墓
を
訪
ね
て
春
田
三
佐
夫
巨
。
号
目

冨
＆
厨
二
四
（
九
）
四
九
三
’
四
九
五
一
九
七
八

へ
ボ
ン
博
士
邸
跡
を
訪
ね
て
春
田
三
佐
夫
昌
。
片
目
目
＆
徴
二

四
（
一
二
）
六
九
五
’
六
九
七
一
九
七
八

疾
病
史

う
つ
病
の
医
史
学
小
田
晋
臨
床
医
四
（
一
二
）
一
七
九
九
’
一

八
○
一
一
九
七
八
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獣
医
学
史

獣
医
史
学
に
関
す
る
通
史
の
紹
介
勝
山
脩
日
本
獣
医
史
学
雑
誌

（
一
二
）
四
一
’
四
七
一
九
七
八

明
治
初
年
当
時
の
牛
疫
診
断
に
関
す
る
史
的
研
究
ｌ
御
雇
外
国
人
の
知
識
と

処
置
Ｉ
岸
浩
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
二
一
）
一
’
一
五

一
九
七
八

中
国
を
訪
ね
て
ｌ
嘉
峪
関
彩
色
噂
に
触
れ
て
Ｉ
小
暮
規
夫
日
本
獣
医

史
学
雑
誌
（
一
二
）
三
二
’
四
○
一
九
七
八

馬
医
図
巻
の
獣
医
史
学
的
考
察
島
田
謙
造
日
本
獣
医
史
学
雑
誌

（
一
二
）
二
六
’
三
二
一
九
七
八

古
文
書
に
み
る
わ
が
国
畜
産
の
歩
み
松
尾
信
一
畜
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
（
一
五
二
）
Ｉ
（
一
五
六
）
一
九
七
七
、
（
一
五
七
）
１
（
一
六

三
）
一
九
七
八

馬
の
文
化
史
松
尾
信
一
ど
う
ぶ
つ
と
動
物
園
一
九
七
八

新
修
鷹
経
に
つ
い
て
三
井
高
孟
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一
二
）
一

五
’
二
五
一
九
七
八

中
世
日
本
の
（
人
体
）
解
剖
図
の
類
型
と
馬
医
絵
巻
（
解
剖
図
）
の
類
型
に

つ
い
て
村
井
秀
夫
、
松
尾
信
一
、
白
井
恒
三
郎
日
本
畜
産
学
会
北

陸
支
部
会
報
（
三
六
）
一
五
’
一
六
一
九
七
八

小
児
科

『
愛
育
茶
謹
」
に
承
る
東
西
の
混
涌
深
瀬
泰
旦
日
本
医
史
学
雑
誌

『
愛
育
茶
謹
』
に
承
る
東
西
の
混
潟

二
四
（
一
）
三
五
’
四
七
一
九
七
八

カ
ド
ガ
ン
の
「
育
児
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ

本
医
史
学
雑
誌
二
四
・
（
二
）
二
○
Ｉ

シ
セ
イ
」
に
つ
い
て
深
瀬
泰
旦
日

二
○
’
一
三
一
九
七
八

乏
罠
騨
日
。
且
。
鳴
目
の
『
育
児
論
』
深
瀬
泰
旦
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
四
）
三
○
○
’
三
二
一
九
七
八

書
誌
学

『
本
草
品
彙
精
要
』
の
一
未
発
表
本
に
つ
い
て
大
塚
恭
男
日
本
医
史

学
雑
誌
二
四
（
二
）
七
二
’
七
四
一
九
七
八

新
潟
県
最
初
の
医
学
雑
誌
「
教
育
衛
生
新
誌
」
蒲
原
宏
新
潟
県
医

師
会
報
（
三
四
四
）
一
九
七
八

古
医
書
と
そ
の
評
価
酒
井
シ
ヅ
日
本
医
事
新
報
（
二
八
四
八
）
一

四
○
’
一
四
一
一
九
七
八

古
医
書
を
た
ず
ね
て
（
そ
の
一
三
）
中
泉
行
正
銀
海
（
七
六
）
一

二
’
二
一
一
九
七
八

康
治
本
傷
寒
論
の
研
究
長
沢
元
夫
東
洋
医
学
六
（
一
）
七
○
’
七

五
一
九
七
八

傷
寒
論
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
野
淵
紘
漢
方
の
臨
床
二
五

（
八
）
三
’
六
一
九
七
八

余
り
に
も
問
題
の
多
い
傷
寒
論
と
い
う
書
誌
に
つ
い
て
摩
寿
意
惹

漢
方
の
臨
床
二
五
（
五
）
八
’
二
、
’
一
五
（
六
）
一
○
’
一
三
、
二

五
（
七
）
一
八
’
一
二
、
二
五
（
八
）
七
’
一
○
一
九
七
八

整
形
外
科

ギ
プ
ス
包
帯
の
発
明
と
日
本
へ
の
伝
来
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報

（
三
三
八
）
一
’
一
○
一
九
七
八
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精
神
医
学
史

精
神
医
学
領
域
に
於
け
る
漢
方
の
役
割
相
見
三
郎
漢
方
の
臨
床
二

五
（
二
’
一
二
）
七
七
’
八
九
一
九
七
八

明
治
以
前
の
精
神
医
学
史
芸
能
に
お
け
る
狂
気
小
笠
原
恭
子
社
会

精
神
医
学
一
（
二
）
九
七
’
一
○
六
一
九
七
八

近
世
史
料
に
承
る
「
狂
気
」
ｌ
守
山
領
の
場
合
１
（
そ
の
一
）
昼
田
源

四
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
六
九
’
七
一
一
九
七
八

化
政
期
と
精
神
医
療
松
田
方
一
医
学
史
研
究
（
四
九
）
一
八
’
二

一
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
ヒ
ス
テ
リ
ー
か
詐
病
か
？
〔
会
稽
一
四
○
○
頃
〕

漢
方
医
学
二
（
一
○
）
二
一
九
七
八

生
物
学
史

イ
ギ
リ
ス
に
象
る
生
物
学
史
研
究
の
新
し
い
動
向
里
深
文
彦
生
物
学

史
研
究
（
三
三
）
四
九
’
五
二
一
九
七
八

「
人
類
の
進
化
」
の
指
導
法
高
校
生
物
教
育
に
お
け
る
人
間
を
中
心
に
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
践
人
類
の
進
化
（
一
）
、
（
二
）
沢
野
啓
一

生
物
教
育
一
八
（
四
）
一
四
’
一
七
、
’
九
（
一
）
一
八
’
一
二
一

九
七
八

生
物
学
史
に
見
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
鈴
木
善
次
生
物
学
史
研
究

（
三
四
）
三
九
’
四
二
一
九
七
八

生
物
学
と
生
物
学
史
と
の
方
法
に
つ
い
て
田
辺
振
太
郎
生
物
学
史
研

究
（
三
三
）
三
四
’
四
八
一
九
七
八

進
化
論
と
目
的
論
田
辺
振
太
郎
生
物
学
史
研
究
（
三
四
）
一
’
一

九
一
九
七
八

エ
ラ
ズ
マ
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
進
化
論
（
下
）
辻
篤
子
生
物
学
史

研
究
（
三
三
）
八
’
一
二
一
九
七
八

樹
獺
亭
情
想
録
（
二
）
中
村
禎
里
生
物
学
史
研
究
（
三
四
）
二
七

’
三
八
一
九
七
八

宇
田
川
椿
蓄
の
著
書
に
見
ら
れ
る
ガ
ス
代
謝
の
記
載
矢
部
一
郎
日
本

医
史
学
雑
誌
二
四
（
一
）
一
四
’
三
四
、
二
四
（
三
）
二
五
八
’
二
七

二
一
九
七
八

オ
パ
ー
リ
ン
学
説
の
展
開
（
下
）
山
根
健
嗣
生
物
学
史
研
究
（
三

三
）
一
’
七
一
九
七
八

遺
伝
子
の
神
話
山
元
皓
二
生
物
学
史
研
究
（
三
三
）
二
二
’
三
三

一
九
七
八

西
洋
医
学

そ
の
と
き
ど
き
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
名
の
も
と
に
緒
方
富
雄
医
学

の
あ
ゆ
桑
一
○
七
（
七
）
四
六
四
一
九
七
八

医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
と
そ
の
時
代
Ｉ
古
代
人
の
健
康
観
を
め
ぐ
っ
て

河
村
昇
女
子
栄
養
大
学
紀
要
（
九
）
二
三
’
二
二
一
九
七

八
〃
’
一
ユ
ウ
マ
テ
ィ
ク
・
メ
デ
ィ
シ
ン
″
（
一
八
世
紀
）
そ
の
背
景
と
影
響

栗
本
宗
治
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
二
二
’
二
三
一
九
七
八

「
実
験
医
学
序
説
」
に
よ
る
方
法
論
舘
野
之
男
医
学
界
新
聞
（
一

三
二
三
）
二
’
三
一
九
七
八

西
欧
医
学
者
遣
聞

医
学
と
美
術
そ
し
て
、
文
学
の
話
劇
作
家
か
ら
医
学
者
に
な
っ
た
ベ
ル
ナ

ー
ル
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一
九
（
四
）
二
三
’
二
六
一
九
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七
八

産
褥
熱
と
ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
消
毒
と
防
腐
法
に
取
組
ん
だ
二
人
の
医
学

者
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
法
一
九
（
五
）
二
三
’
二
六
一
九
七
八

麻
酔
に
と
り
組
ん
だ
医
・
化
学
者
た
ち
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
の
笑
気
ガ
ス

と
産
科
医
シ
ン
プ
ソ
ン
の
無
痛
分
娩
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一

九
（
六
）
二
三
’
二
六
一
九
七
八

微
生
物
の
探
究
者
・
ハ
ス
ト
ウ
ー
ル
（
１
）
少
年
時
代
と
最
初
の
発
見

吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一
九
（
七
）
二
三
’
二
六
一
九
七
八

近
代
ド
イ
ツ
の
医
学
（
１
）
ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
と
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ッ
吉

岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一
九
つ
二
）
二
三
’
二
六
一
九
七
八

近
付
ド
イ
ツ
の
医
学
（
Ⅱ
）
シ
ー
ボ
ル
ト
と
新
進
作
家
ド
ー
デ
ー
の
交

友
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
二
○
（
ご
二
三
’
二
六
一
九
七

八近
代
ド
イ
ツ
の
医
学
（
Ⅲ
）
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ル
レ
ル
と
エ
ー
ル
リ
ッ

ヒ
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
二
○
（
二
）
二
三
’
二
六
一
九
七

八近
代
ド
イ
ツ
の
医
学
（
Ⅳ
）
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
、
秦
佐
八
郎
の
六
○
六
号

吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
二
○
（
三
）
二
三
’
二
六
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
医
学
研
究
所
設
立
〔
’
一
ユ
ー
ョ
ー

ク
一
九
○
一
〕
漢
方
医
学
二
（
三
）
二
一
九
七
八

生
理
学

日
本
の
近
代
自
然
科
学
教
育
に
お
け
る
生
理
学
者
橋
田
邦
彦
と
生
化
学
者

荒
木
寅
三
郎
柴
田
幸
雄
・
野
田
啓
子
・
津
田
弘
子
・
宇
賀
田
承
や
子

日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
一
二
’
一
四
一
九
七
八

地
方
史

医
界
風
土
記

群
馬
県
医
系
九
代
家
系
十
九
代
岡
田
家
の
抄
録
山
田
昇
太
郎
日

医
一
一
ユ
ー
ス
（
三
九
二
）
一
九
七
八

鳥
取
県
因
伯
の
医
師
た
ち
森
納
日
医
一
三
－
ス
（
三
九
五
）

一
九
七
八

山
口
県
幻
の
赤
間
関
医
学
校
梅
本
英
夫
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
三

九
七
）
一
九
七
八

沖
縄
県
補
唇
術
と
高
嶺
徳
明
源
河
朝
明
日
医
一
三
１
ス
（
三

九
八
）
一
九
七
八

愛
媛
県
奇
行
の
町
医
永
井
権
中
宮
内
孝
夫
日
医
一
一
ユ
ー
ス

（
三
九
九
）
一
九
七
八

徳
島
県
高
良
斎
の
墓
碑
福
島
義
一
日
医
ニ
ュ
ー
ス
（
四
○
○
）

一
九
七
八

福
井
県
玄
白
と
淳
庵
田
辺
賀
啓
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
四
○
一
）

一
九
七
八

香
川
県
高
坂
夜
雨
の
こ
と
阪
内
駿
司
日
医
一
夏
－
ス
（
四
○

二
）
一
九
七
八

長
野
県
佐
久
間
象
山
と
牛
痘
接
種
柳
沢
文
秋
日
医
一
三
－
ス

（
四
○
三
）
一
九
七
八

兵
庫
県
神
戸
医
学
校
天
児
民
博
日
医
一
三
－
ス
（
四
○
五
）

一
九
七
八

福
島
県
会
津
高
田
の
医
師
た
ち
天
野
謙
吉
日
医
｝
豆
－
ス

（
四
○
六
）
（
四
○
七
）
一
九
七
八
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岐
阜
県
「
史
跡
江
馬
蘭
学
塾
跡
」
碑
建
つ
青
木
一
郎
日
医
一
一
ユ

ー
ス
（
四
○
八
）
一
九
七
八

奈
良
県
江
戸
時
代
の
郷
土
史
家
村
井
外
哲
喜
多
野
徳
俊
日
医

・
ニ
ュ
ー
ス
（
四
○
九
）
一
九
七
八

群
馬
県
伊
勢
崎
地
方
の
医
史
大
谷
震
也
日
医
ニ
ュ
ー
ス
（
四

一
○
）
一
九
七
八

埼
玉
県
森
鴎
外
と
武
島
務
西
田
芳
治
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
四
一

一
）
一
九
七
八

山
口
県
医
家
と
し
て
の
大
村
益
次
郎
田
中
助
一
日
医
一
三
－
ス

（
四
一
二
）
一
九
七
八

愛
媛
県
今
治
藩
医
半
井
梧
庵
宮
内
孝
夫
日
医
｝
一
ユ
ー
ス

（
四
一
四
）
一
九
七
八

茨
城
県
原
南
陽
と
奥
田
兄
弟
伊
藤
英
雄
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
四

一
五
）
一
九
七
八

長
崎
医
学
史
ノ
ー
ト

南
部
家
の
こ
と
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
会
報
（
三
八
四
）

八
（
三
八
五
）
二
二
一
九
七
八

「
テ
ン
プ
ラ
」
考
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
八
六
）
二

○
一
九
七
八

ビ
ー
ド
ロ
の
こ
と
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
八
七
）
三

一
、
（
三
八
八
）
一
五
一
九
七
八

柴
田
花
守
の
「
予
防
方
」
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
八

九
）
一
五
一
九
七
八

「
神
道
八
重
垣
」
の
こ
と
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
九

○
）
二
○
（
三
九
一
）
一
三
一
九
七
八

長
崎
司
薬
場
設
置
の
通
達
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
九

二
）
一
二
一
九
七
八

歯
科
器
具
の
伝
来
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
九
三
）
一

九
一
九
七
八

郷
医
岡
完
の
上
書
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
九
四
）
三

○
（
三
九
五
）
一
九
七
八

岡
山
藩
に
お
け
る
農
家
子
弟
と
医
業
石
原
力
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
二
）
二
六
’
二
八
一
九
七
八

日
本
医
学
放
射
線
技
術
史
に
お
け
る
宮
崎
今
市
正
義
日
本
医
史
学
雑

誌
二
四
（
二
）
一
七
’
一
八
一
九
七
八

宮
崎
県
の
医
史
学
散
歩
内
田
醇
日
本
医
史
学
雑
誌
．
二
四
（
二
）

四
’
五
一
九
七
八

琉
球
政
府
時
代
に
お
け
る
奄
美
の
介
輔
（
補
遺
）
華
表
宏
有
日
本
医

事
新
報
（
二
八
二
五
）
九
三
’
九
六
一
九
七
八

’
一
頁
随
想
Ｉ
長
崎
の
小
さ
な
記
録
高
原
滋
夫
岡
山
県
医
師
会
報

（
五
二
五
）
一
八
一
九
七
八

幕
末
に
お
け
る
福
岡
の
医
師
群
像
滝
一
郎
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

雑
誌
三
○
（
八
）
七
九
一
’
七
九
六
一
九
七
八

鹿
児
島
市
に
お
け
る
医
学
関
係
の
史
跡
つ
い
て
森
重
孝
日
本
医
史

学
雑
誌
二
四
（
二
）
五
三
’
五
四
一
九
七
八

伝
記
（
個
）

浅
田
宗
伯
の
書
と
洋
学
嫌
い
大
滝
紀
雄
日
本
医
事
新
報
（
二
八
四

九
）
六
八
’
七
○
一
九
七
八
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灯
を
か
か
げ
た
人
び
と
（
第
一
八
回
）
西
洋
医
術
伝
来
の
恩
人
ア
ル
メ
ィ

ダ
山
野
光
雄
健
康
保
険
三
二
（
二
）
三
九
’
四
八
一
九
七
八

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
こ
と
富
田
仁
科
学
医
学
資
料
研
究
（
四
八
）

五
’
八
一
九
七
八

本
土
に
最
初
に
麻
酔
を
伝
え
た
島
津
藩
医
伊
佐
敷
道
與
に
つ
い
て
松
木

明
知
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
七
五
（
三
）
二
四
六
’
二
五

一
一
九
七
八

「
医
界
之
鉄
椎
」
を
巡
っ
て
石
黒
忠
恵
和
田
正
系
漢
方
の
臨
床

一
一
五
（
四
）
四
二
’
四
八
、
’
’
五
（
五
）
三
八
’
四
七
、
二
五
（
六
）
三

六
’
四
三
、
二
五
（
七
）
一
三
’
二
九
、
二
五
（
八
）
一
二
○
’
三
九
、

（
九
）
三
六
’
四
六
一
九
七
八

石
田
憲
吾
遺
稿
に
よ
る
「
芸
備
医
史
」
補
遺
江
川
義
雄
日
本
医
史
学

雑
誌
一
一
四
（
二
）
五
一
一
九
七
八

石
原
忍
先
生
と
そ
の
時
代
（
そ
り
二
）
桐
沢
長
徳
銀
海
（
七
六
）

二
二
’
二
三
一
九
七
八

大
野
洋
学
館
教
授
伊
藤
慎
蔵
の
書
翰
岩
治
勇
一
奥
越
史
料
（
七
）

六
’
二
○
一
九
七
八

宇
田
川
榛
斎
と
「
内
象
銅
版
図
」
藤
倉
道
夫
耳
鼻
咽
喉
科
五
○

（
五
）
三
八
四
’
三
八
五
一
九
七
八

内
山
孝
一
氏
の
逝
去
を
悼
む
東
亜
医
学
協
会
漢
方
の
臨
床
二
五

（
九
）
五
○
一
九
七
八

エ
ル
ド
リ
ッ
ヂ
の
「
近
世
医
説
」
第
一
号
に
つ
い
て
松
木
明
知
日
本

医
史
学
雑
誌
一
一
四
（
一
）
五
四
’
六
三
一
九
七
八

苛
目
の
唖
因
葛
侭
（
一
八
六
六
’
一
九
四
三
）
小
伝
蒲
原
宏
ガ
ン
新

病
誌
一
六
（
二
）
一
二
二
－
二
四
一
九
七
八

大
久
保
利
通
の
再
評
価
寺
師
睦
宗
日
本
医
事
新
報
（
二
八
三
四
）

六
六
’
六
七
一
九
七
八

断
片
医
学
史
散
歩
緒
方
洪
庵
の
墓
を
訪
ね
て
春
田
三
佐
夫

旨
。
鳥
目
員
①
島
“
二
四
（
二
）
九
三
’
九
六
一
九
七
八

埼
玉
医
学
校
と
大
野
秋
香
に
つ
い
て
西
川
狽
八
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
二
）
二
’
一
二
一
九
七
八

大
野
章
三
先
生
の
思
い
出
今
井
環
臨
床
と
研
究
五
五
（
五
）
青

・
ヘ
ー
ジ
九
’
一
○
一
九
七
八

断
片
医
学
史
散
歩
Ｉ
大
村
益
次
郎
の
銅
像
に
よ
せ
て
Ｉ
春
田
三
佐
夫

冒
○
烏
司
旨
巨
①
島
画
一
一
四
（
一
）
三
九
’
四
一
一
九
七
八

眼
科
御
目
見
得
医
師
大
森
寿
安
の
御
用
留
に
つ
い
て
玉
手
英
典
日
本

医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
三
一
’
三
二
一
九
七
八

断
片
医
学
史
散
歩
女
医
第
一
号
荻
野
吟
子
の
墓
を
訪
ね
て
春
田
三
佐

夫
冒
。
：
冒
巨
且
旨
二
四
（
六
）
三
二
五
’
三
二
七
一
九
七
八

生
薬
学
者
内
海
蘭
溪
奥
村
武
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）

六
八
’
六
九
一
九
七
八

オ
ス
ラ
ー
博
士
の
生
涯

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
生
活
（
一
九
○
五
）
日
野
原
重
明
冨
の
島
‐

ｏ
冒
画
一
五
（
一
）
一
五
二
’
一
五
五
一
九
七
八

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
欽
定
教
授
と
し
て
の
第
一
年
目
（
一
九
○
五
１

一
九
○
六
年
）
日
野
原
重
明
昌
且
冒
口
画
一
五
（
三
）
四
四
六
’

四
四
七
一
九
七
八

ハ
ー
ベ
イ
記
念
講
演
会
と
そ
の
他
の
活
躍
日
野
原
重
明
冒
の
島
。
旨
凹
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一
五
（
四
）
五
九
○
’
五
九
三
一
九
七
八

オ
ス
ラ
ー
の
身
辺
と
諸
活
動
（
一
九
○
八
）
日
野
原
重
明
胃
⑦
島
‐

ａ
目
四
一
五
（
五
）
七
四
六
’
七
五
○
一
九
七
八

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
生
活
四
年
目
欧
州
旅
行
日
野
原
重
明
旨
①
島
‐

・
冒
創
一
五
（
六
）
九
一
○
’
九
一
三
一
九
七
八

フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
旅
行
（
一
九
○
九
年
）
日
野
原
重
明
冒
の
島
‐

・
冒
騨
一
五
（
七
）
一
○
八
二
’
一
○
八
四
一
九
七
八

英
国
医
学
司
書
協
会
の
発
足
日
野
原
重
明
旨
①
島
。
旨
四
一
五

（
八
）
一
二
四
二
’
一
二
四
五
一
九
七
八

病
気
を
も
ち
な
が
ら
の
オ
ス
ラ
ー
の
活
動
日
野
原
重
明
昌
の
ｇ
‐

の
旨
脚
一
五
（
九
）
一
三
八
二
’
一
三
八
五
一
九
七
八

大
学
と
病
院
日
野
原
重
明
胃
①
島
。
冒
騨
一
五
（
一
○
）
一
五
三
四

’
一
五
三
八
一
九
七
八

オ
ス
ラ
ー
と
爵
位
日
野
原
重
明
冒
①
島
。
旨
四
一
五
（
二
）
一
六

九
○
’
一
六
九
三
一
九
七
八

オ
ス
ラ
ー
の
最
後
の
渡
米
前
後
（
一
九
一
二
、
一
三
年
）
日
野
原
重

明
冨
①
島
。
旨
四
一
五
（
一
三
）
二
四
八
六
’
二
四
八
九
一
九
七
八

貝
原
益
軒
「
拓
医
」
と
「
医
戒
」
杉
靖
三
郎
社
会
保
険
二
九

（
一
二
）
一
四
’
一
六
一
九
七
八

ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
。
ガ
マ
氏
の
知
ら
れ
ざ
る
レ
ポ
ー
ト
今
朝
洞
潔
済
生

（
五
八
六
）
一
○
’
一
二
一
九
七
八

北
賀
川
家
文
書
に
つ
い
て
杉
立
義
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）

三
三
’
三
四
一
九
七
八

北
里
柴
三
郎
回
顧
鹿
子
木
敏
範
熊
杏
（
二
三
）
七
八
’
一
二
七
一

九
七
八

倉
田
百
三
に
つ
い
て
伊
東
高
麗
夫
日
本
医
事
新
報
（
二
八
四
九
）

五
九
’
六
二
一
九
七
八

エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
。
ヘ
ル
旧
蔵
の
署
名
簿
に
つ
い
て
沼
田
次
郎

日
本
歴
史
（
三
五
六
）
二
三
’
二
八
一
九
七
八

後
藤
艮
山
の
吟
味
（
現
代
的
意
味
の
追
求
）
大
塚
敬
節
漢
方
の
臨
床

二
五
（
二
・
一
二
）
三
三
’
三
七
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
先
生
来
澳
〔
ウ
ィ
ー
ン
一

七
四
五
年
〕
漢
方
医
学
二
（
八
）
二
一
九
七
八

杉
田
玄
白
の
「
鶉
斎
日
録
」
に
つ
い
て
松
崎
欣
一
史
学
四
九
（
一
）

一
’
四
三
一
九
七
八

「
玉
味
噌
」
と
「
毫
菫
独
語
」
ｌ
老
玄
白
の
未
刊
随
筆
二
篇
芳
賀
徹

東
京
大
学
教
養
学
部
「
比
較
文
化
研
究
」
（
一
六
）
一
六
三
’
一
九
一

一
九
七
八

須
藤
憲
三
先
生
田
中
静
雄
巨
号
①
鼠
］
ｏ
員
昌
巳
（
糖
尿
病
と
代
謝
）

六
（
二
）
一
○
一
’
一
○
七
一
九
七
八

佐
々
木
中
沢
と
刺
絡
山
形
敞
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
三

五
’
三
六
、
二
四
（
三
）
二
一
四
’
二
二
三
一
九
七
八

駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
附
医
師
シ
ダ
ー
ル
Ｑ
ｏ
ｍ
①
嘗
国
○
乏
国
陸
＆
筐
一

八
四
○
’
一
九
二
五
）
蒲
原
宏
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）

八
’
九
一
九
七
八

司
馬
凌
海
墨
蹟
（
近
藤
俊
二
氏
蔵
）
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報

（
三
三
七
）
一
九
七
八

司
馬
凌
海
先
生
百
年
祭
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
三
七
）

（71）71



一
九
’
一
二
一
九
七
八

司
馬
凌
海
先
生
山
本
修
之
助
司
馬
凌
海
先
生
顕
彰
会
三
八
頁
一

九
七
八

断
片
医
学
史
散
歩
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
像
を
訪
ね
て
春
田

三
佐
夫
冒
。
月
日
旨
且
旨
二
四
（
四
）
二
一
○
’
二
一
二
一
九
七

八
高
木
喜
寛
伝
古
川
明
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
一
五
’
一

六
一
九
七
八

高
山
周
徳
再
考
宮
下
舜
一
北
海
道
医
報
（
四
三
四
）
三
二
’
三
六

一
九
七
八

高
山
周
徳
再
考
雑
感
あ
と
が
き
に
代
え
て
宮
下
舜
一
北
海
道
医
報

（
四
三
六
）
二
一
九
七
八

田
村
藍
水
伝
記
資
料
に
つ
い
て
１
万
年
帳
を
中
心
と
し
て
Ｉ
大
森
実

日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
四
○
’
四
一
一
九
七
八

「
ツ
ュ
ー
ン
ベ
リ
ー
研
究
資
料
」
拾
遺
岩
生
成
一
日
本
植
物
学
会
ツ

ェ
ン
ベ
リ
ー
来
日
二
○
○
年
記
念
誌
三
二
’
三
七
一
九
七
八

静
海
上
府
懐
日
記
（
一
）
戸
塚
武
比
古
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四

（
四
）
三
七
二
’
三
七
五
一
九
七
八

ニ
コ
ラ
ー
ス
。
ト
ゥ
ル
プ
古
川
明
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
三
）

二
二
四
’
二
三
五
、
二
四
（
四
）
三
三
七
’
三
四
六
一
九
七
八

医
学
の
散
歩
道
本
邦
最
初
の
病
理
解
剖
提
唱
者
永
田
独
嚥
庵
に
つ
い
て

堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
二
八
）
八
’
一
五
、
（
二

九
）
二
’
一
八
、
（
一
二
○
）
一
三
’
一
八
一
九
七
八

松
山
赴
任
当
時
の
激
石
松
本
健
次
郎
日
本
医
事
新
報
（
二
八
二
七
）

六
一
’
六
四
一
九
七
八

西
成
甫
先
生
を
偲
ぶ
小
川
鼎
三
日
本
医
事
新
報
（
二
八
三
七
）
一

○
二
一
九
七
八

医
学
の
散
歩
道
西
野
忠
次
郎
先
生
の
憶
い
出
堀
江
健
也
練
馬
区
医

師
会
だ
よ
り
（
一
二
八
）
ニ
ハ
ー
一
九
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
忍
性
師
、
極
楽
寺
を
一
大
救
療
セ
ン
タ
ー
に
〔
鎌
倉

一
二
六
○
年
〕
漢
方
医
学
二
（
四
）
二
一
九
七
八

若
越
外
科
史
覚
書
ｌ
橋
本
綱
常
の
部
Ｉ
竹
内
真
一
福
井
県
医
師
会
だ

よ
り
（
一
八
五
）
一
五
’
一
六
、
（
一
八
六
）
二
四
’
二
五
、
（
一
八

七
）
二
四
’
二
五
、
（
一
八
八
）
二
四
’
二
五
、
（
一
八
九
）
四
○
’
四

二
、
（
一
九
○
）
二
四
’
二
五
、
（
一
九
一
）
一
四
’
一
五
一
九
七
八

「
医
界
之
鉄
椎
」
を
巡
っ
て
Ｉ
長
谷
川
泰
和
田
正
系
漢
方
の
臨
床

二
五
（
三
）
三
七
’
四
五
一
九
七
八

峰
須
賀
正
氏
の
生
涯
と
業
績
筑
波
常
治
、
渋
谷
章
生
物
学
史
研
究

（
三
四
）
二
○
’
二
六
一
九
七
八

華
岡
青
洋
の
門
人
「
中
村
順
助
」
に
つ
い
て
末
中
哲
夫
日
本
医
史
学

雑
誌
二
四
（
二
）
三
六
’
三
七
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
華
岡
青
洲
氏
乳
癌
手
術
に
成
功
〔
平
山
一
八
○
五
〕

漢
方
医
学
二
（
八
）
二
一
九
七
八

そ
の
と
き
ど
き
に
葛
晨
騨
日
国
胃
く
ｑ
生
誕
四
○
○
年
緒
方
富
雄

医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
七
（
二
）
一
二
五
一
九
七
八

ゥ
イ
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
ベ
イ
生
誕
四
○
○
年
に
よ
せ
て
西
丸
和
義
医
学

の
あ
ゆ
ゑ
一
○
七
（
九
）
五
九
三
’
六
○
○
一
九
七
八

ゥ
イ
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
を
憶
う
．
守
屋
正
日
本
医
事
新
報
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（
二
八
二
一
）
五
九
一
九
七
八

県
立
新
潟
医
学
校
オ
ラ
ン
ダ
人
医
学
教
師
フ
ォ
ッ
ク
自
筆
履
歴
書
及
雇
傭
契

約
書
（
長
崎
県
立
図
書
館
蔵
）
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報

（
三
四
一
）
一
九
七
八

古
林
見
宜
（
ふ
る
ぱ
や
し
け
ん
ぎ
）
の
日
記
中
棟
方
岡
田
安
弘
京
都

医
学
会
雑
誌
二
七
（
二
）
六
五
’
六
八
一
九
七
八

へ
ボ
ン
Ｑ
画
冒
①
“
○
胃
房
国
名
冨
目
《
一
八
一
五
’
一
九
二
）
の
書
簡

に
承
る
救
療
事
業
沢
井
清
、
清
水
勝
嘉
医
学
図
書
館
二
五

（
三
）
一
二
三
’
一
二
九
一
九
七
八

来
日
宣
教
医
号
ｇ
ｏ
，
犀
『
星
の
本
国
本
部
あ
て
書
簡
長
門
谷
洋
治

日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
六
’
七
一
九
七
八

真
木
和
泉
守
と
医
学
王
丸
勇
医
学
選
粋
（
一
二
）
一
九
’
二
四

一
九
七
八

芭
蕉
の
鹿
島
紀
行
自
準
亭
に
つ
い
て
山
中
大
木
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
二
）
五
二
一
九
七
八

三
宅
春
齢
（
董
庵
）
の
事
績
に
つ
い
て
江
川
義
雄
日
母
広
島
県
支
部

会
報
（
二
四
）
二
七
’
二
八
一
九
七
八

五
十
年
前
の
ド
イ
ツ
留
学
と
三
宅
速
教
授
を
偲
ぶ
寺
本
太
郎
市
日
本

医
事
新
報
（
二
八
一
五
）
六
四
’
六
七
、
（
二
八
一
六
）
六
七
’
七
○
、

（
二
八
一
七
）
六
六
’
六
八
一
九
七
八

広
瀬
元
恭
の
時
習
堂
と
そ
の
門
人
録
青
木
一
郎
医
讓
（
五
○
）
三

’
一
二
一
九
七
八

医
学
の
散
歩
道
神
経
内
科
学
の
開
拓
者
三
浦
謹
之
助
先
生
堀
江

健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
一
二
九
）
一
七
’
二
○
一
九
七

八
御
典
医
御
薗
意
斎
高
島
文
一
医
道
の
日
本
三
七
（
一
○
）
六
六

’
六
八
一
九
七
八

御
薗
意
斎
の
系
譜
高
島
文
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
三
八

’
三
九
一
九
七
八

そ
の
と
き
ど
き
に
箕
作
尻
甫
と
津
山
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
承

一
○
七
（
三
）
二
○
六
一
九
七
八

水
戸
黄
門
漫
遊
記
王
丸
勇
日
本
医
事
新
報
（
二
八
一
三
）
六
八

’
六
九
一
九
七
八

江
戸
期
日
本
に
お
け
る
ミ
ュ
ン
チ
ン
グ
の
書
矢
部
一
郎
日
本
医
史
学

雑
誌
二
四
（
二
）
四
四
’
四
六
一
九
七
八

森
鴎
外
と
南
江
堂
宮
本
忍
胸
部
外
科
三
一
（
三
）
一
八
九
一

九
七
八

森
鴎
外
に
つ
い
て
伊
東
高
麗
夫
日
本
医
事
新
報
（
二
八
一
七
）
五

九
’
六
二
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話

●
森
枳
園
先
生
蒸
発
の
真
相
漢
方
医
学
二
（
五
）
二
一
九
七
八

王
様
の
足
を
立
た
し
た
ラ
ー
ジ
ー
先
生
〔
ブ
ハ
ラ
九
○
○
頃
〕
漢

方
医
学
二
（
一
○
）
二
一
九
七
八

良
寛
を
め
ぐ
る
医
師
た
ち
良
寛
の
肖
像
画
に
つ
い
て
藤
井
正
宣
新

潟
県
医
師
会
報
（
三
三
六
）
二
四
’
二
八
一
九
七
八

一
九
○
九
年
の
”
冒
揖
２
百
風
易
久
留
裕
サ
ク
ラ
ｘ
レ
イ
写
真
研

究
二
九
（
二
）
三
九
’
四
一
一
九
七
八

御
雇
教
師
ロ
ー
レ
ッ
ッ
に
よ
る
断
訟
医
学
講
義
小
関
恒
雄
犯
罪
学
雑
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〆

誌
四
四
（
一
）
三
一
’
三
六
一
九
七
八

伝
記
（
双
）

ク
ロ
ー
ド
、
、
ヘ
ル
ナ
ー
ル
と
私
飯
島
衛
医
学
界
新
聞
（
一
三
二
三
）

三
一
九
七
八

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
後
を
継
い
だ
人
々
井
上
清
恒
創
健
生
活
二
○

（
三
）
九
’
一
三
一
九
七
八

結
核
の
予
防
。
医
療
・
行
政
に
つ
く
し
た
思
い
出
の
人
岡
治
道
近
代
的

結
核
病
学
の
創
始
者
岩
崎
竜
郎
複
十
字
（
一
四
二
）
一
○
’
一
二

一
九
七
八

三
浦
梅
園
と
麻
田
剛
立
小
川
鼎
三
梅
園
学
会
会
報
（
三
）
四
’
一

九
一
九
七
八

真
木
和
泉
と
西
郷
南
洲
ｌ
そ
の
医
学
と
の
関
係
Ｉ
王
丸
勇
日
本
医

史
学
雑
誌
一
一
四
（
二
）
三
一
九
七
八

肺
循
環
の
発
見
と
自
然
神
学
ｌ
セ
ル
ヴ
ェ
ー
ト
と
カ
ル
零
ハ
ン
ー
大
島
智

夫
医
学
選
粋
（
一
二
）
一
三
’
一
八
一
九
七
八

結
核
に
な
や
ん
だ
知
名
人
ラ
エ
ン
ネ
ク
岡
西
順
二
郎
複
十
字

（
一
四
二
）
一
二
一
九
七
八

南
蛮
流
の
外
科
医
栗
崎
道
喜
酒
井
シ
ヅ
歴
史
と
人
物
（
七
七
）
六

五
’
六
九
一
九
七
八

日
本
に
帰
化
し
た
明
人
の
後
喬
北
山
理
庵
と
曽
占
春
の
墓
自
然
社
編

集
部
東
洋
医
学
六
（
一
）
一
六
’
一
七
一
九
七
八

賀
川
玄
悦
と
賀
川
流
産
科
杉
立
義
一
医
学
選
粋
（
一
三
）
一
三
’

一
六
一
九
七
八

フ
ァ
ブ
リ
キ
ゥ
ス
と
ハ
ー
ヴ
ィ
中
村
禎
里
科
学
医
学
資
料
研
究

（
五
三
）
一
’
三
、
（
五
四
）
五
’
八
、
（
五
五
）
二
’
八
、
（
五
六
）

五
’
八
一
九
七
八

野
口
英
世
博
士
と
兄
西
盛
之
進
の
論
文
交
換
に
つ
い
て
西
春
彦
診

断
と
治
療
六
六
（
四
）
六
五
一
’
六
五
三
一
九
七
八

鴎
外
と
杢
太
郎
の
医
学
業
績
か
ら
日
戸
修
一
日
本
医
事
新
報
（
二

八
○
九
）
六
三
’
六
六
、
（
二
八
一
○
）
六
九
’
七
三
、
（
二
八
二
）

六
九
’
七
二
一
九
七
八

良
寛
を
め
ぐ
る
医
師
た
ち
中
原
元
讓
と
良
寛
藤
井
正
宣
新
潟
県
医

師
会
報
（
三
三
九
）
二
二
’
二
六
一
九
七
八

奏
佐
八
郎
と
固
胃
胃
底
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
み
一
○
四
（
一
）

二
四
一
九
七
八

医
師
荻
生
方
奄
・
理
奄
父
子
と
本
納
史
跡
荻
生
祖
裸
勉
学
之
地
の
陰
に

堀
部
寿
雄
千
葉
県
医
師
会
報
三
○
（
九
）
五
○
九
’
五
一
四
一
九

七
八

漱
石
と
二
人
の
禅
僧
松
本
健
次
郎
日
本
医
事
新
報
（
二
八
一
四
）

六
一
’
六
四
一
九
七
八

灯
を
か
か
げ
た
人
び
と
近
代
医
学
教
育
の
開
拓
者
松
本
順
、
山
野

光
雄
健
康
保
険
三
二
（
四
）
一
二
八
’
一
三
八
一
九
七
八

高
山
周
徳
再
考
（
Ⅲ
）
岡
山
時
代
の
周
徳
と
長
男
尚
平
宮
下
舜
一

北
海
道
医
報
（
四
三
四
）
三
二
’
三
六
一
九
七
八

父
の
友
人
で
あ
っ
た
ト
ラ
ゥ
ッ
博
士
と
ボ
ク
サ
ー
博
士
の
思
い
出
武
藤

埼
一
郎
長
崎
談
叢
（
六
一
）
三
五
’
四
八
一
九
七
八

薩
摩
医
人
群
像
補
遺
森
重
考
鹿
児
島
市
医
報
（
一
九
二
）
四
五

一
九
七
八
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伝
染
病
・
予
防
史

昭
和
初
期
の
腸
チ
フ
ス
上
西
薫
日
本
医
事
新
報
（
二
八
三
五
）

七
二
’
七
四
一
九
七
八

百
年
前
の
県
立
新
潟
病
院
の
種
痘
注
意
書
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会

報
（
三
四
三
）
一
九
七
八

佐
藤
玄
信
訳
「
腸
窒
扶
斯
論
」
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三

四
五
）
一
九
七
八

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
夏
、
宮
崎
県
延
岡
市
に
お
け
る
赤
痢
大
流
行

に
つ
い
て
田
中
助
一
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
四
（
二
）
一
八
’
一

九
一
九
七
八

牛
痘
接
種
の
は
じ
め
花
山
寛
美
日
本
医
事
新
報
（
二
八
一
五
）
六

二
’
六
三
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
奇
病
「
虜
瘡
」
の
流
行
〔
南
陽
三
一
七
〕
漢
方

医
学
一
一
（
六
）
二
一
九
七
八

東
洋
医
学
史

新
出
土
資
料
に
よ
る
中
国
医
薬
古
典
の
見
直
し
赤
堀
昭
漢
方
の
臨

床
二
五
（
二
・
二
一
）
七
’
一
三
一
九
七
八

武
威
漢
代
医
簡
に
つ
い
て
赤
堀
昭
東
方
学
報
第
五
○
冊
七
五

’
一
○
七
一
九
七
八

●
中
国
医
学
古
典
の
成
立
に
関
す
る
考
察
有
地
滋
、
久
保
道
徳
、
小
曽

戸
洋
、
難
忠
人
漢
方
の
臨
床
一
一
五
（
二
・
三
一
）
一
六
一
’
一

七
二
一
九
七
八

素
問
の
医
師
た
ち
家
本
誠
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
六
○

１
六
二
一
九
七
八

弓
胃
里
嵐
。
厨
昌
旨
胃
目
冨
副
巨
○
巨
昌
四
〉
旨
①
島
。
巴
国
三
。
、
画
且
旨
画
一
‐

胃
國
。
胃
の
靜
唱
胃
農
○
目
團
昌
ぐ
．
己
易
ｏ
冒
匡
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
四
）
四
○
七
’
三
八
三
一
九
七
八

素
問
「
瘻
論
篇
」
の
病
態
認
識
と
現
代
脊
髄
神
経
病
学
の
問
題
点
小
川

新
漢
方
の
臨
床
二
五
（
二
・
一
二
）
三
八
’
五
二
一
九
七
八

中
国
漢
方
と
日
本
漢
方
と
の
相
違
に
つ
い
て
許
鴻
源
漢
方
の
臨
床

二
五
（
二
・
一
二
）
一
四
○
’
一
四
九
一
九
七
八

中
国
医
学
史
及
其
科
学
化
的
問
題
呉
基
福
台
湾
医
界
一
一
一
（
九
）

七
’
一
一
一
九
七
八

日
本
の
漢
方
と
中
国
の
漢
方
の
違
い
に
つ
い
て
（
一
つ
の
漢
方
を
目
ざ
し
て
）

桑
木
崇
秀
漢
方
の
臨
床
二
五
（
二
・
一
二
）
二
一
九
’
一
三
九

一
九
七
八

神
農
氏
酒
井
シ
ヅ
○
目
ｚ
５
鼠
ｚ
’
’
五
（
二
六
七
）
二
’
三
一

九
七
八

医
心
方
と
木
簡
と
急
急
如
律
令
新
村
拓
科
学
医
学
資
料
研
究

（
五
○
）
七
’
八
一
九
七
八

雑
阿
含
に
み
る
小
乗
仏
教
の
疾
病
観
関
根
正
雄
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
二
）
五
七
’
五
九
一
九
七
八

イ
ン
ド
に
お
け
る
胎
児
発
育
に
つ
い
て
の
考
察
（
大
乗
仏
典
球
伽
師
地
論
に

お
け
る
）
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
の
テ
ク
ス
ト
校
訂
な
ら
び
に
関
連
部
分
の
和
訳

中
田
直
道
保
健
つ
る
み
（
一
）
二
七
’
二
九
一
九
七
八

脈
経
に
よ
る
金
置
要
略
の
補
足
野
淵
紘
科
学
医
学
資
料
研
究

（
四
八
）
一
’
四
一
九
七
八

中
国
医
学
病
名
ｌ
虚
勢
Ｉ
と
糖
尿
病
と
の
関
連
野
淵
紘
科
学
医
学
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資
料
研
究
（
四
九
）
六
’
八
一
九
七
八

太
平
聖
恵
方
所
出
の
傷
寒
論
の
異
本
（
淳
和
本
傷
寒
論
に
つ
い
て
）
野

淵
紘
漢
方
の
臨
床
二
五
（
二
・
二
一
）
一
三
’
三
二
一
九
七

八
東
洋
医
学
の
本
質
に
つ
い
て
（
気
・
陰
・
陽
・
経
絡
。
証
）
増
永
静
人

漢
方
の
臨
床
二
五
（
二
・
一
二
）
一
○
四
’
一
二
二
一
九
七
八

「
摩
訶
止
観
」
の
医
学
（
一
）
望
月
学
科
学
医
学
資
料
研
究

（
五
○
）
一
’
六
一
九
七
八

中
国
古
典
医
学
に
お
け
る
「
養
生
」
望
月
学
科
学
医
学
資
料
研
究

（
五
一
）
七
’
八
一
九
七
八

経
脈
説
経
脈
の
概
観
森
優
臨
床
と
研
究
五
五
（
一
）
赤
。
ヘ

ー
ジ
ー
’
二
一
九
七
八

経
脈
説
ｌ
経
脈
の
働
き
１
森
優
臨
床
と
研
究
五
五
（
二
）
赤

ペ
ー
ジ
三
’
四
一
九
七
八

経
脈
説
心
経
森
優
臨
床
と
研
究
五
五
（
三
）
赤
。
ヘ
ー
ジ
五

’
六
一
九
七
八

昭
和
五
十
二
年
度
漢
方
医
界
年
表
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
躰
二
五

（
三
）
一
九
’
二
三
一
九
七
八

曲
直
瀬
道
三
の
主
著
「
啓
迪
集
」
の
自
序
に
つ
い
て
矢
数
道
明
漢
方

の
臨
床
二
五
（
四
）
三
’
三
一
九
七
八

曲
直
瀬
道
三
の
主
著
「
啓
迪
集
」
周
良
策
彦
の
題
辞
に
つ
い
て
矢
数
道

明
漢
方
の
臨
床
二
五
（
二
・
一
二
）
五
三
’
六
四
一
九
七
八

ア
ー
ユ
ル
Ⅱ
ヴ
ェ
ー
ダ
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
（
そ
の
二
二
。
完
）

矢
野
道
雄
日
本
臨
床
三
六
（
三
）
六
七
○
’
六
七
二
一
九
七
八

チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
総
論
矢
野
道
雄
・
訳
医
学
史
研
究
（
四

九
）
四
一
’
四
七
一
九
七
八

医
学
夜
話
医
聖
扁
鵲
と
中
国
古
代
の
医
学
藪
内
清
〆
○
Ｆ
国
国
ｚ

（
一
）
一
五
’
一
八
一
九
七
八

唐
代
の
資
料
に
見
ら
れ
る
医
療
技
術
者
の
社
会
的
地
位
ｌ
制
度
的
観
点
よ
り

山
本
徳
子
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
六
二
’
六
四
一
九
七
八

く
ら
し
の
漢
方
日
本
の
漢
方
を
造
り
出
し
た
人
々
貝
原
益
軒
の
功
績

梁
哲
周
健
康
と
自
然
七
（
一
）
七
二
’
七
三
一
九
七
八

く
ら
し
の
漢
方
日
本
の
漢
方
を
造
り
出
し
た
人
を
幕
末
の
名
医
尾
台
椿

堂
梁
哲
周
健
康
と
自
然
七
（
二
）
七
二
’
七
三
一
九
七
八

「
医
界
之
鉄
椎
」
を
巡
っ
て
張
基
茂
氏
の
韓
国
語
翻
訳
和
田
正
系

漢
方
の
臨
床
二
五
（
一
○
）
三
二
’
三
七
一
九
七
八

内
科
史

ア
レ
ル
ギ
ー
学
の
歴
史
と
現
況
岡
林
篇
・
富
岡
玖
夫
小
児
内
科

一
○
（
一
二
）
一
八
○
三
’
一
八
○
七
一
九
七
八

志
毒
治
方
考
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
三
九
）
一
九
七

八
医
学
の
散
歩
道

頭
痛
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
二
三
）
二
一
’
二

五
、
（
一
二
三
）
一
六
’
一
二
一
九
七
八

言
語
障
害
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
一
二
五
）
一
七

’
一
三
、
（
一
二
六
）
一
四
’
一
九
一
九
七
八

半
身
不
随
を
中
心
と
し
て
（
一
）
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ

り
（
一
二
七
）
二
三
’
二
七
一
九
七
八
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江
馬
元
恭
著
『
泰
西
熱
病
集
訳
』
に
つ
い
て
安
井
広
医
認
（
五

○
）
一
三
’
二
○
一
九
七
八

Ｅ
・
・
ヘ
ル
ツ
『
内
科
病
論
』
に
つ
い
て
安
井
宏
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
二
）
一
○
一
九
七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話
。
ヘ
ラ
グ
ラ
患
者
に
自
殺
者
多
発
〔
ミ
ラ
ノ
一
八
三
四

年
〕
漢
方
医
学
二
（
七
）
二
一
九
七
八

日
本
の
医
史
学
一
般

『
解
体
新
書
」
出
片
以
前
の
西
洋
医
学
の
受
容
小
川
鼎
三
・
酒
井
シ
ヅ

「
日
本
学
士
院
紀
要
」
三
五
（
三
）
一
二
九
’
一
五
一
一
九
七
八

殿
様
の
首
切
り
と
御
典
医
の
さ
ら
し
首
王
丸
勇
日
本
医
事
新
報

（
二
八
四
八
）
六
六
’
六
八
一
九
七
八

ド
イ
シ
医
学
採
用
前
後
神
谷
昭
典
科
学
医
学
資
料
研
究
（
五
五
）

一
’
二
一
九
七
八

曲
殿
考
久
米
幸
夫
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
一
）
四
八
’
五
三

一
九
七
八

庶
民
と
国
医
師
久
米
幸
夫
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
四
）
二
八
九

’
二
九
九
一
九
七
八

元
禄
三
年
に
行
わ
れ
た
幕
府
医
官
の
大
更
迭
酒
井
シ
ヅ
日
本
医
史
学

雑
誌
二
四
（
二
）
七
六
’
七
八
一
九
七
八

日
本
の
医
療
史
（
三
七
）
酒
井
シ
ヅ
薬
事
新
報
（
九
六
二
）
四
四

六
’
四
五
一
一
九
七
八

日
本
身
心
障
害
医
学
前
史
（
一
）
ｌ
古
代
編
Ｉ
篠
田
達
明
日
本
医
史

学
雑
誌
二
四
（
二
）
四
八
’
五
○
一
九
七
八

中
世
往
来
物
と
医
療
新
村
拓
科
学
医
学
資
料
研
究
（
五
四
）
一
Ｉ

四
一
九
七
八

医
療
社
会
史
二
題
（
一
）
古
代
辞
書
と
病
名
、
（
二
）
平
安
中
期
医
官
生

活
の
一
面
新
村
拓
医
学
史
研
究
（
四
九
）
三
一
’
三
二
一

九
七
八

記
紀
神
話
と
医
療
新
村
拓
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
四
（
三
）
二
三

六
’
二
四
五
、
二
四
（
四
）
三
五
二
’
三
六
一
一
九
七
八

四
半
世
紀
に
承
る
医
学
の
変
化
中
川
米
造
教
育
と
医
学
二
六
（
六
）

五
八
二
’
五
八
八
一
九
七
八

日
本
医
療
史
Ｉ
第
一
編
健
康
保
険
の
起
源
（
早
期
の
資
料
を
中
心
に
）

日
戸
修
一
日
本
医
事
新
報
（
二
八
四
八
）
六
一
’
六
五
、
（
二
八

四
九
）
六
三
’
六
七
、
（
二
八
五
○
）
六
七
’
七
○
、
（
二
八
五
一
）
六

三
’
六
七
、
（
二
八
五
二
）
六
六
’
七
○
一
九
七
八

日
本
民
族
の
生
い
立
ち
原
三
正
日
本
医
事
新
報
（
二
八
四
六
）

六
一
’
六
四
一
九
七
八

「
方
技
」
解
布
施
昌
一
日
本
医
事
新
報
（
二
八
四
五
）
五
九
’
六

二
、
（
二
八
四
六
）
六
五
’
六
七
一
九
七
八

一
大
名
家
の
系
図
過
去
帳
よ
り
の
統
計
的
観
察
松
田
武
医
学
史
研

究
（
四
九
）
三
三
’
四
○
一
九
七
八

天
平
九
年
の
典
薬
寮
の
勘
文
に
つ
い
て
三
井
駿
一
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
二
）
六
五
’
六
七
一
九
七
八

続
・
川
柳
医
療
風
俗
史
山
本
成
之
助
日
本
医
事
新
報
（
二
八
○
六
）

一
○
一
’
一
○
四
、
（
二
八
一
二
）
六
八
’
七
○
、
（
二
八
一
五
）
六
八

’
七
○
、
（
二
八
一
八
）
六
八
’
七
○
、
（
二
八
一
二
）
六
八
’
七
○
、

（
二
八
二
三
）
六
九
’
七
○
、
（
二
八
二
七
）
六
八
’
七
○
、
（
二
八
四

／ワワ､
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一
）
六
八
’
七
○
、
（
二
八
四
五
）
六
九
’
七
○
一
九
七
八

博
物
館

そ
の
と
き
ど
き
に
津
山
洋
学
資
料
館
の
開
館
緒
方
富
雄
医
学
の
あ

ゆ
承
一
○
五
（
一
）
五
○
一
九
七
八

医
学
資
料
館
を
そ
だ
て
る
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
染
一
○
五
（
一

三
）
一
○
八
四
、
一
○
六
（
一
）
四
五
一
九
七
八

医
学
文
化
館
の
発
足
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
六
（
二
）
九

九
一
九
七
八

病
院
史

大
野
藩
病
院
関
係
文
書
三
題
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り

（
一
九
三
）
三
○
一
九
七
八

大
野
藩
病
院
関
係
文
書
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
（
一
九

五
）
二
○
’
一
二
一
九
七
八

宮
崎
県
の
明
治
に
於
け
る
公
立
病
院
田
代
逸
郎
日
本
医
史
学
雑
誌

二
四
（
二
）
一
’
二
一
九
七
八

病
院
管
理
学
的
に
ふ
た
昭
和
初
期
の
大
学
病
院
守
屋
博
病
院
三

七
（
一
○
）
八
二
四
’
八
二
五
、
三
七
（
一
二
）
一
○
二
八
’
一
○
三
二

一
九
七
八

病
理
学
・
細
菌

病
理
検
査
に
つ
い
て
金
子
仁
日
本
医
科
大
学
同
窓
会
卒
後
研
修
ノ

ー
ト
（
八
）
一
’
八
一
九
七
八

麻
酔

明
治
維
新
の
頃
の
麻
酔
と
外
科
手
術
そ
の
医
学
史
的
考
察
藤
田
俊
夫

臨
床
麻
酔
二
（
二
）
二
七
’
一
二
七
一
九
七
八

本
邦
初
の
全
身
麻
酔
下
帝
王
切
開
術
松
木
明
知
日
本
医
事
新
報

（
二
八
二
二
）
六
七
’
六
八
一
九
七
八

麻
酔
学
史
研
究
最
近
の
知
見

本
土
に
最
初
に
麻
酔
を
伝
え
た
伊
佐
敷
道
與
松
木
明
知
麻
酔
二

七
（
四
）
四
三
八
’
四
三
九
一
九
七
八

陸
軍
軍
医
学
校
教
官
永
江
大
助
の
業
績
松
木
明
知
麻
酔
一
一
七

（
一
三
）
一
六
三
二
’
一
六
三
六
一
九
七
八

本
邦
最
初
の
全
身
麻
酔
下
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
松
木
明
知
日
本
医

史
学
雑
誌
二
四
（
二
）
七
四
’
七
五
一
九
七
八

本
邦
に
お
け
る
明
治
前
半
の
帝
王
切
開
術
ｌ
と
く
に
全
身
麻
酔
下
の
帝
王
切

開
術
に
つ
い
て
Ｉ
松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
四
）
三

一
二
’
三
二
三
一
九
七
八

目
録

高
山
文
庫
ｌ
高
山
尚
平
旧
蔵
書
に
つ
い
て
石
黒
達
也
・
西
村
敏
雄
日

本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
四
）
三
二
四
’
三
三
六
一
九
七
八

江
戸
時
代
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
る
輸
入
物
品
目
録
稿
（
二
）
大

森
実
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
（
二
八
）
五
九
’
九
四
一
九
七
七

フ
イ
ッ
セ
ル
日
本
収
集
品
目
録
に
つ
い
て
庄
司
三
男
蘭
学
資
料
研
究

会
研
究
報
告
（
三
二
七
）
一
九
七
八

薬
学
史

神
農
本
草
経
に
記
載
さ
れ
た
薬
効
赤
堀
昭
日
本
医
史
学
雑
誌
二

四
（
一
）
一
’
一
三
一
九
七
八

日
吉
山
王
権
現
の
「
小
児
万
円
方
」
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ

り
（
一
八
四
）
一
三
一
九
七
八
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顕
如
の
「
赤
玉
丸
」
の
版
木
に
つ
い
て
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ

よ
り
（
一
八
五
）
一
八
一
九
七
八

真
乗
寺
の
「
和
歌
食
物
本
草
」
に
つ
い
て
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会

だ
よ
り
（
一
八
六
）
二
七
一
九
七
八

南
専
寺
の
「
中
風
之
妙
薬
」
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
（
一

八
七
）
二
一
一
九
七
八

本
草
硝
石
よ
り
黒
色
火
薬
へ
の
発
展
岡
田
登
薬
史
学
雑
誌
一
三

（
二
）
四
五
’
四
九
一
九
七
八

薬
学
教
育
制
度
に
お
け
る
薬
剤
学
の
進
歩
金
庭
延
慶
薬
史
学
雑
誌

一
三
（
一
）
九
’
二
○
一
九
七
八

森
田
千
庵
訳
「
賊
太
亜
腸
亜
（
バ
タ
ビ
ャ
）
局
方
訳
稿
」
（
一
八
二
二
年
訳
）

蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
三
六
）
一
九
七
八

近
世
日
本
薬
園
史
の
展
望
（
そ
の
Ⅱ
）
木
村
雄
四
郎
薬
史
学
雑
誌

一
三
（
一
）
二
一
’
二
九
一
九
七
八

漢
方
文
献
の
検
索
法
久
保
道
徳
、
嬬
忠
人
、
小
曽
戸
洋
、
森
山
健

三
、
木
村
善
行
、
有
地
滋
薬
史
学
雑
誌
一
三
（
二
）
五
○
’
五
七
、

（
二
）
五
八
’
六
六
一
九
七
八

越
中
富
山
の
薬
売
り
を
考
え
る
荘
野
格
日
本
医
事
新
報
（
二
八

四
七
）
九
四
’
九
五
一
九
七
八

日
本
薬
学
史
宗
田
一
科
学
史
研
究
一
七
（
一
二
五
）
一
’
三

一
九
七
八

日
本
の
売
薬

ｌ
寒
中
の
薬
喰
と
売
薬
Ｉ
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
四

（
一
）
二
七
’
二
九
一
九
七
八

ｌ
売
薬
風
の
擬
制
能
書
Ｉ
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
四

（
二
）
八
五
’
八
七
、
（
三
）
一
○
八
’
一
二
一
九
七
八

ｌ
馬
琴
の
売
薬
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
四
（
四
）
一
○

七
’
一
○
九
一
九
七
八

〔
外
伝
〕
オ
ラ
ン
ダ
膏
薬
・
カ
ス
・
ハ
ル
十
七
方
宗
田
一
医
薬
ジ

ャ
ー
ナ
ル
一
四
（
五
）
一
九
七
八

ｌ
蛙
（
カ
エ
ル
）
の
く
す
り
Ｉ
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一

四
（
六
）
二
○
’
二
三
一
九
七
八

Ｉ
河
童
（
か
つ
ば
）
の
秘
伝
薬
Ｉ
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル

一
四
（
七
）
九
五
ｌ
九
八
一
九
七
八

ｌ
起
死
回
生
・
守
田
宝
丹
Ｉ
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
四

（
八
）
八
七
’
八
九
一
九
七
八

ｌ
コ
レ
ラ
の
売
薬
Ｉ
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
四
（
九
）

八
七
’
八
九
一
九
七
八

Ｉ
膏
薬
Ｉ
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
四
（
一
○
）
一
○
五

’
一
○
八
、
（
二
）
一
○
七
’
一
○
九
一
九
七
八

ｌ
颪
（
し
ら
ゑ
）
除
け
の
薬
Ｉ
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一

四
（
一
二
）
八
五
’
八
七
一
九
七
八

名
古
屋
玄
医
の
訓
蒙
薬
対
摘
要
に
つ
い
て
長
沢
元
夫
薬
史
学
雑
誌

一
三
（
一
）
三
○
’
三
五
一
九
七
八

貝
類
生
薬
の
本
草
学
的
研
究
（
第
一
報
）
馬
刀
に
つ
い
て
浜
田
善
利
、

村
上
誠
懲
薬
史
学
雑
誌
一
三
（
一
）
一
’
八
一
九
七
八

神
農
本
草
経
の
収
載
薬
品
の
品
別
に
つ
い
て
浜
田
善
利
薬
史
学
雑
誌

一
三
（
二
）
六
七
’
七
六
一
九
七
八
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出
雲
風
土
記
に
記
さ
れ
た
薬
草
に
つ
い
て
松
島
博
科
学
医
学
資
料

研
究
（
五
一
）
一
’
六
、
（
五
二
）
三
’
八
、
（
五
六
）
一
’
四
一

九
七
八
一

医
学
史
こ
ぼ
れ
話

波
斯
国
（
。
ヘ
ル
シ
ャ
）
の
珍
薬
ロ
エ
の
偉
効
〔
中
国
八
○
○
年
頃
〕

漢
方
医
学
二
（
一
）
二
一
九
七
八

「
虫
」
を
追
い
だ
す
新
方
〔
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
九
世
紀
〕
漢
方
医
学

二
（
六
）
二
一
九
七
八

グ
ァ
ャ
ッ
ク
は
梅
毒
に
効
く
か
〔
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
一
五
三
○
年
〕

漢
方
医
学
二
（
五
）
二
一
九
七
八

蘭
学

三
月
四
日
、
そ
し
て
蘭
学
事
始
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
○
四

（
九
）
六
○
九
一
九
七
八

ポ
ム
ホ
オ
ッ
》
蘭
英
・
英
蘭
辞
典
（
竹
山
屯
旧
蔵
）
蒲
原
宏
新
潟

県
医
師
会
報
（
三
三
五
）
一
九
七
八

出
島
商
館
長
覚
え
書
き
山
脇
悌
二
郎
日
本
歴
史
（
三
五
六
）
七
七

’
七
九
一
九
七
八

倫
理

医
の
倫
理
処
方
「
六
根
解
毒
法
」
に
つ
い
て
ｌ
福
井
藩
「
浅
野
塾
」
の
倫
理

鉄
則
山
川
晋
、
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
（
一
八
六
）

二
六
一
九
七
八

「
人
生
は
短
く
…
：
．
」
ｌ
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
筬
言
に
よ
せ
て
大
塚
恭
男

日
本
医
事
新
報
（
二
八
二
○
）
六
六
一
九
七
八

医
の
本
質
と
医
の
倫
理
三
木
栄
日
本
医
史
学
雑
誌
二
四
（
二
）

五
六
’
五
七
一
九
七
八

「
医
の
本
質
」
と
「
医
の
倫
理
」
史
的
考
察
三
木
栄
日
本
医
史
学

雑
誌
二
四
（
三
）
二
○
九
’
一
二
三
一
九
七
八

そ
の
他

医
学
史
に
つ
い
て
海
輪
博
太
郎
医
学
と
医
療
（
一
四
二
）
三
’
五

一
九
七
八

壇
ノ
浦
海
戦
王
丸
勇
日
本
医
事
新
報
（
二
八
二
五
）
六
五
’
六

六
一
九
七
八

そ
の
と
き
ど
き
に

医
学
論
文
の
文
体
の
う
つ
り
か
わ
り
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一

○
四
（
二
）
二
三
一
九
七
八

老
人
が
ふ
え
た
と
い
う
こ
と
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
承
一
○
六

（
二
）
七
四
六
一
九
七
八

私
の
イ
ギ
リ
ス
病
蒲
原
宏
臨
床
雑
誌
「
整
形
外
科
」
二
九
（
一

○
）
九
九
四
’
九
九
三
一
九
七
八

愉
閑
雑
記
馬
塲
照
雄
日
本
医
事
新
報
（
二
八
三
五
）
六
七
一
九

七
八

酒
と
病
堀
江
健
也
科
学
医
学
資
料
研
究
（
四
九
）
一
’
六
一
九

七
八

医
学
史
こ
ぼ
れ
話

許
胤
宗
氏
柳
太
后
の
難
病
治
療
に
成
功
〔
陳
五
七
○
年
頃
〕
、
漢

方
医
学
二
（
三
）
二
一
九
七
八

竹
鶏
（
鶉
の
類
）
の
食
べ
過
ぎ
に
御
用
心
〔
諸
官
八
○
○
頃
〕
漢

方
医
学
二
（
七
）
二
一
九
七
八
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腋
臭
の
御
婦
人
に
福
音

（
九
）
二
一
九
七
八

あ
る
神
童
の
死
〔
リ
ュ

哺
乳
中
の
飲
酒
に
御
注
意

（
一
己
二
一
九
七
八

フ
ラ
ン
ス
の
「
血
の
道
？
」

（
一
己
二
一
九
七
八

一
九
七
八

［
、
ソ
ユ
ベ

〔
筑
前
一
六
八
○
頃
〕
漢
方
医
学
二

〔
陳
州
一
二
二
○
頃
〕
漢
方
医
学
二

ク
一
七
二
五
〕
漢
方
医
学
二
（
九
）
二

〔
・
ハ
リ
ー
八
一
九
〕
漢
方
医
学
一
一
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十
一
月
例
会
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）順

天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
医
史
学
博
物
館
二
、
三
の
医
史
学
研
究
室
に
つ
い
て

酒
井
シ
ヅ

ニ
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
プ
ラ
・
ハ
ズ
の
町
大
村
敏
郎

三
、
。
ヘ
ル
ガ
モ
ン
の
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ン
大
滝
紀
雄

十
二
月
例
会
十
二
月
十
五
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

（
十
二
月
例
会
は
蘭
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
で
行
わ
れ
た
）

一
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
四
○
○
年
の
歴
史
古
川
明

二
、
蘭
学
資
料
研
究
二
十
五
年
の
回
顧
会
員
一
同

一
月
例
会
一
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
目
で
見
る
日
本
精
神
科
医
療
史
岡
田
靖
雄

一
、
司
馬
凌
海
に
つ
い
て
堀
江
健
也

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
年
）
十
一
月
二
日
、
広
島
大
学
医
学
部
に
医

学
資
料
館
が
開
設
さ
れ
た
（
詳
細
は
本
誌
廿
五
巻
、
七
二
’
七
四
頁
、
一
九

七
九
年
参
照
）
。
そ
の
一
カ
月
後
に
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
三
日
、
小
川
鼎

三
理
事
長
を
お
招
き
し
、
県
下
の
有
志
約
三
十
名
が
集
い
、
医
学
資
料
館
に

お
い
て
第
一
回
の
会
合
を
開
い
た
。
席
上
理
事
長
に
こ
の
集
い
を
日
本
医
史

学
会
広
島
支
部
の
結
成
と
す
る
こ
と
を
お
認
め
頂
き
、
ひ
き
つ
づ
き
口
演
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
演
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
三
宅
春
齢
の
こ
と
江
川
義
雄

二
、
清
水
郁
太
郎
に
つ
い
て
松
永
勝

三
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
絵
画
と
解
剖
学
の
お
こ
り
藤
田
尚
男

次
い
で
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
廿
二
日
、
医
学
資
料
館
に
お
い
て
第
二
回

支
部
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

演
題
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
優
生
保
護
法
制
定
三
十
年
江
川
義
雄

二
、
医
師
ラ
イ
セ
ン
ス
と
蘭
学
小
川
新

三
、
富
士
川
淵
顕
彰
第
二
期
事
業
に
つ
い
て
中
川
和
夫

四
、
医
学
の
歴
史
上
に
お
け
る
二
、
三
の
興
味
あ
る
物
語
藤
田
尚
男

（
広
島
大
学
医
学
部
藤
田
尚
男
）

雑
報

日
本
医
史
学
会
広
島
支
部
会
に
つ
い
て
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一
八
五
九
年
横
浜
開
港
と
同
時
に
来
日
し
、
文
化
人
と
し
て
巾
広
い
活
躍

を
し
た
、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
医
へ
ボ
ン
憲
日
の
、
。
巨
昌
の
閏
８
盲
同
ロ
（
一
八

一
二
’
一
九
一
二
の
横
浜
に
お
け
る
居
住
地
は
、
こ
れ
ま
で
二
つ
が
知
ら

れ
て
い
た
。
神
奈
川
の
成
仏
寺
と
、
居
留
地
三
九
番
（
山
下
町
法
務
省
合
同

庁
舎
）
が
そ
れ
で
、
同
地
に
そ
れ
ぞ
れ
彼
を
記
念
す
る
表
示
板
と
記
念
碑
が

建
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
最
後
の
居
住
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
が
確
認
さ
れ
な
い
ま

ま
、
放
置
さ
れ
て
い
た
。
た
ま
た
ま
、
五
年
前
に
結
成
さ
れ
た
ヘ
ポ
ン
博
士

顕
彰
会
（
代
表
五
十
嵐
貞
蔵
元
神
奈
川
県
医
師
会
長
）
の
手
に
よ
り
、
記
念

碑
が
建
立
さ
れ
た
。

横
浜
山
手
の
へ
ボ
ン
碑

へ
ボ
ン
研
究
家
で
知
ら
れ
る
、
桜
美
林
大
学
高
谷
道
男
教
授
所
蔵
の
ヘ
ポ

ン
お
よ
び
夫
人
の
手
紙
数
通
に
記
さ
れ
た
自
宅
表
示
、
山
手
二
四
五
番
を
根

拠
に
、
顕
彰
会
幹
事
大
滝
紀
雄
、
明
治
学
院
大
学
宗
教
委
員
会
三
浦
正
雄
氏
、

関
東
学
院
高
校
花
島
光
男
氏
ら
が
、
実
地
調
査
と
史
料
上
の
裏
付
け
を
行
っ

た
結
果
、
現
在
の
山
手
町
二
四
五
番
地
、
米
国
国
務
省
日
本
語
研
修
所
（
・
ヘ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
Ｎ
・
ハ
ー
ク
所
長
）
が
へ
ボ
ン
旧
邸
に
間
ち
が
い
な
い
こ
と
を
つ

き
止
め
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
と
数
回
に
渉
る
交
渉
の
結
果
、
碑
建

設
の
快
諾
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

昭
和
五
四
年
が
ヘ
ポ
ン
来
日
一
二
○
周
年
に
当
る
の
で
、
同
年
一
○
月
一

三
日
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、
同
日
右
研
修
所
の
門
柱
に
記
念
プ
レ

ー
ト
が
設
置
さ
れ
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

碑
は
青
緑
色
青
銅
い
ぶ
し
仕
上
げ
、
縦
一
三
○
叫
横
三
五
ｍ
で
ヘ
ポ
ン

の
レ
リ
ー
フ
の
下
に
、
ヘ
ポ
ン
式
ロ
ー
マ
字
創
始
者
、
聖
書
の
翻
訳
者
、
明

ぶ
し
仕
上
げ
、
縦
一
三
○
叫
横
三
五
ｍ
で
ヘ
ポ
ン

ヘ
ポ
ン
式
ロ
ー
マ
字
創
始
者
、
聖
書
の
翻
訳
者
、
明

治
学
院
、
指
路
教
会
創
立
者
、
米
国
宣
教
医
へ
ボ
ン

博
士
は
一
八
八
二
年
か
ら
一
八
九
二
年
ま
で
当
地
に

居
住
し
た
と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

右
の
ほ
か
、
成
仏
寺
付
近
の
神
奈
川
宗
興
寺
に
は

「
へ
ボ
ン
施
療
所
跡
」
の
碑
が
昭
和
五
三
年
に
建
て

ら
れ
た
。
へ
ボ
ン
が
一
八
七
六
年
か
ら
一
八
八
一
年

ま
で
住
ん
だ
と
思
わ
れ
る
山
手
二
三
八
番
が
判
明
す

れ
ば
、
彼
の
横
浜
に
お
け
る
足
跡
は
ほ
と
ん
ど
解
明

し
尽
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
大
滝
紀
雄
）
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昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十
一
日
、
広
島
医
師
会
館
一
階
ロ
ビ
ー
で

「
呉
秀
三
先
生
胸
像
除
幕
式
」
が
行
わ
れ
た
。
第
三
十
二
回
広
島
医

学
会
総
会
の
一
環
と
し
て
挙
行
さ
れ
た
こ
の
式
に
は
、
呉
秀
三
の
次

男
呉
章
二
氏
と
息
女
三
浦
芳
江
氏
、
呉
秀
三
の
弟
子
斉
藤
茂
吉
の
長

男
斉
藤
茂
太
氏
が
列
席
さ
れ
、
日
本
医
史
学
会
か
ら
は
、
小
川
鼎
三

理
事
長
の
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

除
幕
し
た
胸
像
は
、
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
、
肩
幅
六
十
セ
ン
チ
の

ブ
ロ
ン
ズ
像
で
、
高
さ
一
・
一
メ
ー
ト
ル
の
台
座
に
安
置
さ
れ
た
。

こ
の
像
は
、
東
京
都
下
青
梅
の
「
医
学
文
化
館
」
に
保
管
さ
れ
て
い

る
胸
像
の
複
製
で
、
原
形
は
松
沢
病
院
創
立
五
十
周
年
記
念
の
時
、

呉
秀
三
の
門
下
生
が
石
川
確
治
氏
に
依
頼
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ

「
呉
秀
三
先
生
胸
像
除
幕
式
」
挙
行

る
。
台
座
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
産
の
エ
メ
ラ
ル
ド
・
・
〈
－
ル
の
石
で
作い

さ

ら
れ
、
前
面
に
は
「
呉
秀
三
先
生
像
」
と
刻
ま
れ
、
左
側
面
に
「
功

を
し

柔
す
が
た

業
は
光
の
ご
と
く
成
り
た
ま
ひ
さ
な
が
ら
に
し
て
こ
れ
の
御
像
茂

吉
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
右
側
面
は
ブ
ロ
ン
ズ
板
が
は
め
こ
ま

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
野
間
・
藤
井
両
広
島
県
医
師
会
理
事
の
選

文
、
竹
沢
丹
一
広
島
大
学
名
誉
教
授
の
筆
蹟
に
よ
る
碑
文
が
次
の
よ

う
に
彫
ら
れ
て
い
る東

京
帝
国
大
学
名
誉
教
授

芸
備
医
学
会
初
代
会
長

正
三
位
勲
一
等
呉
秀
三
先
生
（
一
八
六
五
’
一
九
三
二
）

先
生
は
日
本
精
神
医
学
の
創
始
者
で
精
神
病
者

に
深
い
愛
情
を
注
い
だ

先
生
は
国
の
内
外
を
と
わ
ず
医
家
先
哲
の
徳
を
讃

え
ひ
ろ
め
る
こ
と
に
情
熱
を
燃
や
し
た

先
生
は
郷
土
愛
強
く
わ
が
芸
備
医
界
の
た
め
終
生

そ
の
育
成
啓
発
に
尽
し
た

先
生
の
永
遠
な
る
偉
業
と
遺
徳
を
仰
ぎ

こ
こ
に
御
像
を
建
て
る

昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十
一
日

呉
秀
三
は
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
精
神
科
二
代
目
教
授
と
し
て
、

ま
た
東
京
府
巣
鴨
病
院
長
と
し
て
、
わ
が
国
の
臨
床
精
神
医
学
の
科

学
的
基
礎
づ
け
を
成
し
、
精
神
病
者
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
規
の
改
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書｜
軸

正
な
ど
に
尽
力
し
た
。
一
方
、
医
史
学
の
研
究
に
お
い
て
は
「
シ
ー

ポ
ル
ト
先
生
そ
の
生
涯
と
功
業
」
「
華
岡
青
洲
先
生
及
び
そ
の
外
科
」

「
箕
作
院
甫
」
「
ケ
ン
プ
ェ
ル
、
江
戸
参
府
紀
行
」
な
ど
の
名
著
を
残

し
、
昭
和
二
年
十
二
月
、
日
本
医
史
学
会
が
創
立
さ
れ
た
時
、
初
代

理
事
長
に
惟
さ
れ
死
去
す
る
ま
で
五
年
間
医
史
学
会
の
育
成
に
尽
し

大
垣
先
賢
展
ｌ
江
馬
藺
斎
と
細
香
ｌ
お
よ
び
記
念
講
演
会
開
催

去
る
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
十
七
日
（
土
）
か
ら
二
十
五
日
（
日
）
に
か
け
て
大
垣
市
文
化
会
館
に
お
い
て
右
記
の
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。

江
馬
蘭
斎
は
岐
阜
県
の
西
洋
医
学
の
先
駆
者
と
し
て
多
く
の
門
人
を
育
て
、
郷
土
の
象
な
ら
ず
日
本
の
蘭
学
の
発
展
に
大
き
な
足
蹟
を
残
し
た

人
で
あ
る
。
ま
た
、
長
女
細
香
は
画
家
、
詩
人
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
才
能
は
広
く
認
め
ら
れ
、
華
や
か
な
生
涯
を
過
し
た
。
こ
の
父
と
娘
の

遺
品
を
一
堂
に
展
示
し
、
左
記
の
記
念
講
演
会
を
行
な
い
二
人
を
追
慕
し
た
。

記
念
講
演
十
一
月
十
八
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り

蘭
斎
に
つ
い
て
青
木
一
郎

細
香
と
そ
の
作
品
冨
長
覚
夢

な
お
当
日
の
展
示
品
目
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

大
垣
の
先
賢
展
「
蘭
斎
と
細
香
」
展
示
品
目
録

装
Ｉ
江
馬
細
香
七
歳
害
頼
山
陽
細
香
の
画
竹
を
見
て

江
馬
蘭
斎
高
山
如
塊
萬
民
如
嶬
〃
九
歳
言
〃
七
月
六
日
雨
ふ
る

″
言
志
篇
〃
賀
家
大
人
〃
細
香
を
白
水
山
に
送
る

″
人
生
観
〃
姪
孫
春
琢
へ
〃
細
香
と
別
れ
を
語
る

辞
世
家
を
発
し
京
に
至
る
〃
別
れ
の
歌

″
″

江
馬
春
斎
家
訓
十
二
ケ
条
〃
山
陽
添
削
の
詩
稿
頼
杏
坪
細
香
に
贈
る

グ
、
１
ノ
ー
、
ノ
グ
■
、
グ
ー
１
Ｊ
、
ノ
Ⅱ
ｉ
ｆ
、
／
、
Ｊ
ｆ

I
た
。

な
お
、
前
記
「
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
」
は
平
凡
社
東
洋
文
庫
で
再
版

「
華
岡
青
洲
先
生
」
と
「
箕
作
院
甫
」
は
思
文
閻
よ
り
復
刻
出
版
さ

れ
て
い
る
。

口
（
蔵
方
宏
昌
）

85 （85）



大
窪
詩
佛

野
村
藤
陰

画
江
馬
細
香

″″″″″″″″玉
燐

浦
上
春
琴

石
峯
写

雪
舟

木
版
（
複
製
）

新
聞

手
紙

″″″″″

細
香
に
贈
る

細
香
筆
塚
撰
文

五
歳
画
「
竹
に
雀
」

白
描
竹

夏
景
山
水

墨
竹

楓養
老
の
滝

四
君
子

蘭
竹

梅
竹

墨
竹

鶴白
鴎
社
集
会
図

山
水

芝
蘭
堂
新
元
会
図

ハ
ン
デ
ル
ス
ブ
ラ
ッ
ド

杉
田
玄
白
よ
り
蘭
斎
へ

前
野
良
沢
よ
り
〃

頼
山
陽
よ
り
〃

″
細
香
へ

江
馬
細
香
よ
り
藤
城
へ

″
於
結
へ

ｌ
巻
物
・
折
本
Ｉ

手
紙
杉
田
玄
白
・
伯
元
よ
り
蘭
斎
へ

″
前
野
良
沢
よ
り
〃

″
小
森
玄
良
よ
り
〃

″
司
馬
江
漢
よ
り
〃

″
頼
山
陽
よ
り
の
書
簡
集

″
江
馬
細
香
へ
の
書
簡
集

″
細
香
よ
り
江
芸
閣
・
頼
山
陽
へ

蘭
斎
懐
古
録

″
家
訓
十
二
ケ
条

細
香
山
陽
を
偲
ぶ

″
於
澄
の
た
め
の
手
本

″
花
卉
練
習
帳

玉
群
細
香
に
贈
る

宮
崎
解
剖
図

鉄
心
湘
夢
書
屋
に
て

山
陽
先
生
真
蹟
詩
巻

ｌ
写
真
ｌ

蘭
斎
像

細
香
像

山
陽
像

江
馬
蘭
学
塾
跡
碑

旧
江
馬
邸

蘭
学
者
（
良
沢
ほ
か
）

蘭
学
者
相
撲
見
立
番
付

蘭
斎
考
案
の
蒸
気
風
呂

細
香
退
筆
塚

蘭
斎
・
細
香
の
墓

蘭
斎
顕
彰
碑

ｌ
著
訳
害
・
記
録
ｌ

解
体
新
書
五
冊

重
訂
解
体
新
書

五
液
診
法
原
稿
二
冊

五
液
診
法
版
木
二
枚

蘭
斎
単
語
帳

江
波
医
事
問
答

楽
翁
医
事
答
話

オ
ラ
ン
ダ
言
語
法
訳

西
客
対
話

管
れ
い
秘
言

論
語
訓
話
解

湘
夢
遺
稿
二
冊

細
香
詩
草
四
冊

闘
化
先
生
伝

江
馬
家
門
人
姓
名
録
二
冊

好
蘭
斎
漫
筆
三
冊

西
本
願
寺
御
門
跡
病
気
覚
書

勤
方
控
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前
野
良
沢
画
帳
二
冊
燭
台
三
（
各
種
製
薬
道
具
）

Ｉ
遺
品
Ｉ
羽
子
板
く
す
り
看
板

陣
笠
二
櫨
扇
オ
ラ
ン
ダ
徳
利
二

江
馬
蘭
学
塾
瓦
お
茶
点
前
の
箒
ス
。
へ
イ
ン
薬
瓶
四

灰
落
と
し
提
重
わ
が
国
最
初
の
解
剖
図

硯
箱
自
作
の
唐
詩
か
る
た
解
体
約
図

細
香
印
章
五
自
作
の
し
お
り
コ
レ
ラ
関
係
資
料
七

印
箱
二
自
作
の
化
粧
具
入
れ
往
診
用
駕
篭

硯
二
櫛
洋
方
医
の
薬
篭
二

文
鎮
笄
養
生
鑑
二

墨
壷
ら
ん
び
き
定
斎
売
り

筆
立
薬
研
売
薬
店
風
景

墨
置
三
ふ
く
さ
二
延
宝
五
年
藤
江
村
図

筆
置
三
自
作
の
不
審
紙
入
れ
明
治
六
年
江
馬
家
付
近
図

携
帯
用
筆
山
陽
か
ら
贈
ら
れ
た
水
石
江
馬
邸
烏
職
図

矢
立
ｌ
参
考
品
１
蘭
斎
像

墨
滴
家
伝
薬
工
場
細
香
像

又
昭
和
五
十
四
年
が
奨
進
医
会
（
広
島
医
学
）
が
創
立
さ
れ
て
一
○
○
年
に

奨
進
医
会
創
立
一
○
○
周
年

な
る
に
及
び
左
記
の
日
程
で
記
念
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

「
富
士
川
瀞
著
作
集
」
発
刊
○
日
時
十
一
月
二
十
五
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り

記
念
文
化
講
演
会
開
催
○
会
場
広
島
市
安
古
市
町
上
安
広
島
市
北
農
協
本
部
三
階

こ
の
た
び
広
島
が
生
ん
だ
日
本
医
史
学
の
先
達
富
士
川
勝
先
生
の
顕
彰
事
○
講
師
「
父
富
士
川
瀞
の
こ
と
」
東
京
大
学
名
誉
教
授
富
士
川
英
郎

業
の
一
つ
で
も
あ
る
「
富
士
川
溝
著
作
集
」
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「
広
島
と
富
士
川
先
生
」
広
島
医
学
編
集
顧
問
西
丸
和
義
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「
安
古
市
町
の
光
栄
」
広
島
市
会
議
員
安
田
鉄
夫
学
会

○
主
催
富
士
川
瀞
顕
彰
会
安
佐
医
師
会
広
島
県
医
師
会
日
本
医
史
○
後
援
京
都
思
文
閻
出
版

一ー

論
文
抄
読
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
勃
発
の
た
め
、
ポ
ン
ミ
ェ
ー
は
種
痘
の
研
究
を
続
行

す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
（
こ
の
間
、
国
民
議
会
の
代
議
士
で
あ

詞
四
宮
目
，
勺
○
日
目
庸
蒙
シ
ｚ
侭
帝
ｇ
ａ
っ
た
彼
の
弟
は
、
一
七
九
三
年
死
刑
に
処
せ
ら
れ
も
。

し
か
し
一
七
九
八
年
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
発
表
論
文
を
見
た
ポ
ン
ミ
ェ
ー

も
時
①
。
巨
尉
の
○
吋
○
閉
】
①
口
唇
①
獄

は
、
そ
の
中
の
ど
こ
に
も
自
分
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
に
驚
き
、

ご
］
①
餌
冒
弓
厭
ａ
ｏ
Ｈ
己
肝
一
八
一
○
年
に
は
〃
種
痘
の
中
央
委
員
会
″
に
そ
の
旨
の
書
翰
を
書
い
た

が
、
彼
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

旨
＆
門
昌
函
涜
さ
ご
圏
如
ミ
虫
ら
己

一
八
二
年
、
英
国
の
医
師
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
は
ポ
ン
ミ
エ
ー
に
手
紙
を

タ
イ
ト
ル
に
も
示
し
た
よ
う
に
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
先
駆
者
と
も
言
う
べ
き
送
っ
た
が
、
そ
の
中
で
商
人
の
ア
ィ
ァ
ラ
ン
ド
は
、
一
七
八
四
年
ポ
ン
ミ

フ
ラ
ン
ス
の
Ｒ
・
ポ
ン
ミ
エ
ー
に
つ
い
て
述
べ
た
短
論
文
で
あ
る
。
エ
ー
が
ピ
ュ
ー
と
種
痘
の
話
を
し
た
こ
と
、
し
か
し
同
様
な
観
察
は
以
前

着
β
巨
圏
歩
貝
○
旨
①
閃
ｐ
ｇ
員
‐
胃
日
日
目
（
一
七
四
四
’
一
八
二
○
）
に
英
国
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

は
う
ラ
ン
ス
・
モ
ン
。
ヘ
リ
エ
ー
近
郊
の
一
一
－
ム
（
Ｚ
目
⑦
い
）
に
生
れ
、
プ

一
九
二
八
年
こ
の
問
題
に
及
し
て
、
Ｊ
・
Ｈ
・
ス
チ
ュ
ー
ワ
ー
ト
は
、

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
で
あ
っ
た
。
ブ
ー
リ
エ
ー
の
記
憶
に
拠
れ
ば
、
一
「
ポ
ン
ミ
エ
ー
が
荷
う
べ
き
栄
光
の
大
半
は
英
国
の
大
学
者
に
行
っ
て
し

七
八
○
年
頃
、
ポ
ン
ミ
エ
ー
は
人
痘
、
牛
痘
、
羊
痘
の
三
疾
患
は
〃
痘
ま
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

ｅ
ｇ
）
″
と
い
う
名
の
下
に
同
一
疾
患
で
な
い
か
と
考
え
た
。
。
そ
し
て
偶
英
国
の
ゥ
イ
ル
キ
ン
ソ
ン
女
史
も
、
原
著
者
に
書
翰
を
送
り
、
そ
の
中

然
乳
し
ぼ
り
の
た
め
感
染
し
た
場
合
に
は
、
牛
痘
が
最
も
軽
症
で
あ
り
、
で
十
八
世
紀
の
後
半
あ
る
い
は
前
半
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
英
国
で
ジ
ェ

し
か
も
人
痘
に
罹
患
せ
ず
、
国
中
往
来
可
能
で
あ
る
こ
と
を
識
っ
た
の
で
ン
ナ
ー
が
行
っ
た
と
同
様
の
観
察
が
な
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
も
の
は
ボ
ン

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ボ
ン
、
、
、
エ
ー
は
牛
痘
に
感
染
す
る
こ
と
が
、
人
痘
ミ
エ
ー
や
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
十
歳
の
時
に
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
そ

接
種
と
同
じ
位
効
果
的
で
、
し
か
も
危
険
が
少
な
い
と
結
論
し
た
の
で
あ
し
て
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
場
合
も
早
期
観
察
は
一
七
七
○
年
ま
で
湖
る
こ
と
が

っ
た
。
し
か
し
最
も
重
要
な
こ
と
は
次
の
よ
う
な
事
実
で
あ
る
。
出
来
る
と
し
て
、
も
し
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
ピ
ュ
ー
か
ら
確
実
な
情
報
を
得
た

ブ
リ
ス
ト
ル
の
商
人
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
Ｑ
四
日
①
ぃ
胃
①
厨
且
）
と
す
れ
ば
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
著
書
の
謝
辞
の
中
に
ピ
ュ
ー
は
自
分
の
名
前

を
通
じ
て
、
ポ
ン
ミ
エ
ー
は
英
国
の
内
科
医
ピ
ュ
ー
（
博
答
又
は
願
葛
）
を
発
見
出
来
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
当
時
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
良
心
的

と
直
接
会
い
彼
の
観
察
結
果
を
伝
え
、
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
は
、
同
じ
問
題
に
に
行
う
研
究
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

興
味
を
示
し
て
い
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
約
束
を
し
た
と
（
松
木
明
知
）

い
う
の
で
あ
る
。

）

’口

口
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
勃
発
の
た
め
、
ポ
ン
ミ
エ
ー
は
種
痘
の
研
究
を
続
行

す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
（
こ
の
間
、
国
民
議
会
の
代
議
士
で
あ

っ
た
彼
の
弟
は
、
一
七
九
三
年
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
）
。

し
か
し
一
七
九
八
年
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
発
表
論
文
を
見
た
ポ
ン
ミ
ェ
ー

は
、
そ
の
中
の
ど
こ
に
も
自
分
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
に
驚
き
、

一
八
一
○
年
に
は
〃
種
痘
の
中
央
委
員
会
″
に
そ
の
旨
の
書
翰
を
書
い
た

が
、
彼
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
八
二
年
、
英
国
の
医
師
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
は
ポ
ン
ミ
エ
ー
に
手
紙
を

送
っ
た
が
、
そ
の
中
で
商
人
の
ア
イ
ア
ラ
ン
ド
は
、
一
七
八
四
年
ポ
ン
ミ

エ
ー
が
ピ
ュ
ー
と
種
痘
の
話
を
し
た
こ
と
、
し
か
し
同
様
な
観
察
は
以
前

に
英
国
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

一
九
二
八
年
こ
の
問
題
に
及
し
て
、
Ｊ
・
Ｈ
・
ス
チ
ュ
ー
ワ
ー
ト
は
、

「
ポ
ン
ミ
エ
ー
が
荷
う
べ
き
栄
光
の
大
半
は
英
国
の
大
学
者
に
行
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

英
国
の
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
女
史
も
、
原
著
者
に
書
翰
を
送
り
、
そ
の
中

で
十
八
世
紀
の
後
半
あ
る
い
は
前
半
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
英
国
で
ジ
ェ

ン
ナ
ー
が
行
っ
た
と
同
様
の
観
察
が
な
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
も
の
は
ポ
ン

ミ
エ
ー
や
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
十
歳
の
時
に
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
場
合
も
早
期
観
察
は
一
七
七
○
年
ま
で
湖
る
こ
と
が

出
来
る
と
し
て
、
も
し
ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
ピ
ュ
ー
か
ら
確
実
な
情
報
を
得
た

と
す
れ
ば
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
著
書
の
謝
辞
の
中
に
ピ
ュ
ー
は
自
分
の
名
前

を
発
見
出
来
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
当
時
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
良
心
的

に
行
う
研
究
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

》

心
的
一

一一

／

埴
〈
へ一一一

、
ノ
ー
Ｊ
Ｌ
ｊ
Ｐ
、
ノ
ー
ｆ
， 一一（一一一一〈〈、一一〉〉〉》〈一一一（（へ一一〉一一
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第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
Ｑ
画
冒
昌
習
ｇ
①
ｑ
昌
冨
。
＆
且

国
冒
自
己
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
〒
叩
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
究
研
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

る
。

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

①
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
、
学
術
展
観
の
開
催
等

②
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
会
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

⑧
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
、
内
外
の
関
連
学
術
団
体
等
と
の
連

携
帥
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

仙
正
会
員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
五
、
○
○
○
円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
鋤
ド
ル
と
す
る
。

⑨
名
誉
会
員

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

⑧
賛
助
会
貝

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一
○
、
○
○
○
円
以
上
を
納

日
本
医
史
学
会
会
則
抄

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
二
、
○
○
○
円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

仙
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

②
前
理
事
長
。

③
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
第
六
条
及
び
第
八
条
の
会
員
の
資
格
取
得
は
会
費
納
入
日
よ
り
始

ま
る
。

第
十
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

⑩
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

②
機
関
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

③
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
二
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

⑩
退
会

⑨
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

⑥
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

④
死
亡
、
失
院
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。
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文
部
省
科
学
研
究
費
学
術
定
期
刊
行
物
補
助
金
を
受
け
る

本
誌
は
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
文
部
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
刊
行
し
て
い
る
。

⑥
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

第
十
三
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

１
こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催

す
る
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

３
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

５
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

６
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

７
会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
学
術
集
会
は
、
随
事
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
会
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
等
を
除
く
）
で
五
印
刷
。
ヘ
ー

ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
ま
で
）
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
超
え

た
分
は
実
費
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印

刷
．
ヘ
ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を
徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

委
員
会
に
て
行
な
う
。

別
・
刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
間
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
三
輪
卓
爾
、
室
賀
昭
三
、
矢
数
圭
堂
、
矢
部
一
郎

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、
Ａ
ｏ
Ｗ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

事
務
担
当
鈴
木
滋
子

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
鈴
木
勝

常
任
理
事
大
鳥
蘭
三
郎
大
塚
恭
男

宗
田
一

会
計
監
事
大
滝
紀
雄
古
川
明

理
事石

原
明
石
原
力
大
塚
恭
男

大
鳥
蘭
三
郎
大
矢
全
節
緒
方
富
雄

小
川
鼎
三
蒲
原
宏
酒
井
シ
ヅ

酒
井
恒
佐
藤
美
実
鈴
木
勝

宗
田
一
中
野
操
長
門
谷
洋
治

藤
野
恒
三
郎
三
木
栄
矢
数
道
明

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎
山
形
敞
一

幹
事蔵

方
宏
昌
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

評
議
員青

木
一
郎
赤
堀
昭
安
芸
基
雄

阿
知
波
五
郎
石
原
力
今
市
正
義

岩
治
勇
一
内
田
醇
江
川
義
雄

大
滝
紀
雄
岡
田
博
片
桐
一
男

川
島
恂
二
久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
田
郎

末
中
哲
夫
杉
田
暉
道
鈴
木
正
夫

鈴
木
宜
民
関
根
正
雄
瀬
戸
俊
一

高
木
圭
二
郎
高
瀬
武
平
高
山
坦
三

竹
内
真
一
田
代
逸
郎
田
中
助
一

津
田
進
三
筒
井
正
弘
土
屋
重
朗

中
川
米
造
中
沢
修
中
西
啓

中
山
沃
服
部
敏
良
樋
口
誠
太
郎

福
島
義
一
富
士
川
英
郎
古
川
明

堀
江
健
也
．
本
間
邦
則
丸
山
博

松
木
明
知
三
浦
豊
彦
三
輪
卓
爾

室
賀
昭
三
守
屋
正
矢
数
圭
堂

山
下
喜
明
山
田
光
胤
安
井
広

矢
部
一
郎
山
中
太
木
米
田
正
治

渡
辺
左
武
郎
（
理
事
の
名
は
省
略
）

名
誉
会
員

赤
松
金
芳
石
川
光
昭
大
塚
敬
節

王
丸
勇
杉
靖
三
郎
三
廼
俊
一

吉
岡
博
人
和
田
正
系

編
集
後
記

春
が
め
ぐ
っ
て
き
て
、
二
六
巻
一
号
を
お
届
け

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
編
集
委
員

会
も
、
少
し
づ
つ
活
動
方
法
が
改
善
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
雑
誌
の
内
容
が
向
上
し
つ
つ
あ
る
状
況

で
、
編
集
委
員
会
の
組
織
お
よ
び
活
動
は
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
学
会
活
動
の
中
心
で
あ
る
学
会
誌
の

向
上
の
た
め
に
も
、
さ
ら
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が

必
須
で
あ
り
ま
す
。
学
会
誌
の
内
容
の
向
上
は
、

学
会
員
の
研
究
を
大
い
に
刺
激
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
今
後
も
、
ま
す
ま
す
、
会
員
諸
氏
の
暖
い
心

の
支
え
と
し
て
の
編
集
委
員
会
へ
の
批
判
と
、
形

式
の
と
と
の
っ
た
内
容
の
あ
る
論
文
の
投
稿
を
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
を
、
我
為
編
集
委
員
会
は
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。
近
年
の
大
会
の
発
表
は
、
多
様

さ
に
加
え
、
質
量
と
も
に
向
上
し
て
い
る
と
い
う

世
評
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
学
会
誌
に
さ
ら
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
止
象
ま
せ
ん
。

（
矢
部
）

昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
五
十
五
年
一
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
六
巻
第
一
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
僻
奉
史
峠
備
鼎
三

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
〒
一
‐
一

順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内

振
替
東
京
不
一
喜
一
言
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

〒
一
三
東
京
都
文
京
区

湯
島
〒
三
‐
西

印
刷
所
三
報
社
印
刷
株
式
会
社

〒
一
三
東
京
都
江
東
区
亀
戸
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measureable,operationaldefinitionsfbreachoftheresourcecom-

ponentsashehasdefinedthem.

Ihavearguedthatthecompetitionfbrprofbssionalizationin

Americaisaccompaniedbyatypeofideology:scientific,pragmatic,

ormystical・Itseemsclearthatthosehealinggroupswhichare

mostsuccessfUlintermsofcontroloverresourceshaveprimarilyused

ascientificideology.Nonetheless,allgroupshaveusedallthree

ideologiesinordertocoverthoseideologicaldimensionswhichare

congruentwithAmericanattitudes,beliefbandvaluesaboutsicknesS,

healingandthehealingprocess.Inanyempiricalanalysisofprofbs-

sionalizationalongthelineswhichlhavesuggestedonewouldhave

tobecognizantoftheideologicalbasiswhichhasbeenalluded

toinargumentationfbrprofbssionalrecognitionandsimilarly,how

personsexternaltothehealinggroupshaverespondedtothesethree

ideologicalpositions.

Finallyanexplanationofthecompetitionamonghealing.para-

digms(groups)inAmericarevolvesaroundanunderstandingofthe

diffbrentialuseofthesourcesofprofbssionalizationcombinedwith

thetypesofideologiesutilized.Competition,thusseen,isavery

dynamicprocesswhichmayonlybeunderstoodatselectedpointsin

timeandthenonlyimperfbctly.
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Izatlon、

Inthetwochiefexamplesgiveninthispaper,Chiropracticand

Osteopathic,onecanseetheworkingofboththeinternaland

externalsources.Withinbothhealinggroupsthereareattemptsto

definethedomainofthegroupandtolimitthedomainofany

competition.Ontheotherhand,bothgroupsseekdistinctexternal

validationprimarilythroughlicensingwhichisthemarkofrecognition

whichastatelegislaturecanbestowonahealinggroup.Suchstate

licensingallowsmanyofthebenefits,e.9.,thirdpartypayments,

prestiJ,etc.,whichleadtoprofbssionalization.Bothchiropractic

andosteopathichaveessentiallysucceededinobtainingsuchprofbs-

sionalrecognitionthroughlicensure,buttherearediffbrencesbetween

thetwogroups;themajordistinctionrelatestotheirrespective

competitionwithallopathicprofbssionalmedicineintheUnitedStates.

Whereaschiropracticremainsincompetitionwithallopathy,i.e.,asa

distinctalternative,osteopathyisbasicallyindistinguishablefifom

allopathyandisthusnotinviablecompetition.Historically,of

course.thiswasnotthecase.
J

Fromastrictlysociologicalpointofviewthequestionofwhether

ornotahealinggrouphasbecomeprofbssionalizedrestsprimarilyon

externalrecognition・Thisexternalrecognitionismanifbstedsocially

aswellaslegally・Theamountof:Gsocial''recognition,asalways>

remainsanempiricalqueStionfi､omthesociologicalperspective・For

example,chiropractorsmayconsiderthemselvesas$6healthprofbs-

sional3,andstatelegislaturesmayrecognizethemas GGhealth

profbssionals'',butthatdoesnotassurethatthereisanybroad

acceptanceofchiropracticasa"healthprofbssion"Withinthepopula-

tion.Thereisdefinitelvaneedfbrastudvwhichassessesthediffbr-
’ ‘

entialprestigeandrecognitionbythepublicofallso-calledhealth

profbssionals.Suchastudywouldbehandicappedbytheveryloose

conceptof@<profbssional''whichappearsintheUnitedStatesat

present.Onedistinctpossibilityfbrsuchananalysiswouldutilize

Unschuld'sconceptualizationofprimaryandsecondaryresource

controltodevelopascaleofprofbssionalstrength.Thiswouldrequire
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Inchiropracticonewitnessesthecompetitivestrugglefbrprofbs-

sionalrecognitionandallthatthatentails.Inonlyalimitedsense

couldwesaythatchiropractichasattainedfUllprofbssionalstatus

comparabletothatof@cregular"medicine.Nevertheless,Chiropractic

hasmanagedtoobtainmanyof､thefbaturesofmedicalprofbssional-

ization.Further,ifpublicsupportfbrthisfbrmofhealingremains

fairlystrong,itislikelythatchiropracticwillcontinuetohavea

roleinAmericanhealing.

Conclusions

Inapaperwhichprovidesanoverviewofacomplicatedhistorical

process,itisonlypossibletoreachtentativeconclusionsaboutthe

extentofcompetitionamonghealingparadigmsinAmerica.Indeed,

itappearsthattherelevantmaterialswhichcouldprovideamore

detailedexplanationhaveyettobeidentifiedandorganizedintoa

manageablewhole.ThisareaofAmericanmedicalhistoryhasbeen

overlookedinanapparentzealtodocumentonlytheprogressof

allopathicmedicinetowardsprofbssionalization.Thenecessaryvalue-

fi･eeexplorationofthiscompetitionhasonlybeenspurred,inmy

opinion,bythenewawarenessinthewesternworldofthecompeti-
tiOninnon-westerncountriesbetweenscientificmedicineand

traditionalmedicine. Onlywiththisimpetushassomellistorical-

anthropologicalinterestin&6traditional"medicinefbundinWestern

countriesbeenfbstered.

Twomajorsourcesofprofbssionalization,internalandexternal,

whichbringaboutcompetitionfbrprimaryandsecondaryresources,

havebeenpostulated.Inaddition,sometenativehypotheseshave

beenputfbrward・Theadequacyofthesehypothesesisillustrated

intheactivitysurroundingmedicallicensure,amechanismdesigned

toprotect,intheoryatleast,boththeprofbssionaswellasthe

publicinthatitensuresaunifbrmityintechnicalskillamongpracti-

tionerswhileatthesametimeefIEctingalimitationonthenumber

ofpersonsallowedtopractice.Thusitisaclearmanifbstationof

theactionofboththeinternalandexternalsourcesofprofbssional-

（ 17）96



thelegislationpassingwithouttheKennedyammendment,chiropractic

careiscurrentlycoveredinmanystatesbymedicareandmedicaid

payments.Further,inmoststatesthirdpartyinsurancefirms，such

asBlueCross,reimbursechiropractorsfbrservicesrendered.

Havingwonatthelegislativelevelwhatmustbeconsidered

significantrecognition,chiropractichascomeunderconsiderable

attackfromthe"regular"medicalcommunity.Forexample,Ballan-

tine(1975)inaneditorialinthe4"""JJqf〃j‘γ"αノM@"ci"ewrote:

4<Perhapsthegreatesttriumphofchiropractic-andthegreatestthreat

tohighereducationintheUnitedStates-wasthedecisionofthe

UnitedStatesCommissionerofEducationtogrant(1974)tothe

CouncilonChiropracticEducatorstherighttoaccredit:so-called'

collegesasinstitutionsofhigherlearning''.Theappealbymanyof

thesepersonsattackingthesuccessofchiropracticisoftendirected

tothemostloftyofAmericanideals.ForexampleBallantineintones:

$(itisadangertothepublic;itisanexampleofgovernmental

misrulethatthreatensthequalityofoursocialfabric.Everyphysi-

cian,indeed,everycitizen,concernedwiththetransmissionand

applicationoffactratherthanfictionineveryfieldofeducation
mustbecomeinvolvedintheseissues".Inothermedicaljournals

similareditorialstatementsarefbund.

Despitetheseattacksonchiropracticthereisevidencethatthe

publicresponsetochiropracticisnotsonegative.Evidently,public

supportexpresseditselfinthefbrmofletterstoCongressmenin

supportoflegislationfavoringchiropractic(Hunter,1973)．Con-

gressionaloppositiontochiropracticappearstoberatherweakat

presentandlobbyingbythetwochiefchiropracticorganizationshas

beenveryefIbctive.Inadditiontothislobbyingactivitythe

AmericanChiropracticAssociationhaspursuedaradioandtelevision

campaignofpublicserviceannouncementsabouthealth.These

announcementsarecharacterizedbyaconcernfbrhealthingeneral

anddonotengageina$Chardsell''ofthechiroPractichealing

method・Thusonemayarguethatchiropractichasbeenquite

successfUlincreatingapositivepublicimage.
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allopathicmedicine.Regardlessofwhichgroupisconsideredthe

"true''organizationofchiropractic,theybothhavehadtoundertake

considerableconfiFontationwiththepowerfi'lAmericanMedical

AssOciationandotherregularmedicalorganizations.

Organizedallopathicmedicinehashistoricallybeenverycritical

ofchiropracticandhasregardeditasafbrmof@Gquackery''、The

AmericanMedicalAssociationhasahistorvofo伍cialstatementsand
‘

policiesagainstchiropractic(Hunter,1973).Generallytheargument

hasbeenmadethatorganizedmedicineisnotopposedtochiropractic

becauseofeconomicreasons,butbecausemedicineisopposedtoall

fbrmsofsectarian@Gquackery''.TheAmericanMedicalAssociationis

hardlyaloneinitsstance.TheAmericanHospitalAssociation,the

AssociationofAmericanMedicalCollegesandtheAmericanPublic

HealthAssociationhaveallspokenoutagainstchiropractic.In

particular,theAmericanPublicHealthAssociationurgedother

medicalprofbssionalgroupsto&Gundertakeappropriateconsumeredu-

cationonthehazardsofunscientifichealthcare''(Hunter,1973).

Despitetheseoftenrepeatedwarningsfi､omallopathicmedical

groups,chiropractichasmanagedtogainconsiderableprofbssional

recognitionthroughexternalsourcesofsupport.Beyondlicensure,

discussedabove,perhapsthemostsignificantrecognitionhasbeen

theacceptanceofchiropractorsaseligiblefbrvariouskindsofgov-

ernmentpayments.Forexample,underrecentlegislationchiropractic

studentsmayreceivefbderalfimdingfbrtheirstudiesundertheG.I.

Bill;paymentstochiropractorsareincludedinthecurrentlistof

eligibledeductionsIOrmedicalexpensesinthefbderalincometax;

and,mostsignificantly,asofl972,paymentstochiropractorsare

coveredinthenational@6medicaid''medicalcareplan.Chiropractic

carewasincludedinthel972medicaidlegislationdespitestrong

oppositionfi･omSenatorEdwardKennedy.EventhoughKennedy

hasbeentheleadingSenateproponentofanationalallopathic

basedmedicalcareplan,hisammendementtotheMedicareBillwas

severelydefbated.Thisammendmentcalledfbrtheprohibitionof

governmentalpaymentstochiropracticpractitioners.Asaresultof
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Wardwell,1955)havecharacterizedthesehealersas"quacks"orWardwell，1955）havecharacterizedthesehealersasquacks”or

marginalhealersandhavebeenlessconcernedwiththechiropractic

practitionerthanwithhisclientele.Recentliteratureinestablished

medicaljournalshascharacterizedpatientsaslowermiddleclass,

somewhatolder,andmorelikelytobefarmersorsomewhatruralin

orientation(FirmanandGoldstein,1975).Nonetheless,wearelacking

anygoodempiricalstudieswhichactuallycomparethepatientsof

familyphysicianswiththepatientsofchiropractors.Thusan

accuratepictureofthedaytodaypracticeofchiropracticisnot

wellunderstoodandonlyawelldesignedstudywouldraisethese

manyassertionsaboutchiropracticpracticeabovethelevelof

speculation.

Chiropractichasmanagedtoprofbssionalizeitselftoaconsiderable

degreeduringthiscentury.Forexample,ithashadconsiderable

successinestablishingandmaintainingschoolsibrchiropractic
inseveralstates.Atonetimetherewere36activechiropractic

colleges. Todaythereareonly13,howevertheyaremostly

well-establishedandsome,e.9.,thePalmerSchoolinlowa,have

hadalongtradition・Theeducationofachiropractorrequires

fburyearsinachiropracticschoolafterhighschoolandallthirteen

collegesrequireatleasttwoyearsofuniversitylevelbiology,chemistry

andphysicsbefbreadmission.Whiletheserequirementsexist,the

qualityofthistraininghasbeenseverelycriticizedbysome"regular''

physicians(e.9.,Hunter,1973;Feegle,1973;Ballantine,1975;and

Angrist,1974).

Anothersignificantareaofprofbssionalactivityamongchiropractic

practitionersinAmericahasbeenintheorganizationofprofbssional

groups.Atpresenttherearetwoorganizationsactivelyseekingthe

legitimizationofchiropractic，ThelargestgroupistheAmerican

ChiropracticAssociation(ACA).Thisgroupappearstobesomewhat

Hexibleinitsinterpretationofthediseasetheoriesofchiropractic.

TheACAhasbeenviewedbvthemoretraditionallnternational
″

ChiropracticAssociation(ICA)asseekingclosertieswith"regular"

medicine，TheICAappearstobeopposedtoanyallignmentwith
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calledtheOsteopathicPhysiciansandSurgeonsofCalifbrniainplace
oftheCOA.Butsuchamovewastolittleavail.Of2,250Doctors

ofOsteopathyinCalifbrnia,allbut400becameMedicalDoctors.

NewYorkStatefbllowedwithasimilarexchangeofdegrees.Finally,

inl969,theAmericanMedicalAssociationadmittedDoctorsof

Osteopathytofilllnationalmembership.
TheCalifbrniacasemakesclearthatthemedicalareaofosteo-

pathyasamedicalphilosophydistinctfifomallopathicmedicineis

disappearinginAmerica.ThelongdocumentedconfiPontations

betweenthesehealingsystemshasessentiallyendedwithosteopathy

beingabsorbedintoallopathy・Itisdoubtfi,lthattheremaining

osteopathicgroupswillbeabletoresistfilrtheramalgamation.

MembershipintheAmericanOsteopathicAssociationstillnumbers

overlO,000,buttheexperienceofCalifbrniaislikelytoberepeated

throughouttheUnitedStates・Theideologicaldistinctionswhichat

onetimemadeosteopathsuniquenolongerapply，Thus,with

virtuallythesamemedicalandprofbssionalideologyasallopathy,the

logicofhavingtwopracticesdisappears.

ThehistoryofchiropracticinAmericahasbeendiscussedelse-

whereinsomedetail(McQlleen,1978).Insummaryitmaybesaid

thatchiropracticistypicalofmanysectarianhealingsystemsdevelop-

edattheturnofthiscenturyinAmerica.However,unlikemany

oftheseearliersystemswhichhaveessentiallydiedout,chiropractic

hasmaintaineditsstrengththroughoutthepasteightyearsandstin

remainsanactive，ifsomewhatsecondary,healingsysteminAmerica.

Unlikeosteopathy,whiChhasseenitsearliertheoriesofdisease

dimimsh,chiropracticretainsitsbasictheoreticalassumptionsabout

thenatureofdiseaseanditstreatmnt.Certainlyinrecentyearsmany

attemptshavebeenmadetomakechiropracticfitintoamodern-

scientificparadigm(e.9.,Dintenfass,1970),buttodatetheseattempts

appearnottohaveconvinCed:6regular''medicalprofbssionalsofthe

validityofchiropractic.

Relativelylittleattentionhasbeenpaidtochiropracticbymedical

historiansormedicalsociologists.Mostmedicalsociologists(e.9.,
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identityastherepresentativebodyofadistinctgroupofhealers.

Nonetheless,inl968theAMAallowedosteopathstobecomemembers

oftheAMA.TheAOAresponsewastothreatentoexpelany

DoCtorofOsteopathy(D.O.)whojoinedtheAMA.However,fbr

thepracticingD.O,,theappealofmembershipintheexceedingly

powerfillAMAmeanttwothings:moreprestigeandaccesstothird

partypaymentinsuranceprogramsinmanystates. Inaddition,

accesstohospitalswasoftenrestrictedtomembersoflocalmedical

societiesa髄liatedwiththeAMA.ThusthegrantingofAMA

membershiptoDoctorsofOsteopathywasapowerfixlfbrcewith
whicheachindividualD.O.wouldhavetocontend・Theinducement

totheindividualpractitionerwasgreat.．Forexample,takethecase
ofCalifbrnia.

ThehistoryofOsteopathyin.Califbrniahasbeenoneofactive

attemptsatprofbssionalization.Attheturnofthecenturythere

werethreeactiveosteopathiccollegesinCalifbrnia.TheOsteopathic

AssociationofCalifbrnia(COA)wasincorporatedunderstatelawin

1900.Froml907untill919,undertheCalifbrniaMedicalPractice

Act,bothallopathsandosteopathshadtotakeindenticalexamina-

tionsfbrlicensure.Byl922,aseparateboardofexaminersfbr

DoctorsofOsteopathyexisted.Duringthenextquartercenturythe

COAandtheCMAworkedmoreandmorecloselytogether.This

interrelationshipculminatedinthe.twoorganizationspromoting

legislationwhichwouldeliminateosteopathyasaseparatemedical

discipline.Finally,inl962,theCalifbrnialegislaturepassedabill

that:1)terminatedthepoweroftheStateOsteopathicBoardto

issuenewlicenses;2)turnedthisfimctionovertotheStateMedical

Board;3)allowedDoctorsofOsteopathytobelicensedasregular

MedicalDoctorsand4)allowedtheCalifbrniaCollegeofMedicine

(anosteopathicschool)toissueM.D.degrees.Asaresultofthis

cooperationbetweentheCalifbrniaMedicalAssociationandthe

CalifbrniaOsteopathicAssociationthenationalosteopathicassocia-

tion(theAmericanOsteopathicAssociation)withdrewallsupport

fisomtheOalifbrniagroupandrecognizedasmallsplintergroup
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practic.Thesetwohealinggroupsprovideexcellentexamplesof

thecompetitivesituationinAmericaduringthetwentiethcentury.

Thetwogroupshavehistoricallyfbughtagainsteachotherfbrrec-

ognitionandbothhavebattledwith"regular''medicine(McQJleen,

1978)．Inthecaseofosteopathy,thefinalstagesofamalgamation

with$$regular''medicineareathand.Itisdoubtfillthatosteopathy

willexistasaseparatehealingdoctrinebythecloseofthiscentury.

Thecasewithchiropracticisquitedifftrent.Chiropracticstill

strugglesfbrindependentprofbssionalrecognitionandthepossible

integrationwith"regular"medicineappearsunlikely.

Theearlyhistoryofosteopathyisquitesimilartothatofany

healingsectinAmerica.Thatis,itwasdiscoveredbyoneperson

andduringitsfbrmativeyearswasingreatoppositiontobothregular

medicineandothersects,Osteopathyhaditsowntheoryofhealing

anddiseaseandpractitionersweretrainedinspecialschoolsof

osteopathy(McQJleen,1978).Atveryearlystagesinitshistory

osteopathstookthreemajorstepstowardprofbssionalrecognition:

theyorganizedstateosteopathicassociations(eary20thcentury);

theyfbundedtheJI)"γ"αJqfｵﾙe4"z2γ“〃Os""""cAssociα"0"(1901);

andtheyorganizedosteopathicmedicalschools(twelveschools

byl910).Duringthecourseofthefirsthalfofthiscenturythey

becameincreasinglyprofbssionalizedandadoptedmostallofthe

basiccharacteristicsof:<regular''medicine・Forexample,areviewof

theJD"J/qfjh24m""α"OJ､j〃αt"cAF"ciα"0"duringthelast

threeyearsrevealsthat,apartfi､omeditorialsandnewsbriefb,most

articlesdealtwithallopathicsubjects.Inshort,littleattentionwas

paidtoosteopathictheories.Asfbrthecurrentstatusofthenine

osteopathicmedicalcolleges,theyarehardlydistinguishable丘om
46

regular''medicalschoolsintermsofeitheradmissions.criteriaor

Curriculum.

Innoareaisthecompetitionwith:6regular''medicinemore

apparentthanintheconHictbetweentheAmericanOsteopathic

Association(AOA)andtheAmericanMedicalAssociation(AMA).

TheAOAhasfbughtfbrthepasttenyearstoresistlosingits
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thepracticeofbotanic(Thomsonian)medicine.Connecticutwithdrew

exclusivecontroloflicensingfifomthestatemedicalsocietyand

NewYorkabandonedallpracticerestrictionsexceptthoseagainst

grossignoranceandmalpractice.Otherstatesbegantoabandon,

oratleastlessen,restrictionsagainstcertainoftheirregularpracti-

tioners(Shryock，1947).

Duringthel870's,therewasactivityfbrtherevivalofstate

regulationofmedicalpractice,likelystemmingfi､omallopathicgroups.

Otherfactorsexternaltotheprofbssion,fbrexample,increasingpublic

dissatisfactionwithmedicalpractice,alsocontributedtothismove-

ment.Byl880,sixstateshadsetupmedicalexaminingboards,

andbyl895,moststateshadlegalbodiesfbrthepurposeoflicensure.

Asofl901,allstatesexceptArizona，Nevada,Oklahoma,Kansas,

andWyominghadendowedvariousbodieswiththelegal-powerto

issuelicensestopractice.Theseremainingfiverequiredthepresen-

tationofamedicalschooldiplomainordertopractice.

Followingthel910publicationoftheFlexnerreport,manyof

theinfbriorallopathicandmostofthesectarianmedicalcolleges

werefbrcedtoclose・Byl928,onlyfivesectariancolleges(and

about80allopathicschools)remainedintheU.S.Foranumberof

years,thelegalstatusofosteopathsandchiropractorswasuncertain,

asregardslicensure.Asof1930．46stateshadsomelicensingpro-

visionsfbrosteopaths,andall48hadstatutesdealingwithchiroprac-

tOrs.However,osteopathswerelicensedasdruglesshealersineight

statesandchiropractorsweregiventhesamedesignationinfburteen.

Todaychiropractorsandosteopathsarelicensedinsomefbrminall

50statesandtheDistrictofColumbia.

Licensingisonlyoneexampleofanareaofcompetitionfbr

profbssionalrecognitionamongAmericanhealers.Obviouslyitis

beyondthescopeofthispapertoexaminetheintriCaciesofthe

historyoflicensureamongallthesehealinggroups.Alimited

examinationinthenextibwpagesofthisessaywillprovidesome

specificexamplesofprofbssionalizationsourcesintwohealinggroups

competingincontemporaryAmerica,namelyosteopathyandchiro-
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uCatedmen，oftenthepractitionersthemselves，Theirmainargument,

manifbstlyhumanis[ic,wastheprotectionofthe:6manofnolearning''.

TheearliestattemptatregulationofhealthpractitionersintheU.S.

wasinl639inVirginiaandconcernedthechargingoffbes・As

earlyasl649,inMassachusetts,astatutewasProposedtoregulate

medicalpractice,however,itwasnotadopted(Derbyshire,1969:3).

Inl760,thefirstactspecificallyrequiredalicensingexamination

waspassed･ItappliedonlytoNewYorkCityandtheexamining
boardconsistedofnon-medical,nembers.

Betweenl780andl830,statelawsplacedlicensingauthorityin

thehandsofl)statemedicalsocieties,2)stateboardsofexaminers

establishedfbrthatpurpose,or3)boardsofcensorschosenfbrpartic-

ularcountiesordistricts.Inmoststates,adiplomafi･omamedical

collegewasconsideredsu伍cientqualificationfbrlicensure(Stern,

1941).Prolifbrationofmedicalschools,especiallyproprietaryinstitu-

tions,wasassoiatedwithwhatwasconsideredageneraldeclineofthe

qualityofmedicaleducationandtheperfbrmanceofphysicians.

Froml820tol870,licensingrequirementsthemselvesdeteriorated,

Byl845,eightstateshadnolicensingrequirementsandtenhad

repealedpreviouslypassedstatutesregardinglicensure.Inl849,only

NewJerseyandtheDistrictofColumbiahadlawsregulatingmedical

practice(Stern,1941).

Anofien-citedreasonfbrthedeclineinlicensingwasthegrowth

ofsectariancollegesafterl830・Shryockwrites:&6ill-infbrmedlegisla-

turesstillthoughtonesortofmedicalpracticeaspromisingas

another:apractiCalandegalitarianpeoplecoulddecidefbr

themselveswhichtypewasmoreeffbctive''(1967:28).Thelicensees

producedbyThomsonian,eclecticandhomeopathiccollegeswereas

legallyvalidasthosefi､omallopathiccolleges.Further,sectarians

begantofbrmthei'，ownsocietiesand$:…soconfi､ontedtheregulars

withanorganized,rivalprofbssion"(Shryock,1967:32).Thus,many

sectsatthistimesoughtandreceivedlegalrecognitionsimilarto

thatenjoyedby"regulars".Inthe1840's,somesectarianmedical

societiesweregrantedstatelicensingprivileges.Alabamalegalized
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liketobrieHyillustratehowtheseaspectsofprofbssionalization

influencedseveraldiffbrenthealinggroupsduringthiscentury.First,

asanexampleoftheinternalandexternalsourcesofprofbssionali-

zation,theconceptoflicensurewillbeconsidered.

MedicalLicensure

InAmerica,thehistoryoflicensure(thegrantingofalicenseto

practiceaprofbssion)hasvariedgreatlyamongthefiftystates.Social

changesaswellasJographicalexpansion,populationgrowthand

thedevelopmentofmedicaltechnologyproducedauniquesituation

fbrmedicallicensureintheU.S.(Sigerist,1935).Animportant

factorinthehistoryofAmericanmedicinewhichcomplicatesthe

licensurepicturehasbeenthegrowthoforganizedandrecognized

medicalseCtsduringthelasttwocenturies.ThesegrouPs-homeo-

paths,botanics,eclectics,magneticandelectrichealers,rootists,

herbists,Horists,ChristianSciencehealers，osteopaths，andchiroprac-

tors-havebeenalternativelycalledsectarians，irregulars,cultists,

marginalhealers,andquacks.Membershipinandthepublicfbl-

lowingofeachsecthasvariedgreatly･Theprincipleones,i.e､,homeo-

paths>eclectics,Thomsonians,osteopaths,chiropractors,andChristian

Sciencehealers,attimeshavebeenwell-organized,competingeffbctively

withallopathicphysiciansfbrclients,oftenfbrmingtheirownsocieties,

settinguptheirownlicensingboards,andoftenparticipatinginthe

medicallicensingprocessitself

Exactlywhatdefinedahealerwasnotclearinl9thcentury

America.Foraslateaperiodasthemid－1800's,Shryocknotesthat

f;thesuperioritvoforthodoxmedicinelavtosomeextentinthe
エ ‘ 葱

generaleducationofitsleadersratherthaninanytherapeutic

advantage.Indeed,themildpracticeofhomeopathswasprobably

safbrthanthatfbllowedbyregulars-thoughequallyineffbctive''(1967,

P.37).Itseemstherefbre,thatlegalrestrictionsagainstquackery

couldhavebeenappliedtomanyl9th.centuryhealthpractitioners.

Themovementfbr.theregulationofmedicalpractice(placing

legalrestrictionsonwhocouldpractice)cameprimarilyfi､omed-
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stronglytothenotionofhealingasanart,thatis,thecraftofhow

onetakesapersonwhoissickandmakeshimwell.Thestresshere

isonwitnessingthatahealinghastakenplace.Theibcusison

successfi,lcasehisto,､iesasaguidetowhatreallyworksinagiven

situation.Explanationusuallyisnotelaborateandevenifprovided

isgenerallyposthoc.

Theargumentfromthemysticalisperhapsthemostcomplex

andvaried,yetinmanywaysoneofthemostpowerfillusedbyall

healinggroupstofUrthertheirlegitimacyandtoextendtheircontrol

overclients.Themysticalmaybebroadlyconceptualizedtoinclude

suchnotionsasreligionandritual..Theargumentfiomthemystical

ideologyischaracterizedbytheassertionthattheparticularhealing

grouphasaccesstocertainhealingprocedureswhichsimplycannot

beunderstoodbymortalman.Inthecaseofallopathicmedicineit

isthemysteryofthatwhichisunknowntothemerecommonman,

theso-calledlaypublic.InthecaseofChristianSciencehealing

itisthemysteryofthatwhichisunknowabletoman，i.e.、only.to
agod.Allhealingsystemsappeartobecouchedinritualinterms

ofspeech,clothingandthegeneralcloaking(i.e.,secretiveness)of

thehealingprocedure*.

Inbrieflyreviewingthesethreeideologiesofthehealing
profbssionsinAmericalhavestressedthemanifbstuseofthese

ideologies.Inapplicationthethreehaveseldombeenequally
distributedacrossallhealingsystems.Howeveritshouldbestressed

thatnosystemhasbeenfiFeeoftheseideologiesandevenwhere,as

inscientificmedicine,themysticalideologyappearsnottobeblatantly

manifbstitoperateslatentlyinverypower血lwayswhichhavebeen

widelydiscussedinrecentyears(Carlson,1975;Menke,1969;Illich,

1976;GarradandRosenheim,1970;andothers).

Havingdiscussedthetwomajorsourcesofprofbssionalizationand

theoperatingideologiesoftheAmericanhealingarts,Iwouldnow

*Evenwithinthemedical-prof℃ssionalsphere,asfbrexamplethemodernoper-
atingroom,manySeemingly@Cscientific''activitiesmaybeconceptualizedas
ritualitic.
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Table2TraditionalandCurrentldeologiesofHealingSystems

PrimaryEmphasis

SecOndaryEmPhasis

TertiaryEmphasis

CurrentMain

Emphasis

|A'!･pa､K¥eopa-|難麓anl$i'｡…
Scienti6c

Mystical

PracticaI

Scientific

Practical

Scientific

Mystical

Scienti6c

Mystical

Scienti6c

Practical

Mvstical

Practical

Scientific

Mvstical
′

PraCtical

(Scienti6c)

Homeo－

pathy

Scientific

Practical

Mvstical

(None)

,exist.Thattheyexistisclearandanexampleofthemostsalient

similarityisideology.Intheprocessofmedicalprofbssionalization

inAmericatherearethreecommonlyusedideologies:thescientific;

thepractical;andthemystical.Table2summarizestheusageof

thesethreeideologiesbyseveralhealinggroupsinAmerica.These

threeideologiesmaybebrieflycharacterizedasfbllows.

TheargumentfiFomsciencestemsfi･omacombinationoflogic

mixedwiththebeliefsystemofthecurrentscientificparadigm.In

Americathisincorporatesabeliefinthe@Gscientificmethod''.The

assertionismadethatsuchandsuchahealingsystemis;Gscientific''

becauseitfbllowsfi､omabiosciencebasedonthescientificmethod.

Thatis,efficacyisdemonstratedthroughtheuseofahypothetical-

deductivemethodbasedOnfUrtherdocumentationbyexperiment.

Inadditionthismethodbringsintoplayanentiresystemofscientific

"facts"whichareagreeduponbyallthepractitionerssharingthe

samebasicideology.Thus>fbrexample,thereisabody.of&6knowl-

edge"intherealmofnaturalscience(biochemistry,biophysics,

etc.)whichiswidelyadheredtoandmoreorlessfUllyagreedupon.

Thereibre,appealsfbrprofbssionalizationmayattachthemselvesto

thisideologyin_ordertodemonstratetheintrinsicworthofthe

groupandtoprovidethegroupwithlegitimation.

TheargumentfifomthepracticaldrawsuponthegeneralAmer-

icanbeliefinpragmatism.Thatis,itisnotnecessarilyanintricate

theoreticalandempiricalsystemwhichisimportantinjustifyinga

particularhealingpractice,butwhetherornotatherapyworksand

thatithasusefillconsequencesinhealing.Thisideologyrelates
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atregulationofmembers,especiallythroughtheprocessoflicensure.

Theessenceoflicensureistodefinethedomainofpracticeofmem-

bersofaprofbssionalgroupasdistinctlyaspossible.Attheheart

oftheprocessoflicensure.isthenotionofamechanismwhereby

grievancebetweengroupscompetingfbrthesameresourcescanbe

adjudicatedintermsofthelegalsysteminthesociety.Onthe

otherhand,pressurefifomothercompetinggroups,manifbstsitselfin

severalways.Firstofall,othergroupsattempttoencroachonthe

legitimizationofothers・Theseothercompetinggroupsrepresent

directthreatsbecausetheythemselvesareengagedinde6ningthe

sameresourcesastheirs.Thusthereensuesadirectstruggleasto

whohaslegitimateaccesstoprimaryandsecondaryresourcesand

howthatshouldberecognizedbythestate.Thustheentirecom-

petitionbecomesultimately,andthisisaweightypoint,apolitical

processinthesensethatthesecompetinggroupsmustdefineeach

otherasadversariesintermsoftheirinteractionswithrepresentatives

ofthestate.Thusthemembersofonegroupattempttoconvince

thestateo伍cialsthattheircompetitionisincompetentandundeserv-

ingofthepublictrust.

Intermsoftherelationshipsofthesetwobroadsourcesof

profbssinalization,theexternalandtheinternal,onemayfbrmulate

somehypotheses:Whenagroupismarginaltothemainstreamto

whichtheyaspire,theywillbeinvolvedwithandplaceequal

emphasisonbothlheexternalandinternalsourcesofproibssional-

ization;wellestablishedgroupswillspendmostoftheirenergieson

theinternalsourcesofprofbssionalization;thesolidarityofagroup

isassuredwhenstrongexternalrecognition(intermsofsuchtangibles

aslicenSure,regulatiOns，andotherfbrmsoflegitimization)isestab-

lished.Finallyonemayassertthatsolidarityinaprofbssional

groupleadstototalcontrolovermedicalresources,bothprimary

andsecondarV.
●

Theprocessofprofbssionalizationofhealingpractitionersmaybe

viewedassomewhatanalogoustoapoliticalstrugglefbrresources.

Iftheanalogyholds,thensimilaritiestothepoliticalprocessshould
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concernitselfchieflywithwelldefinedparticularisticinterests,or

doesitwantabroadspanofactivity.Inaddition，asignificant

amountoftimewillbespentindetailingthegroup'sselfregulation

throughtheembellishmentofanddevelopmentofby-lawsand

regulations.Themainoutside-directedtaskistodelimittheinter-

faceofthegroupwiththeoutsideworld.Agroupgenerallyhas

suchaninterfaceandideallycarefi'lconsiderationwillgointo

delineatingthenatureofthatinterface,i.e.,whereandwhenandon

whattermsshouldthegroupagreetointeractwiththoseoutside

ofthegroup.Anoutstandingexampleofsuchaninteriaceisa

<Ccodeofethics''whichismademanifbsttotheoutSideworld.Itis

imPortantthattheoutsiderecognizesthecodeofethicsaslegitimate

andasessentiallyan"outside"manifbstationoftheinternalaspectsof

profbssionalization.

Thoseactivitieswhichareaggressiveandofieninresponseor

reactiontolargerexternalfbrcesofcontrolarethosedesignedto

insurecontinuationofthegroup.Forexample,oneoftheseactivities

consistsofpositiveaggressiveimagebuildingthroughasmuch

publicityasisfinanciallypossiblefbrthegroup;accompanyingthis

positivepublicitymaywellbenegativestatementsaboutanycom-

Petinggroups.Inaddition,suchactivitiesmaybeconcernedwith

attemptstoaffbcttheexternalpoliticalperceptionofthegroupand

mayrangefi､omlobbyingbehaviortothedevelopmentoflicensure

andrestrictionofcompetition.Obtainingamonopolyandcomplete

controloverallresourcesisthehighestattainmentoftheseactivities
toinsurecontinuation.

Thesecondmaiorsourceofprofbssionalizationisexternal.That

is,originatingoutsideofthegroupitselfandcomposedofpressures

exertedonthegroupseekingormaintainingprofbssionalization.

Whiletherearemanyoftheseexternalpressures,Iwouldidentify

twoasthemostsignificant:pressurefi､omgovernmentalbodiesand

pressurefifomothercompetinggroups.

Withrespecttogovernmentalbodiesthemostnoteworthyand

obviousconstraintsonprofbssionalorganizationscomefi･omattempts
'
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autonomywilllikelybeseeninattemptstowidentheprofbssional'S
controlovermedicalresources.

IntheoreticaltermstheprocessofprofbssionalizationinAmerican

allopathicmedicinemaybelinkedtoUnschu1d's(1975)conceptof

profbssionalization・Unschuldarguesthatprofbssionalizationmaybe

seenasa<6continuousattemptofagroupinsocietytogainmore

andmorecontrolovercertainresourcesrelatedtoanoccupational

area''.Thatis,conHictsbetweenhealinggroupsmaybeseenas

competitionfbrprimaryresources-knowledge,skills,technology,drugS,

equipmentandfacilities.Afteracquiringtheseprimaryresources,

thegroupcanattempttogainaccesstosecondaryresourceswhich

arematerialandnon-materialrewardssuchasclientsandprestige.

Whilethisconceptualizationisveryfi､uitfi'linnOn-westernsettings,

itsapplicationtoadvancedtechnologicalsocietieshasnotbeenex-

plored.Asapreliminarytosuchanendeavorthispaperaddresses

someaspectsoftheprocessofproibssionalcompetitionintheUnited

Stateswhichhope血Ⅱywillleadtoanidentificationofthe'relevant

variablestostudvinanvfilturearticulationofaresourcemodel.
" ・

Onemaypostulatetwomajorsourcesofprofbssionalizationrelevant

tothequestionofprofbssionalcompetitioninAmerica・Thefirst

sourceisinternal,thatisstemmingfi､omwithinagroupseeking

profbssionalrecognitionwhereaffbctedindividualmembersseek

profbssionalrecognitionaspartofacollectivityfrombothwithin

andoutsidethegroup.Thereisnothingextraordinaryaboutthis

typeofbehavior.Whetheronestudieslaborunions,guilds,clubsor

anyrestrictedmembershipgroup,therearefi'ndamentalgroupactiv-

itiesconcernedwiththetasksoftheorganizationasawholeand

thesebasictasksmaybedividedintothreecategories:1)inside-

directedtasks,2)outside-directedtasksand3)continuationtasks.

Amongtheimportantinside-directedtasksistodefinethe

membershipofthegroup.Ofienthistaskmayben'oreconcerned

withexclusionthaninclusion，thatiswiththedeterminationofwho

isnotaqualifiedmemberofthegroup..Anotherinside-directedtask

istodefinethespanofcontrolofthegroup,i.e.,doesitwantto
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TablelNumberof、PractitionersandApproximateRatiotoAIIopathic

A''｡pathic1
,,0,0001

Homeo－

pathic

lO,000

1/11
＊＊

（5,000）
＊

（1,000）

0s唾｡pa-|B｡tanica1thic

＊ 4 ， 0 0 0

（1,000）1/27

7，644＊＊

1/20（2,000）

12，000－＊＊

14,000（1,000）

1/25

:Mr･Prac-|tics

＊

（1,000）

15，989

1/10

17，000－

20，000

1／1ワ
エ／上0

Christian

sc1ence

＊

（1,000）

8，848

1/18

5,000

TfTn便

Turnofthe

Century

l930

＋

０
０
０

０
０
０

０
０
０

７
，
，

０
０
０

５
６
５

１
１
３Present

1/70

*Numberofpractitionerstoofbwtoconsider，i.e.、1，000

**Noaccurateestimatesavailable.

modelfbrprofbssionalization.

Beyondthesewell-knownfacetsofallopathicmedicineinAmerica,

severalotherfbaturesaresalient.Allopathicprofbssionalizationhas

soughttocreateinthelaypublicapowerfillmysticoftheprofbssion

beingsynonymouswithservicetothepublic.Thus,themosttelling

evidenceoftheprofbssionalstrengthofallopathicmedicinein

Americaismanifbstedintherelativelvlittlenoticewhichprofbssional
〃 ▲

allopathicgroupsgivetoanyotherhealingsystemsextantinAmerica.

Fromapragmaticpointofview,perhapsthereislittleneedfbr

concernduetothelimitedcompetitionasshowninTablelwhich

illustratestherelativenumericalsignificanceofhealinggroupsin

America・Nonetheless,thecurrentallopathicnumericaladvantage

wasnotalwaysthecaseandthestrengthandstatusofotherhealing

groupsinAmericahasvariedwidelyhistorically(McQ'en,1978).

Forexample,attheturnofthecenturyhomeopathicpractitioners

wereaconsiderablefbrceinAmericanhealingarts.Evenasrecently

asl930there･werelargenumbersofcompetingmedicalpractitioners

intheUnitedStates(Tablel).Thus,thepresentprofbssional

dominanceofallopathicmedicinerepresentsthefinalstagesofalong

processtowardsthetimewhenonewillnolongerspeakof<Gallopathic

medicine''inAmerica，butsimplyof@6medicine''.Followingthe

completionofthisprofbssionalization,theallopathicgroupscanthen

concentrateontheexpansionoftheirautonomy.Thisexpansionof
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COMPETITIONAMONGHEALING

PARADIGMS:ANASPECTOFTHE

PROFESSIONALIZATIONOFMEDI-

CINEINAMERICA*

DavidV.McQueen**

Introduction

Befbrediscussingthecompetitionfbrproibssionalrecognition

amongvariousgroupsofhealers,itisusefi,ltoreviewsomeofthe

majorfbaturesofprofbssionalizationinthehealingartsincontem-

poraryAmerica***.Decidedly,theepitomeofprofbssionalizationis

representedbythepractitionerofAmericanallopathicmedicineinthat

thosecharacteristicswhicharegenerallyassociatedwithprofbssional-

izationareallpowerfi,llydisplayed.Forexamplethetypicalallopathic

practitionerparticipatesinmanyfbrmalorganizationswhichhelp

determinestandardsoftraining.Duringthistrainingtheprofbssional

allOpathgoesthroughanextensiveadultsocializationexperience

whichisfilledwithsymbolicencounters.Further,attheconclusion

ofthistrainingtheallopathmustundergocomplexcertificationand

licensingprocedureswhicharedefinedalmostentirelybyotherallo-

pathicpractitioners.Duringthetypicalpractitioner'scareerhegains

bothhighprestigeandaveryhighstandardofliving.Thusthe

profbssionofallopathicmedicineinAmericaisinanexaltedposition.

AIlotherproibssionsessentiallytakeallopathicmedicineastheideal

*Julyl978/RevisedDecemberl978.PaperpresentedattheThirdlnter-

nationalSymposiumontheComparativeHistoryofMedicine-EastandWest,

FUjiInstituteofEducationandTraining,Japan.October1978.

**DepartmentofBehavioralSciences,TheJohnsHopkinsUniversitySchoolof

Hygiene&PublicHealth,615NorthWolfbStreet,Baltimore,Maryland

21205,U.S.A.

***Whentheterm;CAmerica''isused,itrefbrsonlytothecontinentalUnited

.StatesofAmerica.
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食塩は、高血圧発症の重要な因子の一つとして知られています。バイカロンは塩類排泄作用を持つ

降圧利尿剤一非サイアザイドーで､糖代謝、腎機能に対する影響が少ないことが認められています
諺

【適応症】●悪巾斥席(本態性，腎性）●次の慢性浮腫における利尿心性浮腫，

腎性浮腫，肝性浮腫【用法・用且】メフルシドとして，通常成人1日25～50噸(1
．－2錠）を朝1回投与するか，または朝，昼の2回に分けて経口投与する．なお，

年齢･症状により適宜埋減する,ただし,悪竹富巾庄に用いる場合には、通常，他

の降圧剤と併用すること．【使用上の注意】(1)次の患者には投与しないこと肝性

昏睡急性腎不全,重症の低カリウム血症のある患者.(2)次の患者には憤重に投与

すること1)肝機能陣害のある患者(肝機能障害を悪化させることがある.）2)本人

または両親,兄弟に痛風,糖尿病のある患者3)肝硬変の患者または強心配糖体の

治療を受けている患者（連用により低カリウム血症等の麺解質失鯛があらわれるこ

とがあるので,このような喝合には十分なカリウム補給を行うなどの処丑を行うこ

と.）(3剛作用1)肝厘ときに肝機能障害があらわれることがあるのでこのよう

な鳴合には減■または投与を中止すること.2)代謝異常低ｶﾘｳﾑ血症，低ｸﾛ

ﾙ性アルカロージス等の電解質失鯛があらわれることがある.また，恵尿酸血症，

商血糖症があらわれることがあるので,観察を十分に行い，異常が脚められた埋合
には減量または休薬梓の適当な処痘を行うこと.3)過敏症発疹等の過敏症状があ

らわれた堤合には投与を中止すること.4)消化器ときに悪心，咽吐，胃部不快感，

食欲不振．便秘，下癖，口内炎，口渇等の症状があらわれることがある.5)呼吸器

顯似化合物(ﾋドﾛｸﾛﾛﾁｧプド)で問質性肺炎､肺水腫があらわれることが報告さ

れている．6)その他ときに脱力感､眩量､起立性侶ml干等の症状があらわれるこ

とがある．(4)妊婦および授乳婦への投与妊娠中の投与による胎児、新生児に対す

る安全性および授乳中の投与による乳児に対する安全性は確立していないので､妊
〃

婦または妊娠している可能性のある婦人および授乳鰐には治療上の有益性が危険性

を上まわる場合のみ投与すること．【包装l碇(25mg)：PTP包装10錠×10,

10錠×1m､バラ包装1㈹0錠く健保適用〉

|’ 降圧利尿剤崇非瀞難諒識誰ド篝i:騒騒f…､1:
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